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表記法
表 2

字体 説明 例

『マニュアル』 マニュアル名または書籍名 詳細は、 『HP OpenView Storage Data 
Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド』 を

参照して ください。

Italic コマンドの入力時に指定する必要
がある変数

プロンプ トで、 次のよ うに入力します。
rlogin your_name

このと き、 your_name にはログイン名を指

定します。

Bold、 ゴシック体 用語 Data Protector Cell Manager は ...

入力 ユーザーが入力する必要があるテ
キス ト

プロンプ トで、 次のよ うに入力します。
ls -l

コンピュータ文字 コンピュータディ スプレイの項目 次のシステムメ ッセージが表示されます。

Are you sure you want to remove 
current group?

コマンド名 grep コマンドを使用して、 ...

ファ イル名とディ レク ト リ名 /usr/bin/X11

プロセス名 Data Protector Inet が実行中かど うか

チェッ ク します。

ウ ィ ンド ウ / ダイアログボッ クス名 [バックアップ オプション ] ダイアログ 
ボッ クスで ...

マン ページ名 詳細は、 omnibのマン ページを参照して く

ださい。

強調 強調表示 次の手順に従う必要があ り ます。

キーキャップ キーボードのキー Return を押します。 

[ボタン ] ユーザーインタフェースのボタン [OK] をク リ ッ ク します。

[適用 ] ボタンをク リ ッ ク します。
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Data Protector では、 ク ロスプラ ッ ト フォーム (Windows と UNIX) のグラフ ィカル ユーザー  
インタフェースを提供します。 Data Protector のグラフ ィカル ユーザー インタフェースについ

ては、 オンラインヘルプを参照して ください。

図 1 Data Protector グラフ ィ カル ユーザー インタフ ェース
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当社へのお問い合わせについて

概要

Data Protector の概要については、 以下の Web サイ トでご覧いただけます。

http://www.hp.com/go/dataprotector ( 英語版 )
http://h50146.www5.hp.com/products/storage/software/dataprotector/index.html ( 日本語版 )

テクニカル サポート

テクニカル サポート情報については、 HP エレク ト ロニッ ク  サポート  センタの下記の Web サイ

ト をご覧ください。

http://www.itrc.hp.com

Data Protector の 新のパッチ情報については、 以下をご覧ください。

http://www.itrc.hp.com

当社では他社製のハード ウェアおよびソフ ト ウェアのサポートは行っており ません。 他社製製品
のサポートは各ベンダーにお問い合わせください。

ドキュ メン トに関するご意見

ドキュ メ ン トに関するお客様のご意見を基に、 お客様のご要望を理解し、 ご要望に沿ったドキュ
メン トの開発に努めていきたいと思っており ます。 ドキュ メン トに関するご意見は、 当社の以下
のドキュ メン ト専用サイ トへお送り ください。

storagedocs.feedback@hp.com

ト レーニング情報

HP OpenView に関して現在可能な ト レーニングの情報については、 下記の HP OpenView の

Web サイ ト をご覧ください。

http://www.openview.hp.com/training/ ( 米国 )
http://www.hp.com/jp/education ( 日本 )

上記のサイ トに リ ンクする と、 ト レーニング ク ラスのスケジュールや、 カスタマ サイ トでの ト

レーニング、 ク ラス登録などに関する情報をご覧いただけます。

http://www.hp.com/go/dataprotector
http://h50146.www5.hp.com/products/storage/software/dataprotector/index.html
http://www.itrc.hp.com
http://www.itrc.hp.com
mailto:storagedocs.feedback@hp.com
http://www.openview.hp.com/training/
http://www.hp.com/jp/education
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Data Protector のドキュ メン ト

Data Protector のドキュ メン トは、 マニュアルとオンライン  ヘルプの形式で提供されます。

マニュアル

Data Protector のマニュアルは印刷形式と PDF 形式で提供されます。 PDF ファ イルは Data 
Protector のセッ ト アップ時に Windows の場合は User Interface コンポーネン ト を、 UNIX
の場合は OB2-DOCS コンポーネン ト を選択してインス トールします。 PDF ファ イルをインス

トールする と、 マニュアルは Windows では <Data_Protector_home>¥docsディ レク ト リ 、

UNIX では、 /opt/omni/doc/ja ( 日本語版 )、 /opt/omni/doc/C/ ( 英語版 ) ディレク ト リに保

存されます。 また以下の URL でも PDF 形式のマニュアルを入手できます。

http://www.hp.com/support/manuals ( 英語版 )
http://www.hp.com/jp/manual/ ( 日本語版 )

『HP OpenView Storage Data Protector コンセプ ト  ガイド 』

このマニュアルでは、 Data Protector のコンセプ ト を解説する と と もに、 Data Protector の動作

原理を詳細に説明しています。 手順を中心に説明しているオンライン ヘルプとあわせてお読み

ください。

『HP OpenView Storage Data Protector インストールおよびライセンス ガイド 』

このマニュアルでは、 お使いの環境のオペレーティング システムとアーキテクチャを考慮した

上での Data Protector ソフ ト ウェアのインス トール方法を説明しています。 また、 Data 
Protector のアップグレード方法や、 環境に適したライセンスの取得方法についても説明してい

ます。

『HP OpenView Storage Data Protector ト ラブルシューテ ィ ング ガイド 』

このマニュアルでは、 Data Protector の使用中に起こ り う る問題に対する ト ラブルシューティン

グの方法について説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector 障害復旧 ガイド』

このマニュアルでは、 障害復旧の計画、 準備、 テス ト、 および実行方法について説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド』

このマニュアルでは、 さまざまなデータベースやアプリ ケーシ ョ ンをバッ クアップおよび復元す
るための Data Protector の構成方法や使用方法を説明しています。 このマニュアルは、 バッ ク

アップ管理者やオペレータを対象と しています。 このマニュアルには以下の 4 種類のバージ ョ ン

が提供されています。

http://www.hp.com/support/manuals
http://www.hp.com/support/manuals
http://www.hp.com/jp/manual/
http://www.hp.com/jp/manual/
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• 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - Microsoft アプ リ ケー

シ ョ ン : SQL Server、 Exchange Server、 Exchange Server、 Volume Shadow Copy 
Service』

このマニュアルでは、 Microsoft アプ リ ケーシ ョ ン (Microsoft Exchange Server 2000/2003、
Microsoft SQL Server 7/2000/2005、 および Volume Shadow Copy Service) に対応する

Data Protector の統合ソフ ト ウェアついて説明します。

• 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - Oracle、 SAP』

このマニュアルでは、 Oracle、 SAP R3、 SAP DB に対応する Data Protector の統合ソフ ト

ウェアについて説明します。

• 『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for IBM Applications: Informix, 
DB2, and Lotus Notes/Domino』

このマニュアルでは、 IBM のアプリ ケーシ ョ ン (Informix Server、 IBM DB2、 および

Lotus Notes/Domino Server) に対応する Data Protector の統合ソフ ト ウェアについて説明

します。

• 『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for Sybase, Network Node 
Manager, and Network Data Management Protocol』

このマニュアルでは、 Sybase、 Network Node Manager、 Network Data Management 
Protocol および VMware に対応する Data Protector の統合ソフ ト ウェアについて説明しま

す。

『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView』

このマニュアルでは、 HP OpenView Service Information Portal および HP OpenView 
Reporter に対応する Data Protector 統合ソフ ト ウェアのインス トール、 構成、 使用方法につい

て説明します。 このマニュアルは、 バッ クアップ管理者を対象と しています。 OpenView アプリ

ケーシ ョ ンを使用して Data Protector のサービス管理を行う方法を説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView 
Operations for UNIX』

このマニュアルでは、 UNIX 版の HP OpenView Operations (OVO)、 HP OpenView Service 
Navigator、 および HP OpenView Performance (OVP) を使用して Data Protector 環境の健全性

と性能を監視および管理する方法について説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView 
Operations for Windows』
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このマニュアルでは、 Windows 版の HP OpenView Operations (OVO)、 HP OpenView Service 
Navigator、 および HP OpenView Performance (OVP) を使用して Data Protector 環境の健全性

と性能を監視および管理する方法について説明します。

マニュアルには、 以下の 2 つのバージ ョ ンがあ り ます。

• OVO 7.1x、 7.2x 用

• OVO 7.5 用

『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ コンセプ ト  ガイ

ド』

このマニュアルでは、 Data Protector ゼロ  ダウンタイム バッ クアップと インスタン ト  リ カバリ

のコンセプ トについて解説する と と もに、 ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ環境における Data 
Protector の動作原理を詳細に説明します。 手順を中心に説明している 『HP OpenView Storage 
Data Protector Zero Downtime Backup Administrator’s Guide』 および 『HP OpenView 
Storage Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』 とあわせてお読みくださ

い。

『HP OpenView Storage Data Protector Zero Downtime Backup Administrator’s 
Guide』

このマニュアルでは、 HP StorageWorks Virtual Array、 HP StorageWorks Enterprise Virtual 
Array、 EMC Symmetrix Remote Data Facility および TimeFinder、 HP StorageWorks Disk 
Array XP に対応する Data Protector 統合ソフ ト ウェアのインス トール、 構成、 使用方法につい

て説明します。 このマニュアルは、 バッ クアップ管理者やオペレータを対象と しています。 ファ
イルシステムやディ スク  イ メージのゼロ  ダウンタイム バッ クアップ、 インスタン ト  リ カバリお

よび復元についても説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』

このマニュアルでは、 Oracle、 SAP R/3、 Microsoft Exchange Server 2000/2003、 および

Microsoft SQL Server 2000 データベースのゼロ  ダウンタイム バッ クアップ、 インスタン ト  リ
カバリ、 および標準復元を行うための、 Data Protector の構成方法および使用法について説明し

ます。 また、 Microsoft Volume Shadow Copy Service を使用してバッ クアップおよび復元を行

うための、 Data Protector の構成方法および使用法についても説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector MPE/iX System User Guide』

このマニュアルでは、 MPE/iX ク ラ イアン トの構成方法と MPE/iX データのバッ クアップおよび

復元方法を説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector Media Operations User's Guide』
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このマニュアルでは、 オフラインのス ト レージ メディアの追跡方法と管理方法を説明します。

このマニュアルは、 システムの保守とバッ クアップを担当するネッ ト ワーク管理者を対象と して
います。 アプリ ケーシ ョ ンのインス トールと構成、 日常のメディア操作、 およびレポート作成の
タスクについて説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ トウェア ノート  
および リファレンス』

このマニュアルでは、 HP OpenView Storage Data Protector A.06.00 の新機能を説明していま

す。 また、 サポート される構成 ( デバイス、 プラ ッ ト フォーム、 オンライン  データベースの統

合、 SAN、 ZDB)、 必要なパッチ、 制限事項、 既知の問題と対応策についても説明しています。

サポート される構成の 新情報については以下の URL を参照して ください。

http://www.hp.com/support/manuals ( 英語 )

この他に 4 冊の 『Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  およびリ ファレンス』 があ り、

以下の内容を説明しています。 

• OVO UNIX の統合

• OVO 7.1x/7.2x Windows の統合

• OVO 7.5 Windows の統合

• Media Operations

オンライン ヘルプ

Data Protector は Windows および UNIX の各プラ ッ ト フォーム用にオンライン ヘルプ ( コンテ

キス ト依存ヘルプ ([F1] キー ) および [ ヘルプ ] ト ピッ ク ) を備えています。

http://www.hp.com/support/manuals
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ドキュ メン トマップ

略称

以下の表は、 ドキュ メン トマップに使用されている略称の説明です。 マニュアルのタイ トルに
は、 すべて先頭に 「HP OpenView Storage Data Protector」 が付きます。

略称 マニュアル

CLI Command Line Interface Reference Guide

Concepts コンセプ ト  ガイ ド

DR 障害復旧 ガイ ド

GS スタート アップ ガイ ド

Help オンライン ヘルプ

IG-IBM Integration Guide—IBM Applications

IG-MS インテグレーシ ョ ン ガイ ド —Microsoft アプ リ ケーシ ョ

ン

IG-O/S インテグレーシ ョ ン ガイ ド —Oracle、 SAP R/3、 
SAP DB/MaxDB

IG-OV Integration Guide—HP OpenView Service 
Information Portal/OpenView Reporter

IG-OVOU Integration Guide—HP OpenView Operations, UNIX

IG-OVOW Integration Guide—HP OpenView Operations 7.1x, 
7.2x, Windows

IG-OVOW Integration Guide—HP OpenView Operations 7.5, 
Windows

IG-Var Integration Guide—Sybase, Network Node Manager, 
NDMP and VMware

Install インス トールおよびライセンス  ガイ ド

MO GS Media Operations Getting Started Guide
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マップ

以下の表は、 各種情報がどのドキュ メン トに記載されているかを示したものです。 黒く塗りつぶ
されたセルのドキュ メン ト を 初に参照してください。

MO RN Media Operations Product Announcements, Software 
Notes, and References

MO UG Media Operations User Guide

MPE/iX MPE/iX System User Guide

PA Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および 
リ ファレンス

Trouble ト ラブルシューティング ガイ ド

ZDB Admin ZDB Administrator's Guide

ZDB Concpt ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ コンセプ ト  ガイ ド

ZDB IG ZDB Integration Guide
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バッ クアップ X X X X X X X X X X X
CLI X

コンセプ ト / テクニッ ク X X X X X X X X X X X X X

障害復旧 X X X

インス トール /
アップグレード

X X X X X X X X X X

インスタン ト  リ カバリ X X X X X

ラ イセンス X X X X

制限事項 X X X X X X X X X X

新機能 X X X

計画方針 X X X X

略称 マニュアル
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統合

以下の統合に関する詳細については、 該当するマニュアルを参照して ください。

手順 / タスク X X X X X X X X X X X X X X

推奨事項 X X X X

必要条件 X X X X X X X X X X

復元 X X X X X X X X X X

サポート  マ ト リ クス X

サポート される構成 X

ト ラブルシューティング X X X X X X X X X X

統合ソフ トウェア マニュアル

HP OpenView Operations (OVO) IG-OVOU、
IG-OVOW

HP OpenView Reporter (OVR) IG-OV

HP OpenView Reporter Light IG-OVOW

HP OpenView Service Information Portal 
(OVSIP)

IG-OV

HP StorageWorks Disk Array XP すべての ZDB

HP StorageWorks Enterprise Virtual Array 
(EVA)

すべての ZDB

HP StorageWorks Virtual Array (VA) すべての ZDB

IBM DB2 UDB IG-IBM

Informix IG-IBM

Lotus Notes/Domino IG-IBM

Media Operations MO User

MPE/iX System MPE/iX

Microsoft Exchange Servers IG-MS、 ZDB IG
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Microsoft Exchange Single Mailbox IG-MS

Microsoft SQL Servers IG-MS、 ZDB IG

Microsoft Volume Shadow Copy Service (VSS) IG-MS、 ZDB IG

NDMP Server IG-Var

Network Node Manager (NNM) IG-Var

Oracle IG-O/S

Oracle ZDB ZDB IG

SAP DB IG-O/S

SAP R/3 IG-O/S、 ZDB IG

Sybase IG-Var

Symmetrix (EMC) すべての ZDB

VMware IG-Var

統合ソフ トウェア マニュアル
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このマニュアルについて
『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - Microsoft アプ リ ケーシ ョ

ン : SQL Server、 Exchange Server、 Exchange Server、 Volume Shadow Copy Service』 では、

Data Protector と Microsoft アプ リ ケーシ ョ ンとの構成方法および使用方法について説明しま

す。

対象読者

このマニュアルは、 ネッ ト ワークのバッ クアップに関して計画、 設定、 保守を担当するバッ ク
アップ管理者を対象にしています。 またこのマニュアルは、 以下の知識があるユーザーを対象と
して作成されています。

• Data Protector の基本機能

• データベース管理

Data Protector の概念については、 『HP OpenView Storage Data Protector コンセプ ト  ガイ ド』

で説明しています。 このマニュアルに目を通し、 Data Protector の基礎知識と基準について十分

に理解を深めていただく こ とをお勧めします。
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この章の構成

このマニュアルは、 以下の章で構成されています。

第 1 章 1 ページの 「Microsoft SQL Server と Data Protector の統合」

第 2 章 53 ページの 「Microsoft Exchange Server と Data Protector の統合」

第 3 章 87 ページの 「Microsoft Exchange Single Mailbox と Data Protector の統合」

第 4 章 121 ページの 「Microsoft Volume Shadow Copy Service と Data Protector の

統合」

用語集 このマニュアルで使用する用語の定義

以下に示すデータベース  アプ リ ケーシ ョ ンと Data Protector の統合については、 『HP 
OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - Oracle、 SAP』 で説明します。

• Oracle

• SAP R/3

• SAP DB/MaxDB

以下に示すデータベース  アプ リ ケーシ ョ ンと Data Protector の統合については、 『HP 
OpenView Storage Data Protector Integration Guide for IBM Applications: Informix, DB2, 
and Lotus Notes/Domino』 で説明します。

• Informix Server

• IBM DB2 UDB

• Lotus Notes/Domino Server

以下に示すデータベース  アプ リ ケーシ ョ ンと Data Protector の統合については、 『HP 
OpenView Storage Data Protector Integration Guide for Sybase, Network Node Manager, and 
Network Data Management Protocol』 で説明します。

• Sybase

• Network Node Manager

• Network Data Management Protocol

• VMware
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以下に示すデータベース  アプ リ ケーシ ョ ンと Data Protector ZDB の統合またはオペレーティン

グ システム サービスについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Zero Downtime 
Backup Integration Guide』 で説明します。

• Oracle

• SAP R/3

• Microsoft SQL Server

• Microsoft Volume Shadow Copy Service

• Microsoft Exchange Server
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第 1 章 1

1 Microsoft SQL Server と Data Protector
の統合



Microsoft SQL Server と Data Protector の統合

本章の内容

第 1 章2

本章の内容

この章では、 Data Protector の Microsoft SQL Server 用統合ソフ ト ウェアの構成方法、 および

使用方法を説明します。

本章の構成は、 以下に示すとおりです。

3 ページの 「はじめに」

5 ページの 「前提条件および制限事項」

6 ページの 「統合ソフ ト ウェアの概念」

11 ページの 「Data Protector Microsoft SQL Server 構成ファイル」

12 ページの 「統合ソフ ト ウェアの構成」

23 ページの 「Microsoft SQL Server データベースのバッ クアップ」

26 ページの 「Microsoft SQL Server データベースの復元」

38 ページの 「性能の調整」

43 ページの 「Microsoft SQL Server のバッ クアップおよび復元のモニター」

46 ページの 「 ト ラブルシューティング」



Microsoft SQL Server と Data Protector の統合

はじめに

第 1 章 3

はじめに

Data Protector の Microsoft SQL Server 用統合ソフ ト ウェアでは、 オンライン  バッ クアップを

実行できます。

Data Protector の Microsoft SQL Server 用統合ソフ ト ウェアでサポート されているプラ ッ ト

フォームおよびデバイスについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレンス』 を参照して ください。

このオンライン バッ クアップという概念は普及しています。 オンライン  バッ クアップは、 オフ

ラインという概念とは対照的に、 アプ リ ケーシ ョ ンの高可用性を求めるビジネス要件に対応して
います。

Data Protector の Microsoft SQL Server 用統合ソフ ト ウェアでは、 以下の種類のオンライン 
バッ クアップがサポート されています。

• データベースのフル オンライン バッ クアップ

• ト ランザクシ ョ ン ログのオンライン バッ クアップ

• データベースのオンライン差分バッ クアップ

Data Protector の Microsoft SQL 用統合ソフ ト ウェアでは、 以下の復元オプシ ョ ンがサポート

されています。

• ポイン ト  イン タイム復元 ( 特定の時点の状態への復元 )

• 他の SQL Server へのデータベースの復元

• 復旧完了状態

• 既存のデータベース全体を強制的に復元

利点

Data Protector を Microsoft SQL Server と組み合わせて使用する と、 Microsoft SQL Server を

単独で使用する場合に比べ、 以下のよ う な利点が得られます。

• すべてのバッ クアップ処理の集中管理

管理者はバッ クアップ処理を集中管理できます。

• メディア管理
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はじめに

第 1 章4

Data Protector は、 高度なメディア管理システムを備えています。 メディアの使用状況をモ

ニターしたり、 保存データの保護を設定したり、 メディア プール内のデバイスを編成および

管理するこ とができます。

• バッ クアップ管理

バッ クアップ処理中または処理後にバッ クアップ済みデータを複製して、 バッ クアップの
フォールト  ト レランスを向上したり、 データのセキュ リ テ ィ と可用性を強化、 ボールティン

グの目的で使用できます。

• スケジュール設定

Data Protector には、 バッ クアップを定期的に自動実行するための管理者用のスケジューラ

が組み込まれています。 Data Protector スケジューラを使用する と、 バッ クアップを指定し

た時刻に無人で実行できます ( 適切なデバイス と メディアが設定されている場合 )。

• デバイスのサポート

Data Protector は、 ファ イル、 スタンドアロン  ド ラ イブ、 非常に大きなマルチド ライブ ラ
イブラ リ など、 さまざまなデバイスをサポート しています。

• レポート

Data Protector には、 バッ クアップ環境に関する情報のレポート を作成する機能があ り ま

す。 レポートは、 特定の時点で生成するよ うにスケジュールするこ と もできれば、 事前定義

のイベン ト ( バッ クアップ セッシ ョ ンの終了やマウン ト要求など ) の発生時に生成するよ う

に設定するこ と もできます。

• モニター

Data Protector は、 Data Protector GUI がインス トールされているシステムであれば、 どの

システムからでも、 実行中のセッシ ョ ンをモニターしたり、 完了したセッシ ョ ンを確認する
機能を備えています。

すべてのバッ クアップ セッシ ョ ンは、 IDB にログと して記録されます。 これらのログには、

管理者が後からバッ クアップ処理の内容を確認するのに役立つ履歴情報が格納されます。
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前提条件および制限事項

前提条件

• Data Protector Microsoft SQL Server 用統合ソフ ト ウェアを使用するには、 ライセンスが必

要です。 ラ イセンスの詳細については、 『HP OpenView Storage Data Protector インス トー

ルおよびライセンス  ガイ ド』 を参照して ください。

• 統合ソフ ト ウェアをインス トールする前に、Microsoft SQL Server および Data Protector シ

ステムがすでにインス トールされており、 正し く構成されているこ とを確認して ください。
詳細については、 以下のドキュ メン ト を参照して ください。

— サポート されているバージ ョ ン、 プラ ッ ト フォーム、 デバイスなどに関する 新情報や

制限事項については、『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements 
ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

— さまざまなアーキテクチャへの Data Protector のインス トール方法、 および Data 
Protector Microsoft SQL Server 用統合ソフ ト ウェアのインス トール方法については、

『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス  ガイ ド』 を参照

して ください。

— Microsoft SQL Server のオンライン情報については、 『SQL Server Books Online』 を参

照して ください。

• オブジェク ト固有の実行前コマンド と実行後コマンドには二重引用符 (" ") を使わないでくだ

さい。

制限事項

SQL のバッ クアップ セッシ ョ ンおよび復元セッシ ョ ンでは、 プレビューはできません。

このマニュアルは、 Microsoft SQL Server データベースの管理と Data Protector の基本機能に

関して十分な知識があるユーザーを対象と して作成されています。
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統合ソフ トウェアの概念

仮想デバイス インタフェース

Microsoft SQL Server では、 仮想デバイス  インタフェース (VDI) と呼ばれる新しいバッ クアッ

プ インタフェースが採用されています。 これによ り、 以前のバージ ョ ンの Microsoft SQL 
Server に比べ、 バッ クアップと復元の処理速度が大幅に向上しています。

Microsoft SQL Server システムには、 Data Protector の実行可能プログラム sql_bar.exeがイ

ンス トールされます。 このプログラムが統合ソフ ト ウェアの中心的なコンポーネン ト とな り ま

す。 Microsoft SQL Server 側では、 Data Protector はメディア管理ソフ ト ウェアと して認識さ

れます。 sql_bar.exe実行可能プログラムは、 バッ クアップおよび復元用の複数の仮想デバイ

スを提供し、 Microsoft SQL Server の VDI コマンドを Data Protector のバッ クアップ ス ト リー

ムまたは復元ス ト リームに変換します。

高速ダイレク ト  モード

デバイスが Microsoft SQL Server システムに直接接続されていれば、 Data Protector General 
Media Agent は、 VDI アーキテクチャを利用して Microsoft SQL Server のメモ リ内のデータに

直接アクセスできます。 これによ り、 大規模なデータベースに対してもバッ クアップと復元を高
速で実行できます。 

このよ うに Data Protector が高速でバッ クアップと復元を実行するモードを高速ダイレク ト  
モード と呼びます。

バックアップの種類

Data Protector の Microsoft SQL Server 用統合ソフ ト ウェアでは、 Microsoft SQL Server でサ

ポート されているオンライン バッ クアップの うち、 以下の 3 種類のバッ クアップを実行できま

す。

フル データベース バックアップ

フル データベース  バッ クアップでは、 前回のバッ クアップ以降に変更されたデータだけではな

く、 データベース内のすべてのデータをバッ クアップします。 このため、 データベース全体の
バッ クアップを復元する と きは、 他のバッ クアップ メディアが必要になるこ とはあ り ません。 

データベースの差分バックアップ
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データベースの差分バッ クアップでは、 前回のフル データベース  バッ クアップ以降にデータ

ベースに加えられた変更だけをバッ クアップします。 差分データベース  バッ クアップは、 フル 
データベース  バッ クアップよ り も短時間で完了します。 フル データベース  バッ クアップを実行

した後でデータベースの差分バッ クアップを数回実行するよ うにすれば、 バッ クアップに使用す
る メディアを節約できます。

ト ランザクシ ョ ン ログ バックアップ 

ト ランザクシ ョ ン ログ バッ クアップは、 一般に、 データベースのバッ クアップよ り も必要とす

る リ ソースが少ないため、 データベースのバッ クアップよ り も よ り高い頻度で実行できます。 ト
ランザクシ ョ ンログ バッ クアップを用いるこ とによ り、 データベースを特定の時点の状態に復

元できます。

ト ランザクシ ョ ン ログ バッ クアップは実行できない場合もあ り ます。たとえば、Microsoft SQL 
Server 側で [復旧モデル ]オプシ ョ ンを一括ログ記録またはフルに設定していない場合、 Data 
Protector では差分バッ クアップまたはフル バッ クアップが代わりに実行されます。

バックアップ オブジェク ト

バッ クアップ対象となるオブジェク トの選択時には、 サーバ システム全体か、 または特定の

データベースを指定できます。 バッ クアップ可能なデータベースの種類は、 以下に示すとおりで

す。

データベース 説明

ユーザー データベース ユーザー データを格納します。 ユーザー データベースの一例と して、 学

習用の pubs データベースがあ り ます。 Microsoft SQL Server のマニュアルに

記載されている例の多くは、 このデータベースに基づいています。

master ユーザー データベースを制御する と と もに、 Microsoft SQL Server 全体の動

作を制御します。 ユーザー アカウン ト 、 構成可能な環境変数、 システム  エ
ラー メ ッセージなどの情報が記録されます。

model 新しいユーザー データベースのテンプレート またはプロ ト タイプと して使用

されます。

distribution システム データベースの 1 つである distribution データベースは、 Microsoft 
SQL Server のレプリ ケーシ ョ ン コンポーネン ト (Distribution Agent など )
に使用され、 ト ランザクシ ョ ン、 スナップシ ョ ッ ト  ジ ョブ、 同期ステータス、

レプ リ ケーシ ョ ン ヒ ス ト リ情報などのデータを格納します。 システムを配布

に使用するか、 パブリ ッシャ とディ ス ト リ ビュータの両方に兼用するのでない
限り、 このデータベースは必ずしもサーバ上に維持しなくてもかまいません。
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msdb スケジュール情報およびバッ クアップに関する情報のス ト レージ領域と して使

用されます。

重要 Data Protector Microsoft SQL Server 用統合ソフ ト ウェアでは、 テーブル バッ ク

アップはサポート されていません。 

システム データベースの詳細については、 『Microsoft SQL Server Books Online』 を参照して く

ださい。

フル バッ クアップおよび差分バッ クアップに定期的な ト ランザクシ ョ ン  ログ バッ クアップを交

える と、 ディ スク障害発生時のデータの損失を防げます。 また、 ト ランザクシ ョ ン ログ バッ ク

アップは、 ポイン ト  イン タイム復元 ( 特定の時点の状態への復元 ) にも必要になり ます。 Data 
Protector でデータベースを復元する と きには、 新のフル バッ クアップに前回の差分バッ ク

アップが適用されます。 その上で、 指定されたポイン ト  イン タイム復元オプシ ョ ンに従って、

ト ランザクシ ョ ン ログ バッ クアップが適用されます。 

復元処理自体は、 Microsoft SQL Server によって実行されます。

バックアップの流れ

バッ クアップ セッシ ョ ンは Data Protector Backup Session Manager (BSM) によって開始され

ます。 BSM は Data Protector のバッ クアップ仕様を読み込み、 sql_bar.exe. を呼び出します。

BSM は General Media Agent も起動します。 sql_bar.exe実行可能ファイルは、 Microsoft 
SQL Server に接続し、 VDI を介してデータを受信します。 次に、 そのデータを Data Protector 
General Media Agent に渡すと、 データはバッ クアップ デバイスに書き込まれます。

バッ クアップ セッシ ョ ン中に出力されたメ ッセージは、 Backup Session Manager に送信され、

各セッシ ョ ンに関する メ ッセージと情報が、 Backup Session Manager によって IDB に書き込

まれます。

復元の流れ

復元の対象となるオブジェク トおよびオブジェク ト  バージ ョ ンは、 ユーザーが Data Protector
ユーザー インタフェース上で定義します。 復元セッシ ョ ンは Restore Session Manager (RSM)
によって開始されます。 このと き、 sql_bar.exe と Data Protector General Media Agent が起

動されます。 sql_bar.exeは Microsoft SQL Server に接続し、 General Media Agent を介して

データを受信します。 Data Protector によって復元されたデータは、 Microsoft SQL Server に

よってディ スクに書き込まれます。

復元セッシ ョ ン中に出力されたメ ッセージは、 Data Protector RSM に送信され、 各セッシ ョ ン

に関する メ ッセージと情報が RSM によって IDB へ書き込まれます。
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バッ クアップ セッシ ョ ンと復元セッシ ョ ンの概念を 9 ページの図 1-1 に示します。

図 1-1 Microsoft SQL Server 統合ソフ トウェアの概念

凡例

SM Data Protector Session Manager － バッ クアップ時は Data Protector 
Backup Session Manager、 復元時は Data Protector Restore Session 
Manager

Backup API または VDI 
Microsoft SQL Server の仮想デバイス  インタフェース (Virtual Device 
Interface)。 Microsoft SQL Server 7.0 で採用された Microsoft バッ クアップ 
インタフェースです。

MA Data Protector General Media Agent

高度な概念 ― 並列処理数

Data Protector では、 複数の Microsoft SQL Server データベースを並行してバッ クアップでき

ます。 複数のス ト リームを使用して単一のデータベースをバッ クアップするこ と もできます。

Microsoft SQL Server では、 データベースの並列処理数と同時スト リーム数の 2 種類の並列処

理数を使用します。

• データベースの並列処理数
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複数のデバイスを利用でき、 複数のバッ クアップを並行して実行できる場合は、 複数のデー
タベースが同時にバッ クアップされます。

デバイスに対するス ト リームの割り当ては、 自動的に行われます。

Data Protector は、 利用可能なデバイスを自動的に検出し、 可能であればバッ クアップを並

列して実行します。

• 同時ス ト リーム数

同時ス ト リームの数は、 特定のデータベースや Microsoft SQL Server のバッ クアップに使

用するデバイスの数と して定義されます。 この数は、 自動計算されますが、 ユーザーが指定
するこ と も可能です。

注記 Microsoft SQL Server では、 単一のデバイスに対する複数のス ト リームのバッ ク

アップはサポート されていません。

10 ページの図 1-2 に Data Protector バッ クアップ セッシ ョ ンの例を示します。 この例では、

データベースごとに異なる数の同時ス ト リームを使用しながら、 4 つの Microsoft SQL Server
データベースをバッ クアップしています。

図 1-2 データベースの並列処理数 = 4、 全体の同時処理数 = 10
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Data Protector Microsoft SQL Server 構成ファイル

Data Protector では、 Microsoft SQL Server の各構成ごとに、 Microsoft SQL Server 統合パラ

メータが、 Cell Manager の

/etc/opt/omni/server/integ/config/MSSQL/<client_name>%<instance_name> ファ イル

(HP-UX システムおよび Solaris システム )、 または

<Data_Protector_home>\Config\Server\Integ\Config\MSSQL\<client_name>%<instan

ce_name> ファ イル (Windows システムの場合 ) に格納されます。 格納されるパラ メータは、

Microsoft SQL Server ユーザーのユーザー名とパスワードで、 このユーザーは、 Microsoft SQL 
Server でバッ クアップや復元を実行するパーミ ッシ ョ ンを所有している必要があ り ます （統合

ソフ ト ウェアの構成時に標準セキュ リ ティを使用するこ とが前提）。

構成パラ メータは、 以下のタイ ミ ングで Data Protector Microsoft SQL Server 構成ファイルに

書き込まれます。

• 統合ソフ ト ウェアの構成中

• バッ クアップ仕様の作成中

構文

Data Protector Microsoft SQL Server 構成ファイルの構文は、 以下のとおりです。

Login='<user>';

Password='<encoded_password>';

重要 構成ファイルの作成時には、 バッ クアップに関する問題が発生しないよ うに、 こ
こに示す構文を正確に守ってください。

例

ファ イルのサンプルを以下に示します。

• 標準セキュ リ ティ ( 標準保護 ) を使用している場合

Login='TROLL¥Administrator';

Password='dsjf08m80fh43kdf';

• 統合セキュ リ ティ ( 統合保護 ) を使用している場合

Login='';

Password='dsjf08m80fh43kdf';
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統合ソフ トウェアの構成

Data Protector Microsoft SQL Server 統合ソフ ト ウェアの構成は以下のとおりです。

1. 12 ページの 「Microsoft SQL Server の構成」

2. 16 ページの 「Microsoft SQL Server バッ クアップの構成」

作業を開始する前に

Data Protector を使ってテス ト  ファ イルシステムのバッ クアップを構成して実行するこ とをお

勧めします。

このテス ト を実施するには、 Microsoft SQL Server システムに Disk Agent をインス トールする

必要があ り ます。 このテス トでは、 どのデバイスを使用してもかまいません。 標準的なファイル

システム バッ クアップを構成します。 このと き、 バッ クアップ対象と して指定するディ レク ト

リは 1 つで構いません。

このテス トでは、 Microsoft SQL Server ク ラ イアン ト  システムと Data Protector Cell Manager
が互いに正し く通信できるかど うかをチェッ ク します。

万一問題が発生した場合は、 Data Protector Microsoft SQL Server 統合ソフ ト ウェアよ り も、

ファ イルシステム バッ クアップに対して ト ラブルシューティングを行う方がはるかに容易です。

詳しい手順は、 『HP OpenView Storage Data Protector 管理者ガイ ド』 を参照して ください。

ファ イルシステム バッ クアップを正常に実行できない場合は、 その原因を解明し、 問題を解決

してから統合ソフ ト ウェアの構成作業を開始する必要があ り ます。

Microsoft SQL Server の構成

構成は、 Microsoft SQL Server データベース用の 初のバッ クアップ仕様の作成時に実行され

ます。 バッ クアップ仕様の作成については 16 ページの 「Microsoft SQL Server バッ クアップの

構成」 を参照して ください。

ただし、 少なく と も 1 つのバッ クアップ仕様を作成した後であれば、 いつでも構成を変更するこ

とができます。 構成の変更方法については、 15 ページの 「Microsoft SQL Server の構成の変更

とチェッ ク」 を参照して ください。

前提条件

• Microsoft SQL Server は、 構成作業中はオンラインにする必要があ り ます。
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• 構成は、 Microsoft SQL Server システムごとに行って ください。

構成作業には、 Data Protector サービス用のユーザー名とパスワードの設定が含まれます。 この

設定を完了する と、 各種サービスが指定アカウン トで Microsoft SQL Server に接続して稼動で

きるよ うにな り ます。

それぞれの Microsoft SQL Server システムに対してバッ クアップと復元を実行するには、 適切

な権限が付与されたユーザー アカウン トが必要です。 

ユーザーの権限をチェッ クするには、 Microsoft SQL Server Enterprise Manager を使用しま

す。

図 1-3 Microsoft SQL Server のユーザー

Data Protector セッシ ョ ンを Microsoft SQL Server システム上で実行する と きに使用するユー

ザー アカウン ト と して、 Data Protector Inet アカウン ト ( 通常はシステム アカウン ト ) か、 特

定のユーザー アカウン ト ( こちらを推奨 ) のいずれかを定義する必要があ り ます。

構成手順

初のバッ クアップ仕様の作成時あるいは構成の変更時に Microsoft SQL Server を構成するに

は、 以下の手順に従ってください。
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[MS SQLの構成 ]ダイアログ ボッ クスで、 [統合保護 ] または [標準保護 ]のいずれかを選択し

ます。 図 1-4 を参照して ください。

図 1-4 Microsoft SQL Server の構成

注記 Data Protector の Microsoft SQL Server 用統合ソフ ト ウェアを構成する と きは、

Microsoft SQL Server のシステム管理者と してログインするこ とをお勧めしま

す。

• [標準保護 ] を選択した場合、 ユーザー名を <DOMAIN>\<user_name>の形式で指定し、

Microsoft SQL Server ユーザーのパスワードを指定する必要があ り ます。 このユーザーは、

Microsoft SQL Server でバッ クアップと復元を実行する権限を持っている必要があ り ます。

• [統合保護 ] を選択した場合、Data Protector SQL Server 統合ソフ ト ウェアでは、Microsoft 
SQL Server への接続に Data Protector Inet アカウン ト を使用します。

セキュ リ ティの詳細と 2 種類の保護接続の説明については、 Microsoft SQL Server のマニュア

ルを参照してください。

構成が完了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。

どのような処理が実行されるか

ログイン情報が Cell Manager の Data Protector Microsoft SQL Server 構成ファイルに次のよ

うに書き込まれます。
<Data_Protector_home>\Config\server\Integ\Config\MSSQL\<hostname>%<instance 
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name> (Windows Cell Manager) または

/etc/opt/omni/server/integ/config/MSSQL/<hostname>%<instance name> (UNIX Cell 
Manager) 

Microsoft SQL Server の構成の変更とチェ ック

Microsoft SQL Server のバッ クアップ仕様を少なく と も 1 つ作成した後であればいつでも、 特

定の Microsoft SQL Server とそのインスタンスの構成を変更するこ とができます。 構成を変更

するには、 以下の手順に従ってください。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。

2. Scoping ペインで、[バックアップ ]、[バックアップ仕様 ]、[MS SQL Server]の順に展開し

ます。 構成を変更したい Microsoft SQL Server の既存のバッ クアップ仕様をク リ ッ ク しま

す。

3. [ソース]プロパティ  ページでMicrosoft SQL Serverの名前を右ク リ ッ ク し、[構成]を選択し

ます。

4. 12 ページの「Microsoft SQL Server の構成」の説明のとおりに Microsoft SQL Server を構成

します。
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5. Microsoft SQL Serverの名前を右ク リ ッ ク し、[構成のチェック ]を選択します。 図 1-5 を参照

して ください。

図 1-5 構成のチェ ッ ク

構成手順の確認を開始する と、 Data Protector サービスが構成ファイルからログイン情報を

読み込みます。

Microsoft SQL Server バックアップの構成

Microsoft SQL Server バッ クアップを構成するには、 以下の手順を行います。

1. バッ クアップに使用するデバイスを構成します。 手順については、 オンライン  ヘルプの検索

キーワード 「構成 , デバイス」 で表示される内容を参照してください。 オプシ ョ ンの詳細に

ついては、 38 ページの 「性能の調整」 も参照して ください。

2. バッ クアップに使用する メディア プールと メディアを構成します。 手順については、 オンラ

イン ヘルプの検索キーワード 「作成 , メディア プール」 で表示される内容を参照して くださ

い。

3. Data Protector Microsoft SQL Server バッ クアップ仕様の作成
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バックアップ仕様の作成

Microsoft SQL Server のバッ クアップ仕様を作成するには、 以下の手順を行います。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。

2. Scoping ペインで、[バックアップ ]、[バックアップ仕様 ]の順に展開します。MS SQL Server

を右ク リ ッ ク し、 [バックアップの追加 ] をク リ ッ ク します。

3. [バックアップの新規作成 ]ダイアログ ボッ クスで、 [Blank Microsoft SQL Server 

Backup]テンプレート を選択します。 図 1-6 を参照して ください。

図 1-6 ブランクのテンプレートの選択

[OK] をク リ ッ ク します。

4. [ クライアント ] ド ロ ップダウン リ ス ト で、Microsoft SQL Server システムを選択します。ア

プリ ケーシ ョ ンがク ラスター対応の場合は、 Microsoft SQL Server リ ソース  グループの仮

想サーバを選択します。
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[アプリケーション データベース ]のド ロ ップダウン リ ス トは、 Microsoft SQL Server のイ

ンスタンス名のままにしておきます。

[次へ ] をク リ ッ ク します。

5. ク ラ イアン トがまだ構成されていなければ、 [MS SQLの構成 ]ダイアログ ボッ クスが表示さ

れます。 詳細な手順については、 12 ページの 「Microsoft SQL Server の構成」 を参照して く

ださい。

6. バッ クアップ対象の Microsoft SQL Server データベースを選択します。

図 1-7 バックアップ オブジェク トの選択

[次へ ] をク リ ッ ク します。

7. バッ クアップに使用するデバイスを選択します。 [プロパティ ] をク リ ッ ク し、 デバイスの同

時処理数、 メディア プール、 および事前割り当てポ リシーを設定します。 上記オプシ ョ ンの

詳細については、 [ヘルプ ] をク リ ッ ク して参照して ください。
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また、 バッ クアップ セッシ ョ ン中にバッ クアップの追加コピー ( ミ ラー ) を作成するかど う

かを指定するこ と もできます。 [ ミ ラーの追加 ] または [ ミ ラーの削除 ] をク リ ッ ク して必要

な数だけ ミ ラーを設定します。 ミ ラーごとに別々のバッ クアップ デバイスを選択します。

Microsoft SQL Server 用統合ソフ ト ウェアのオブジェク ト を ミ ラー化するのに必要なデバイ

スの 小数は、 バッ クアップに使用するデバイスの数と同じにな り ます。

オブジェク トの ミ ラー機能の詳細については、 『HP OpenView Storage Data Protector 管理

者ガイ ド』 を参照して ください。

[次へ ] をク リ ッ ク します。

8. バッ クアップ オプシ ョ ンを選択します。

[バックアップ仕様オプション ]および [共通アプリケーション オプション ]については、 オ

ンライン ヘルプを参照してください。

[アプリケーション固有のオプション ]については、 20 ページの 「Microsoft SQL Server 固
有のバッ クアップ オプシ ョ ン」 またはオンライン ヘルプを参照してください。

[次へ ] をク リ ッ ク します。

9. バッ クアップのスケジュールを設定するこ と もできます ( 任意 )。スケジュールの詳細は、[F1]
キーを押して ください。

10. バッ クアップ仕様を保存します。 Microsoft SQL Server 用のバッ クアップ仕様は、 すべて

MSSQL グループに保存するこ とをお勧めします。 下の図を参照してください。

図 1-8 バックアップ仕様の保存

11. バッ クアップ仕様を保存する と、 [バックアップ開始 ] をク リ ッ クするこ とでバッ クアップを

開始できます。

バッ クアップの開始については、 23 ページの 「Microsoft SQL Server データベースのバッ

クアップ」 を参照して ください。
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Microsoft SQL Server 固有のバックアップ オプシ ョ ン

Microsoft SQL Server 固有のバッ クアップ オプシ ョ ンを Data Protector GUI で指定するには、

[アプリケーション固有オプション ] グループ ボッ クスの [拡張 ] タブをク リ ッ ク します。

Microsoft SQL Server のアプリ ケーシ ョ ン固有のバッ クアップ オプシ ョ ンは、 以下のとおりで

す。

[ 同時スト リーム数 ] このオプシ ョ ンは、 Microsoft SQL Server 全体をバッ クアップする場

合にのみ指定可能です。 このオプシ ョ ンは、 ユーザー指定のバッ クアップ
用同時ス ト リーム ( デバイス ) の数を設定します。 特定の MS SQL Server
データベースの同時ス ト リーム数を設定する方法については （1 つ以上の 
MS SQL Server データベースがバッ クアップ対象と して選択されていた

場合）、 21 ページの 「[ オブジェク ト固有のオプシ ョ ン ]」 を参照して くだ

さい。 

[ 高速ダイレク ト  モード ] このオプシ ョ ンは、 性能を 適化するオプシ ョ ンです。 デバイス

がローカルに接続されている場合にのみ使用できます。 ただし、 このモー
ドを使用するには、 特別なデバイスの設定が必要です。 詳細については、

38 ページの 「性能の調整」 を参照して ください。

注記 Microsoft SQL Server の高速バッ クアップ専用に、 特殊なブロッ ク  サイズを

設定したローカル デバイスを用意するこ とをお勧めします。

[ データベースの整合性のチェ ッ ク ] このオプシ ョ ンを選択する と、 バッ クアップを行う前

に MS SQL のデータ構造の照合を行います。 つま り、 MS SQL データの

整合性の検証を行います。

注記 チェ ッ クが失敗する と、 バッ クアップ セッシ ョ ンは完了せ

ず、 警告が表示されます。

[ 実行前 ] バッ クアップの開始前に Microsoft SQL Server 上で実行する引き数付き

コマンド またはスク リプ ト を指定します。 Data Protector の

sql_bar.exeで実行するコマンド / スク リプ トは、 Microsoft SQL Server
システム上の <Data_Protector_home>\binディレク ト リに保存してお

く必要があ り ます。 バッ クアップ仕様には、 ファ イル名のみ指定してくだ
さい。
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[ 実行後 ] バッ クアップの完了後に Microsoft SQL Server 上で実行する引き数付き

コマンド またはスク リプ ト を指定します。 Data Protector の

sql_bar.exeで実行するコマンド / スク リプ トは、 Microsoft SQL Server
システム上の <Data_Protector_home>\binディレク ト リに保存してお

く必要があ り ます。 バッ クアップ仕様には、 ファ イル名のみ指定してくだ
さい。

図 1-9 アプリケーシ ョ ン固有のオプシ ョ ン

[ オブジェク ト固有のオプシ ョ ン ]

データベースをバッ クアップ対象に指定する と、 このバッ クアップ仕様は単一データベースを対
象と したものになり ます。 これは、 サーバ全体を対象とするバッ クアップの対極にあるもので、

各種のバッ クアップ オプシ ョ ンは単一データベースのレベルで設定できます。

注記 サーバ全体のバッ クアップを選択した場合は、 [アプリケーション固有オプション

] ウ ィ ンド ウ と同じオプシ ョ ンがこ こに表示されます。
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各データベースのオブジェク ト  プロパティをカスタマイズするには、 [バックアップ仕様サマ

リー ]プロパティ  ページでオブジェク ト をダブルク リ ッ ク して [オブジェク トのプロパティ ]

ウ ィンド ウを開きます。

図 1-10 オブジェク トのプロパテ ィ

バッ クアップ オブジェク ト ごとに以下のバッ クアップ オプシ ョ ンを選択できます。

[ デフォルトの同時スト リームを使用 ]

このチェッ ク  ボッ クスをオンにしておく と、 すべての利用可能なデバイスを

使用するよ うに同時ス ト リーム数が Data Protector によって自動的に設定さ

れます。

[ 同時スト リーム数 ]

バッ クアップに使用するユーザー指定のス ト リーム ( デバイス ) の数。 VDI で
は、 データベースごとに 32 個までの仮想デバイスがサポート されています。
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Microsoft SQL Server データベースのバックアップ

Microsoft SQL Server データベースのオンライン バッ クアップは、 以下のいずれかの方法で実

行できます。

バックアップ方法

• Data Protector スケジューラを使用して、既存の Microsoft SQL Server 用バッ クアップ仕様

のバッ クアップ スケジュールを設定します。

• Data Protector GUI または Data Protector CLI を使用して、既存の Microsoft SQL Server 用
バッ クアップ仕様の対話型バッ クアップを開始します。

Data Protector CLI を使用した対話型バッ クアップの開始については、 omnibのマンページ

を参照して ください。

バックアップ スケジュールの設定

バッ クアップ仕様のスケジュール設定とは、 バッ クアップ時刻、 日程、 種類の設定を意味し、
バッ クアップ仕様内でスケジュール オプシ ョ ンを定義して保存を行った後は、 無人でバッ ク

アップが開始されます。

スケジュール設定の詳細については、 オンライン ヘルプの検索キーワード 「スケジュール バッ

クアップ」 で表示される内容を参照してください。

Microsoft SQL Server バッ クアップをスケジュール設定するには、 次の手順に従います。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。

2. Scoping ペインで、[バックアップ ]、[バックアップ仕様 ]、[MS SQL Server]の順に展開し

ます。

3. スケジュール設定するバッ クアップ仕様をダブルク リ ッ ク し、[スケジュール ] タブをク リ ッ

ク します。

4. [スケジュール]ページでカレンダー上の日付を選択し、[追加]をク リ ッ ク して[バックアップ

のスケジュール ]ダイアログ ボッ クスを開きます。

5. [繰り返し ]、[時間オプション ]、[繰り返しオプション ]および[セッション オプション ]を指

定します。 詳細は、 図 1-11 を参照して ください。
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フル バッ クアップ、 差分バッ クアップ、 ト ランザクシ ョ ン  ログのバッ クアップの中から、

バッ クアップの種類を選択できます。 バッ クアップの種類の詳細については、 6 ページの

「統合ソフ ト ウェアの概念」 を参照して ください。

図 1-11 バックアップのスケジュール設定

[OK] をク リ ッ ク し、 [適用 ] をク リ ッ ク して、 変更内容を保存します。

対話型バックアップの実行

対話型バッ クアップは、 バッ クアップ仕様を作成し、 保存した後であればいつでも実行できま

す。

Microsoft SQL Server データベースの対話型バッ クアップを開始するには、 次の手順に従いま

す。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。

2. Scoping ペインで、[バックアップ ]、[バックアップ仕様 ]、[MS SQL Server]の順に展開し

ます。

3. バッ クアップ仕様を右ク リ ッ ク し、 [バックアップ開始 ...] を選択します。
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[バックアップ開始 ]ダイアログ ボッ クスで、 [バックアップの種類 ] と [ネッ トワーク負荷

]のオプシ ョ ンを選択します。 これらのオプシ ョ ンの詳細については、 [ヘルプ ] をク リ ッ ク

して ください。

[OK] をク リ ッ ク します。
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Microsoft SQL Server データベースの復元

Data Protector GUI または Data Protector CLI を使用して、 Microsoft SQL Server のオブジェ

ク ト を復元できます

前提条件

復元セッシ ョ ンを開始する前に、 他のユーザーがデータベースを使用していないこ とを確認しま
す。

Data Protector GUI を使用した復元

Microsoft SQL Server 2000 以降では、 復元先のデータベース とそのファイルが自動生成される

ため、 データベースの復元前に空のデータベースを作成する必要はあ り ません。

データベースがすでに存在しており、 構造が異なっている場合は、 [既存のデータベース全体を

強制的に復元 ]オプシ ョ ンを選択していない限り復元を実行できません。

詳細な手順については、 30 ページの 「復元オプシ ョ ン」 を参照して ください。

復元セッシ ョ ン内のすべてのオブジェク トに適用される一般的な復元オプシ ョ ン ([他の

Microsoft SQL Serverデータベースへの復元 ]および [他のデバイスを使用した復元 ]など )
は、 以下のオブジェク ト固有の復元オプシ ョ ンとの併用ができます。

• ポイント イン タイム復元 (特定の時点の状態への復元 )

• 復旧完了状態

• 既存のデータベース全体を強制的に復元

このよ うに、 いくつかの復元シナリオの中から選択できます。

復元手順

Data Protector GUI を使用して Microsoft SQL Server のデータベースを復元するには、 以下の

手順に従ってください。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[復元 ] コンテキス ト を選択します。

2. Scooping ペインで、 [復元オブジェク ト ]、 [MS SQL Server]の順に展開し、 復元する MS 
SQL Server を選択します。 結果エリアにバッ クアップ オブジェク トの リ ス トが表示されま

す。
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3. 復元対象の Microsoft SQL Server データベースを選択します。 図 1-12 を参照して ください。

図 1-12 復元オブジェク ト



Microsoft SQL Server と Data Protector の統合

Microsoft SQL Server データベースの復元

第 1 章28

バッ クアップ オブジェク ト固有のオプシ ョ ンを選択するには、 そのオブジェク ト を右ク リ ッ

ク し、 [プロパティ ] を選択します。

図 1-13 オブジェク ト固有のオプシ ョ ンの選択

こ こでは、 復元に使用するバッ クアップのバージ ョ ン ( バッ クアップの日付 ) を選択でき、

Microsoft SQL Server に固有の復元オプシ ョ ンを指定できます。 これらのオプシ ョ ンの詳細

については、 30 ページの 「復元オプシ ョ ン」 を参照して ください。 [OK] をク リ ッ ク します。

4. [オプション ]プロパティ  ページで、データを別のク ライアン ト またはインスタンスに復元す

るかど うかを指定します。 この場合、 復元するデータベース用に新しい場所を指定する必要
があ り ます。 30 ページの 「復元オプシ ョ ン」 を参照して ください。

注記 [オプション ] タブをク リ ッ クする と、 Data Protector はセルをブラウズし

て、 復元用のターゲッ ト  インスタンス と して選択できる、 実行中の

Microsoft SQL Server インスタンスを探します。 インスタンスが見つからな

い場合は、 [別のインスタンスに復元 ]オプシ ョ ンが自動的に無効にな り、

「このクライアントシステムにはインスタンスがありません」 という メ ッセージ
が表示されます。

以下の [復元アクション ]のいずれかを選択します。
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• [データの復元](デフォルト )。データベース全体を復元するにはこのアクシ ョ ンを選択し

ます。

• [ ファイル リストのみ復元 /表示 ]。 このアクシ ョ ンは、 オ リ ジナルのファイル名が不明

な場合に使用します。 特定のバッ クアップ セッシ ョ ンでバッ クアップしたファ イルのリ

ス トが表示されます。

• [ヘッダのみ復元 /表示 ]。このアクシ ョ ンは、データベース  バッ クアップに関して特定の

詳細情報が必要な場合に選択します。 SQL Server のヘッダ情報が表示されます。

図 1-14 復元オプシ ョ ン

5. [デバイス ]、[ メディア ] を順にク リ ッ ク して、復元に使用するデバイス と メディアを選択し

ます。

バッ クアップに使用したデバイス とは別のデバイスを使う こ と もできます。 他のデバイスを
使用した復元方法については、 『HP OpenView Storage Data Protector 管理者ガイ ド』 の

「別のデバイスを使って復元する」 の項を参照して ください。



Microsoft SQL Server と Data Protector の統合

Microsoft SQL Server データベースの復元

第 1 章30

重要 バッ クアップに使用したデバイス と異なるデバイスを復元に使用する場合は、
データベースのバッ クアップ時と同じ数のデバイスを [デバイス ]プロパ

ティ  ページで選択してください。

6. [MS SQLの復元]をク リ ッ ク した後、[次へ]をク リ ッ ク し、[レポート レベル] と [ネッ トワー

ク負荷 ] を選択します。

[完了 ] をク リ ッ ク して復元セッシ ョ ンを開始します。

復元オプシ ョ ン

コマンド行からのみ指定できる復元オプシ ョ ンについては、 52 ページの 「サポート窓口に連絡

する前に」 も参照して ください。

[ バックアップ バージョ ン ]

選択したオブジェク トの復元に使用するバッ クアップのバージ ョ ンを指定しま
す。

[ ポイン ト  イン タイム復元 ]( 特定の時点の状態への復元 )

ポイン ト  イン タイム復元では、 データベースをどの時点の状態まで復元する

かを指定できます。 指定した日時の状態までデータベースが復元されます。 

データベースには、 指定した日時以前に書き込まれた ト ランザクシ ョ ン  ログ 
レコードだけが適用されます。

ポイン ト  イン タイム復元を指定するには、 バッ クアップのバージ ョ ンを選択

し、 [指定時刻で停止 ]オプシ ョ ンに日時を指定します。

[ 指定時刻で停止 ]

[ 指定時刻で停止 ] オプシ ョ ンには、 ト ランザクシ ョ ンのロールフォワードを

停止する正確な日時を指定します。 このため、 復元に使用するバッ クアップに
は、 Microsoft SQL Server がデータベースを特定の時点の状態まで復元でき

るよ うに、 ト ランザクシ ョ ン ログ バッ クアップを含める必要があ り ます。

NORECOVERY または STANDBY を指定した場合は、 このオプシ ョ ンを指定でき

ません。 [指定時刻で停止 ]に指定した日時が RESTORE LOGの終了日時を超

えている場合は、 RESTORE LOG を NORECOVERY と と もに実行した場合と同様

に、 データベースは復元されません。

[ このバックアップのみ復元 ]
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あるバージ ョ ンのバッ クアップから復元したデータベースが非稼動状態または
待機状態になっている場合は、 差分バッ クアップやト ランザクシ ョ ン ログ 
バッ クアップを個別に復元できます。 この場合、 各バージ ョ ンを非稼動状態に

したまま、 他のバッ クアップを復元できます。

[ データベースの完全復元 ]

新のフル バッ クアップと 新の差分バッ クアップ ( 存在する場合 ) に加え、

新のフル バッ クアップから選択したバージ ョ ンまでの ト ランザクシ ョ ン  ロ
グ バッ クアップをいずれも含めたすべてのバージ ョ ンを復元に使用するよ う

に指定します。

[ 既存のデータベース全体を強制的に復元 ]

復元先のサーバ システム上の既存のデータベースを上書きするよ うに指定し

ます。

Microsoft SQL Server で復元対象のデータベース と名前が同じで内部構造が

異なっているデータベースがサーバ上に存在している場合、 デフォルトでは、
そのデータベースは上書きされません。 [既存のデータベース全体を強制的に

復元 ]オプシ ョ ンをオンにした場合にのみ上書きされます。

[ 復旧完了状態 ]

復元後のデータベースをどのよ う な状態にするかを指定するためのオプシ ョ ン
です。 以下のいずれかの状態を指定できます。

• データベースを稼動状態にします。 後の ト ランザクシ ョ ン  ログが復元さ

れ、 復元が完了する と、 データベースが稼動状態になり ます。

• 後のト ランザクシ ョ ン ログが復元された後もデータベースを非稼動状態

に維持します。 この状態で、 他の ト ランザクシ ョ ン  ログを 1 つずつ復元

できます。

• データベースを読み取り専用にします。データベースが読み取り / 書き込み

モードに設定される前に、 ト ランザクシ ョ ン  ログをさ らに復元できます。

[ データベースを別名で復元 ]

このオプシ ョ ンは、 データベースを別名で復元するオプシ ョ ンです。 このオプ
シ ョ ンを選択する場合は、 データベースの論理ファイル名と ターゲッ ト  ファ

イル名 ([ ファイルを新しいディ レク ト リに復元 ] オプシ ョ ンのサブオプシ ョ

ン ) を指定する必要があ り ます。

[ ファイルを新しいディ レク ト リに復元 ]
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このオプシ ョ ンは、 ファ イルを新しいディ レク ト リに復元するオプシ ョ ンで
す。 データベースの論理ファイル名を指定し、 その論理ファイル名のターゲッ
ト  ファ イル名を指定する必要があ り ます。 このオプシ ョ ンは、 データを別の

サーバやインスタンスに復元する場合や、 同じサーバ上のデータベースのコ
ピーを作成する場合に使用できます。

別の Microsoft SQL Server インスタンスや Microsoft SQL Server への復元

異なる Microsoft SQL Server システムや Microsoft SQL Server インスタンスにデータベースを

復元したい場合は、 以下の前提条件が満たされているこ とを確認して ください。

制限事項

• 別のインスタンスへの復元は、 Microsoft SQL Server 2000 以降のみでサポート されていま

す。

前提条件

• バッ クアップ元と復元先の Microsoft SQL Servers システムの間で、 コード  ページや並べ替

え順などのローカル設定値が一致しているこ と。 この情報は、 各バッ クアップ セッシ ョ ン中

にセッシ ョ ン モニターに表示されます。

• 復元先とバッ クアップ元の Microsoft SQL Servers システムが同じ  Data Protector セル内に

存在し、 適切に構成されているこ と。

以下の手順に従ってください。

1. 復元先の Microsoft SQL Server システムがまだ構成されていない場合は、バッ クアップ仕様

を作成し、 サーバを構成します。 

16 ページの 「Microsoft SQL Server バッ クアップの構成」 を参照して ください。

2. 復元対象のデータベース とそのバージ ョ ンを選択します。

3. データを別のMicrosoft SQL Server ク ラ イアン ト または (および )別のMicrosoft SQL Server
インスタンスに復元するかど うかを選択します。

• データを別の Microsoft SQL Server ク ラ イアン トに復元する場合、[別のクライアントへ

復元 ]オプシ ョ ンを選択し、 ド ロ ップダウン リ ス トからターゲッ ト  ク ラ イアン ト を選択

します。

• データを別の Microsoft SQL Server インスタンスに復元する場合、[別のインスタンスに

復元 ]オプシ ョ ンを選択します。 ド ロ ップダウン リ ス トにインスタンスの リ ス トが表示

されない場合は、 インスタンス名を入力します。
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• データを別の Microsoft SQL Server ク ラ イアン ト と別の Microsoft SQL Server インスタ

ンスに復元するには、 ターゲッ ト ク ラ イン トに存在するインスタンス名を入力して くだ
さい。 上記以外の場合、 復元は失敗します。

また、 復元するデータベース用の新しい場所も指定します。

4. 復元を開始します。

26 ページの 「Microsoft SQL Server データベースの復元」 を参照して ください。

Data Protector CLI を使用した復元

コマンド行から復元セッシ ョ ンを開始するこ と もできます。 Data Protector のセル内のクライア

ン ト  システムのうち、 Data Protector ユーザー インタフェースがインス トールされている任意

のシステム上で <Data_Protector_home>\bin ディ レク ト リに移動し、 以下のコマンドを実

行します。

omnir -MSSQL -barhost <MSSQL_Server_Name> [-destination 

<Target_MSSQL_Server>]-base <dbname>[-session <Session 
_ID>][-nochain][-replace][-recovery rec|norec][-standby <File>] [-instance 
<instance name>]

バッ クアップ セッシ ョ ンの Session_ID を入力します。 オブジェク ト  コピーの場合には、 コ

ピー セッシ ョ ン ID ではなく、 オブジェク トのバッ クアップ ID( オブジェク トのバッ クアップ 
セッシ ョ ン ID と同じ ) を入力します。

例

Alma とい う （名前の） Microsoft SQL Server システムで稼働していたデータベース RONAの復

元を開始するには、 次のコマンドを実行します。 なお、 これは、 新のバッ クアップ セッシ ョ ン

を元のシステムに復元する場合の例です。

omnir -MSSQL -barhost Alma -base RONA

障害復旧

障害復旧は、 複数のメーカーの製品に関係する非常に複雑なプロセスです。 それだけに、 障害復
旧が正し く実行されるかど うかは関係するすべての製品に左右されます。 障害復旧の際、 以下に
示す情報をガイ ド ラ インと して使用して ください。

障害復旧に対する準備方法については、 データベース / アプ リ ケーシ ョ ン メーカーの指示に従っ

てください。 Data Protector を使ってシステムの障害復旧を行う方法は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector 管理者ガイ ド』 の 「障害復旧」 の章を参照して ください。
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以下に、 アプリ ケーシ ョ ンの一般的な復旧手順を示します。

1. オペレーティング システムの復旧を完了します。

2. データベース / アプ リ ケーシ ョ ンのインス トール、 構成、 初期化を行い、 Data Protector メ

ディア上のデータをシステムにロード します。 データベースの準備に必要な手順の詳細につ

いては、 各データベース / アプリ ケーシ ョ ンのマニュアルを参照して ください。

3. データベース / アプ リ ケーシ ョ ン サーバに、必要な Data Protector ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェ

アがインス トールされ、 データベース / アプリ ケーシ ョ ンに適した構成になっているこ とを

確認します。 本章および 「 ト ラブルシューティ ング」 の項の手順に従ってください。

4. 復元を開始します。 復元が完了したら、 データベース / アプ リ ケーシ ョ ンのベンダの指示に

従って、 データベースを再びオンラインにするために必要な追加手順を行います。

ディ スク障害の発生時には、 まず 初にオペレーティング システムを復旧した上で、 その他の

復旧作業を開始してください。 Data Protector の障害復旧機能は、 障害が発生したシステムに対

してオペレーティング システムを復旧するための機能です。

Data Protector の障害復旧の詳細については、 『HP OpenView Storage Data Protector 管理者ガ

イ ド』 を参照して ください。

オペレーティング システムを復旧した後に、 Microsoft SQL Server データベースを復元します。

重要 SQL Server を再インス トールする必要がある場合は、 必ず元のローカル設定を

使用してください。 他のク ライアン トへの復元を開始する前に、 復元先のシステ
ムのローカル設定がバッ クアップ元のシステムのローカル設定と一致しているこ
とを確認して ください。

初にマスター データベースを復旧する必要があ り ます。 手順については、 次の項を参照して

ください。

マスター データベースを復旧する

マスター データベースには Microsoft SQL Server 全体の重要な情報が保存されています。 マス

ター データベースが破壊される と、 他のどのデータベースにもアクセスできな くな り、 すべて

の情報が失われてしまいます。

マスター データベースが破損または損失した場合は、 Microsoft SQL Server を稼動可能にする

ために、 まず 初にマスター データベースを復旧する必要があ り ます。

次に、 その他のすべてのデータベースの復元または再アタ ッチを行います。 36 ページの 「ユー

ザー データベースの復旧」 を参照して ください。
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マスター データベースの復元手順を以下に示します。

1. マスター データベースの再構築

他のデータベースが破損していた り、 データの整合性が失われている可能性があるため、
Microsoft SQL Server が正し く稼動できるよ うに、 基本となるマスター データベースを作

成します。

a. Microsoft SQL Server をシャ ッ ト ダウンします ( 稼動中の場合 )。

b. Master 再構築ユーティ リ ティ (<SQL>\bin\rebuildm.exe) を起動します。

c. バッ クアップ データに一致する文字セッ ト と並べ替え順を選択します。 これらの情報

は、 新のバッ クアップ セッシ ョ ン レポートで確認できます。

d. データベースを再構築します。

詳細については、 『Microsoft SQL Server Books Online』 を参照して ください。

2. ユーザー権限の設定または統合ソフ トウェアの再構成

現段階では、 統合ソフ ト ウェアの再構成またはユーザー権限の設定のいずれかを実行する必
要があ り ます。

ユーザー権限の設定

ユーザー権限を設定するには、 マスター データベースの再構築後に Microsoft SQL Server 
Enterprise Manager を起動し、 以下の手順に従ってください。

a. サーバのデスク ト ップで [スタート ]、 [プログラム ]、 [Microsoft SQL Server 

7]/[Microsoft SQL Server]、 [Enterprise Manager]の順にク リ ッ ク して

Enterprise Manager を起動します。

b. 対象となるサーバを右ク リ ッ ク して、 [SQL Serverの新規登録 ] を選択します。

Microsoft SQL Server を構成して、 信頼関係接続を使用します。

c. ダイアログ ボッ クスを閉じて、 [セキュリティ ]、 [ログイン ]の順にク リ ッ ク します。 

使用するユーザー権限を選択します (sa,<password> など )。 

d. も う一度対象となるサーバを右ク リ ッ ク して [サーバーの登録 ] を選択します。

[管理 ]、 [ログイン ] を順に選択して、 指定したアカウン ト を確定します。

この時点で、 SQL Server を起動するのに必要なその他の管理者タスクを実行します。
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Microsoft SQL Server 用統合ソフ トウェアの再構成

Microsoft SQL Server 用統合ソフ ト ウェアの再構成

詳細は、 16 ページの 「Microsoft SQL Server バッ クアップの構成」 を参照して ください。

3. すべての Microsoft SQL Server サービスを停止する

Windows のデスク ト ップで以下の操作を行います。

[スタート ]、 [プログラム ]、 [Microsoft SQL Server 7]の順に選択します。

SQL Service Manager を起動し、 SQL サービスを停止します。

4. Microsoft SQL Server サービスをシングルユーザー モードで起動する

Windows のデスク ト ップで以下の操作を行います。

a. コントロール パネルで、 [管理ツール ]、 [サービス ] を順に選択します。

b. MSSQL Server サービスを選択します。

c. スタート アップ パラ メータ と して -m を入力し、 サービスを開始します。

5. Data ProtectorManager を使ってマスター データベースを復元する

6. Microsoft SQL Server サービスを通常のモードで再起動する

マスター データベースの復旧が完了する と、 Microsoft SQL Server サービスは自動的に

シャ ッ ト ダウンされます。 Microsoft SQL Server Service Manager を使って SQL サービス

を再起動してください。

障害復旧が完了したら、 他のすべてのデータベースを復元する必要があ り ます。 

選択したデータベースだけを復元した場合は、 新たに再構築したマスター データベースに

データベースを再アタ ッチする必要があ り ます ( ディ スク上に存在する場合 )。 詳し くは、

次項を参照して ください。

ユーザー データベースの復旧

ユーザー データベースを復元するには、 26 ページの 「Microsoft SQL Server データベースの復

元」 の手順に従ってください。

なお、 データベースを特定の時点の状態に復元するには、 数段階の復元が必要になるこ とがよ く
あ り ます。 これは、 データを取得するために複数のバージ ョ ンを復元しなければならないこ とを
意味します。 新のフル バッ クアップと 新の差分バッ クアップに加え、 フル バッ クアップま

たは差分バッ クアップ以降に作成したすべての ト ランザクシ ョ ン  ログ バッ クアップを使用して

データベースを復元します。
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例えば、 次のよ う なバッ クアップ シーケンスがある と します。

FD T T D T T T T T

この例で、 Tのマークが付いたバージ ョ ンを復元する場合は、 <éŒëÃ> で示されたバッ クアップ 
バージ ョ ンがすべて復元されます。

復元は、 sql_bar.exeによって自動的に行われます。 

ヒン ト 複数のバージ ョ ンを 1 つずつ復元して、 復元プロセスを細かく制御するこ と もで

きます。 これを行うには、 [ このバックアップのみ復元 ]オプシ ョ ンと [復旧完了

状態 ]オプシ ョ ンを使用して ください。

マスター データベースの復元の詳細については、 34 ページの 「マスター データベースを復旧す

る」 を参照して ください。

障害復旧の詳細については、 『HP OpenView Storage Data Protector 管理者ガイ ド』 および

『Microsoft SQL Server Books Online』 を参照して ください。
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性能の調整

性能の調整とは、 Microsoft SQL Server と Data Protector がよ り高い性能でバッ クアップと復

元を実行できるよ うに各種設定を調整するこ とを意味します。 こ こでは、 Microsoft SQL Server
のバッ クアップまたは復元の性能を向上するためのガイ ド ラ インを示します。

1. Microsoft SQL Server のデータベース  ファ イルは、 複数のディ スクに分散させてください。

2. 並列処理に使用するデバイスの数を調べます。 デバイスの数が受信データ  ス ト リームの帯域

幅に一致しているこ とを確認し、 ボ トルネッ クを洗い出して ください。 デバイスが リモート  
システムに接続されている場合は、 ネッ ト ワークがボ トルネッ クにな りがちです。 一方、 デ

バイスが Microsoft SQL Server システムに直接接続されている場合は、 Microsoft SQL 
Server システム自体にボ トルネッ クが生じているこ とが考えられます。

ネッ ト ワークの帯域幅は通常、 ~1 MB/s (10 Mbit Ethernet) から  ~10 MB/s (100 Mbit 
Ethernet) の範囲内ですが、 実際のスループッ トはこれよ り低くなるのが普通です。 した

がって、 リモート  バッ クアップの場合は、 DLT 7000 のよ うな高速デバイスを複数用意する

必要はあ り ません。

システムにデバイスをローカルに接続する場合は、 以下の 2 とおりの構成が考えられます。

a. バッ クアップと復元の速度を重視する場合などには、 ローカルに接続したデバイスを

Microsoft SQL Server のローカル バッ クアップ専用のデバイス と して使用します。 この

場合は、 高速ダイレク ト  モードを有効にして ください。

b. バッ クアップと復元の速度を特に重視しない場合は、 ローカルに接続したデバイスを

Data Protector セル内で共有できます。 この場合は、 高速ダイレク ト  モードを無効にし

て ください。

ローカル サーバ上の少数の NULL ファ イル デバイスに対してバッ クアップを実行して 大

のバッ クアップ速度を調べ、 その性能に も適したデバイス数を選定して ください。

ヒン ト ローカル デバイス と リモート  デバイスそれぞれにバッ クアップ仕様を作成し

ます。 同じバッ クアップ仕様をローカルと リモートの両方に使用するこ とは
お勧めできません。

3. ローカル バッ クアップ デバイスのブロ ッ ク  サイズを調整します。

• [高速ダイレク ト モード ]オプシ ョ ンを有効または無効にします。
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[高速ダイレク ト モード ]はバッ クアップ仕様ごとに設定できるアプリ ケーシ ョ ン固有

のオプシ ョ ンです。 このオプシ ョ ンを有効にする と、 Data Protector が SQL Server の

共有メモ リからデータを直接読み込むこ とが可能になり、 ローカル デバイスに対する

バッ クアップおよび復元の速度が向上します。 21 ページの図 1-9 を参照して ください。

このオプシ ョ ンは、 バッ クアップと復元の速度が特に重視される場合にのみ使用してく
ださい。 このオプシ ョ ンでは特殊なデバイス設定を使用するので、 通常の ( ファ イルシ

ステム ) バッ クアップとの間でデバイス定義を共有できません。 したがって、 通常は、

このオプシ ョ ンを使用しないでください。

バッ クアップの速度が特に重要でない場合や、 Microsoft SQL Server システムに接続さ

れているデバイスに他のシステムのデータもバッ クアップされる場合は、 [高速ダイレク

ト モード ]オプシ ョ ン ( および特殊なローカル デバイス設定 ) を無効にして ください。

[高速ダイレク ト モード ]オプシ ョ ンは、 ローカル デバイスの場合にのみ使用できま

す。 リモート  デバイスの場合には、 このオプシ ョ ンは無視されます。

• ブロ ッ ク  サイズを設定する

[高速ダイレク ト モード ]オプシ ョ ンを有効にする前に、 バッ クアップ仕様から参照さ

れるデバイスに対して特殊なブロ ッ ク  サイズを設定する必要があ り ます。 このサイズ

は、 次のよ うに計算できます。

ブロック サイズ (KB) = 64*N + 4 (N=1,...64)

ブロック サイズ (KB) = 68, 132, .....4100 KB

選択したすべてのデバイスに対して同じブロ ッ ク  サイズを指定する必要があ り ます。

ブロ ッ ク  サイズを 68KB よ り大き く設定する と、 性能をある程度向上できます。 ブロ ッ

ク  サイズを段階的に増やしながら、 その都度、 性能が向上しているかど うかをチェッ ク

して ください。

ブロ ッ クの推奨サイズは 68KB です。

選択したすべてのローカル デバイスのブロ ッ ク  サイズを調整して上記の条件を満たす必

要があるのは、 [高速ダイレク ト モード ]オプシ ョ ンを有効にする場合だけです。 この

オプシ ョ ンを有効にしない場合は、 これらの調整は不要です。

デバイスを 初に定義する と きには、 対応するチェ ッ ク  ボッ クスをオンにし、 目的のブ

ロッ ク  サイズを選択するだけで、 ブロ ッ ク  サイズを調整できます。 40 ページの図 1-15
を参照して ください。

デバイスをいったん定義した後でブロ ッ ク  サイズを修正するには、 上記の式でブロッ ク  
サイズを計算し、 41 ページの図 1-16 に示すよ うに値を入力する必要があ り ます。

• レジス ト リ を修正する
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一部の SCSI インタフェース  カードでは、 56KB を超えるブロ ッ ク  サイズを使用するに

は、 デバイスの接続先のシステムのレジス ト リ を編集して、 関連する値を調整しなけれ
ばならないこ とがあ り ます。

ブロ ッ ク  サイズが 56KB を超える場合にレジス ト リ値を調整する方法については、 オン

ライン ヘルプの検索キーワード 「変更 , ブロ ッ クサイズ」 で表示される内容を参照して

ください。

図 1-15 ローカル デバイスのブロック  サイズの調整

既存のデバイスのブロ ッ ク  サイズを修正するには、 以下の手順に従って ください。

a. [HP OpenView Storage Data Protector Manager]で[デバイス/メディア]コンテ

キス ト を選択します。
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Scoping ペインで [デバイス ] を展開し、 修正対象となるローカル接続デバイスを

ク リ ッ ク します。 結果エリアで、 [設定 ] を選択し、 [拡張 ] をク リ ッ ク します。

b. [拡張オプション ] ウ ィンド ウで、[サイズ ] をク リ ッ ク し、ブロ ッ ク  サイズを修正し

ます。

図 1-16 拡張オプシ ョ ン
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[高速ダイレク ト モード ]オプシ ョ ンを有効にした後で、 バッ クアップ仕様に指定した

ローカル デバイスのうち、 ブロ ッ ク  サイズを正し く調整し終えていないものが 1 つでも

ある場合は、 バッ クアップ仕様を保存しよ う とする と次の警告メ ッセージが表示されま
す。

図 1-17 デバイスのブロック  サイズの調整を要求する警告メ ッセージ

4. スケジュール設定

バッ クアップ スケジュールは、 サーバ上で実行される ト ランザクシ ョ ンの数に応じて設定す

る必要があ り ます。 実際に運用するデータベース と ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イルのサイ

ズにもよ り ますが、 一般に、 ト ランザクシ ョ ン  ログ ファ イルのサイズには特定の上限を設

定するのが賢明です。 実際に運用するデータベースのバッ クアップのスケジュールは、 以下
のよ う な基本方針で設定してください。

• フル バッ クアップ ( 毎週 )

• 差分バッ クアップ （毎日）

• ト ランザクシ ョ ン ログ バッ クアップ ( 必要に応じて )

フル バッ クアップと差分バッ クアップの実行スケジュールは、 サーバへの負荷が高くない時

間帯 ( 夜間や週末など ) に設定する必要があ り ます。 一方、 ト ランザクシ ョ ン ログ バッ ク

アップは、 1 日数回実行するよ うに設定して ください。

バッ クアップのスケジュールは、 実際のデータベースの構成に基づいて決定する必要があ り
ます。

詳細については、 『Microsoft SQL Server Books Online』 および 『HP OpenView Storage 
Data Protector 管理者ガイ ド』 を参照して ください。
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Microsoft SQL Server のバックアップおよび復元のモニター

Data Protector GUI によ り、 現在 ( または以前 ) のバッ クアップ セッシ ョ ンまたは復元セッ

シ ョ ンをモニターできます。

復元またはバッ クアップを対話型で開始した場合は、 モニター機能が自動的に起動されます。

コマンド行の使用方法の詳細は、 24 ページの 「対話型バッ クアップの実行」 と 52 ページの 「サ

ポート窓口に連絡する前に」 を参照して ください。

現在のセッシ ョ ンのモニター

Data Protector GUI を使用して実行中のセッシ ョ ンをモニターするには、 以下の手順に従って

ください。

1. コンテキス ト  リ ス トで [モニター ] をク リ ッ ク します。

結果エリ アに、 現在実行中のすべてのセッシ ョ ンが表示されます。 図 1-18 を参照して くださ

い。

2. モニターしたいセッシ ョ ンをダブルク リ ッ ク します。

図 1-18 現在のセッシ ョ ンをモニターする

セッシ ョ ンのクリア

完了あるいは中断したすべてのセッシ ョ ンを [モニター ] コンテキス トの結果エリ アから削除す

るには、 以下の手順を実行します。

1. Scoping ペインで、 [現在のセッション ] をク リ ッ ク します。
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2. [アクション ] メニューで、[セッションのクリア ]を選択します。あるいはツールバーの [セッ

ションのクリア ]アイコンをク リ ッ ク します。

完了あるいは中断した特定のセッシ ョ ンを現在のセッシ ョ ン  リ ス トから削除するには、 その

セッシ ョ ンを右ク リ ッ ク して [ リストから削除 ] を選択します。 

注記 Data Protector GUI を再起動した場合、 完了あるいは中断したすべてのセッシ ョ

ンは自動的に [モニター ] コンテキス トの結果エ リアから削除されます。 

完了または中断したセッシ ョ ンの詳細については、 「以前のセッシ ョ ンの表示」 を参照して くだ
さい。

以前のセッシ ョ ンの表示

Data Protector GUI を使用して以前のセッシ ョ ンを表示するには、 以下の手順を実行します。

1. コンテキス ト  リ ス トで [内部データベース ] をク リ ッ ク します。

2. Scoping ペインで、 [セッション ] を展開し、 IDB に保存されているすべてのセッシ ョ ンを表

示します。 

セッシ ョ ンは日付でソート されています。 各セッシ ョ ンは、 YY/MM/DD 書式の日付と一意

の番号からなるセッシ ョ ン ID で識別されます。

3. セッシ ョ ンを右ク リ ッ ク して [プロパティ ] を選択し、 セッシ ョ ンの詳細を表示します。
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4. [一般 ]、[ メ ッセージ ]、または [ メディア ] タブをク リ ッ ク して、それぞれセッシ ョ ンについ

ての一般情報、 セッシ ョ ンのメ ッセージ、 またはこのセッシ ョ ンで使われる メディアについ
ての情報を表示します。 図 1-19 を参照して ください。

図 1-19 以前のセッシ ョ ンの表示
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ト ラブルシューテ ィ ング 
この項では、 一般的なチェッ ク事項と確認事項について記載するほか、 Data Protector 
Microsoft SQL 用統合ソフ ト ウェアの使用時に発生する可能性がある問題点について説明しま

す。

Data Protector 全般に関する ト ラブルシューティ ング情報については、 『HP OpenView Storage 
Data Protector ト ラブルシューティング ガイ ド』 を参照して ください。

作業を開始する前に

✓ 新の Data Protector パッチがインス トールされているこ とを確認します。 確認方法につい

ては、 オンライン ヘルプの検索キーワード 「パッチ」 で表示される内容を参照してくださ

い。

✓ Data Protector 全般に関する制限事項、 既知の問題とその回避方法については、 『HP 
OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ
ファレンス』 を参照して ください。

✓ サポート されているバージ ョ ン、 プラ ッ ト フォームなどに関する 新の情報については、

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html を参照して ください。

構成に関する問題

構成を実行できない場合 :

• Microsoft SQL Server サービスが実行中であるこ とを確認します。

• Data Protector ク ラ イアン ト と して機能している Microsoft SQL Server システム上の

<Data_Protector_home>\log\debug.log に記録されているシステム エラーを調べます。

• Data Protectorの[構成]ダイアログ ボッ クスに指定されたログイン ID を使用し、Microsoft 
SQL Server Enterprise Manager 経由で Microsoft SQL Server に接続します。

• Microsoft SQL Server Enterprise Manager を使用して Microsoft SQL Server データベース

のバッ クアップを実行します。

バッ クアップが正常に終了しなかった場合は、 Microsoft SQL Server のエラーを解決し、

Data Protector を使用してバッ クアップを実行します。

http://www.hp.com/support/manuals
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Data Protector コマンド行を使った構成のチェ ック

コマンド行からも構成を実行できます。 Microsoft SQL Server システム上で

<Data_Protector_home>\binディレク ト リに移動し、 次のコマンドを入力します。

sql_bar config -dbuser:<dbuser >-password:<password> 
-appsrv:<appsrv>[-instance:<instance name>]

Data Protector GUI を使用する場合と同じ情報を入力します。

• SQL Server バッ クアップ オブジェク トのバッ クアップと復元を実行する権限が付与されて

いる Microsoft SQL Server ユーザーのユーザー名とパスワードを入力します。

• SQL Server システムの名前

コマンド行から構成をチェッ クするには、 Microsoft SQL Server コンピュータ上で

<Data_Protector_home>\binディレク ト リに移動し、 次のコマンドを入力します。

sql_bar chkconf [-instance:<instance_name>]

省略可能パラ メータの -instance:<instance_name> を指定しなければ、 デフォルトのインス

タンスがチェッ ク されます。

統合ソフ ト ウェアが適切に構成されていない場合、 このコマンドは以下の出力を返します。

*RETVAL*8523

既存の構成に関する情報を取得するには、 次のコマンドを入力します。

sql_bar getconf [-instance:<instance_name>]

省略可能パラ メータの -instance:<instance_name> を指定しなければ、 デフォルト  インスタ

ンスの構成が返されます。

どのような処理が実行されるか

コマンド行から構成を開始する と、
<Data_Protector_home>\Config\server\Integ\Config\MSSQL ディレク ト リの 
<hostname>%<instance name> ファ イルにログイン情報が書き込まれます。

構成をチェ ッ クするコマンドを入力する と、 Data Protector サービスが Data Protector Cell 
Manager 上の <hostname>%<instance name> ファ イルからログイン情報を読み込み、 指定さ

れているユーザー アカウン ト を使用してサーバに接続できるかど うかをチェッ ク します。
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その他の問題

問題

• 統合ソフ ト ウェアが適切に構成されていても、 すべてのデータベースのバッ クアップがタイ

ムアウ トになって失敗し、 次のよ うなエラー メ ッセージが出力されるこ とがあ り ます。

[警告 ] 場所 : OB2BAR@paradajz.hermes.com "MSSQL70"  時間 : 3/14/2000 8:19:22 PM
SQLステート メント実行中にエラーが発生しました。

エラー メ ッセージ : '<Microsoft SQL-DMO (ODBC SQLState: 42000)> エラー番号 : bc5

[Microsoft][ODBC SQL Server Driver][SQL Server]Backup or restore operation 
terminating abnormally.'

[致命的 ] 場所 : OB2BAR@paradajz.hermes.com "MSSQL70"  時間 : 3/14/00 8:19:24 PM

SMから ABORT要求を受け取りました。 中止しています。

• SQL Server のエラー ログに、 次のよ うなエン ト リが記録されます。

2000-03-14 20:19:21.62 kernel   BackupVirtualDeviceSet::Initialize: Open failure on 
backup device 'Data_Protector_master'.オペレーティング システムのエラー -2147024891(ア
クセスが拒否されました。 )

• SQL Server の VDI.LOG ファ イルに、 次のよ うなエン ト リが記録されます。

2000/03/15 13:19:31 pid(2112)

Error at BuildSecurityAttributes: SetSecurityDescriptorDacl Status Code: 1338, 
x53A Explanation: The security descriptor structure is invalid.

原因

SQL Server サービス と Data Protector Inet サービスが異なるアカウン トで実行されていま

す。 セキュ リ ティ上の問題によ り、 SQL Server 統合ソフ ト ウェアがバッ クアップ対象の SQL 
Server データにアクセスできません。

解決策

SQL Server サービス と同じアカウン ト を使って Data Protector Inet サービスを再開して く

ださい。

バックアップに関する問題

1. バッ クアップを実行できない場合 :
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• Data Protector ク ラ イアン ト と して機能している Microsoft SQL Server システム上で

Cell Manager が正し く設定されているかど うかをチェ ッ クするには、 構成ファ イルの内

容を確認します。

• Microsoft SQL Server サービスが実行中であるこ とを確認します。

• sql_bar.exeがシステムにインス トールされているかど うかをチェッ ク します。

• Microsoft SQL Serverシステム上の<Data_Protector_home>\log\debug.log に記録

されているシステム エラーを調べます。 

さ らに、 サーバ システム上の <MSSQL>\logディ レク ト リに書き込まれている errorlog

ファ イルおよび VDI.log ファ イルをチェッ ク します。

• Microsoft SQL Server Enterprise Managerを使用してMicrosoft SQL Serverデータベー

スのバッ クアップを実行します。

バッ クアップが正常に終了しなかった場合は、 Microsoft SQL Server のエラーを解決

し、 Data Protector を使用してバッ クアップを実行します。

2. バッ クアップ仕様の作成時に、 アプ リ ケーシ ョ ン データベース と して Microsoft SQL Server
のインスタンスが表示されない場合は、 インスタンス名を入力します。 「not-named 
instance」 が表示されない場合、 DEFAULT文字列がアプリ ケーシ ョ ン データベース と して挿

入する必要があ り ます。

3. バッ クアップの実行時に、 ユーザー権限が不適切なためデータベースのバッ クアップを実行

できないとい う メ ッセージが Microsoft SQL Server から表示される場合は、 次のこ とを調

べます。 

Data Protector Manager （および sql_bar.exe） 側では構成の異常が検出されていないの

であれば、 バッ クアップに失敗したデータベースにアクセスするユーザー権限が Microsoft 
SQL Server ユーザーに付与されているかど うかをチェ ッ ク します。

Data Protector の Microsoft SQL Server 用統合ソフ ト ウェアを構成する と きは、 Microsoft 
SQL Server のシステム管理者 (sa) と してログインするこ とをお勧めします。

同時処理数が 2 以上に設定され、 かつデバイスの 1 つが故障した場合にバックアップがハングす

る。

問題

Disk Agent の同時処理数が 2 以上に設定され、 かつデバイスの 1 つがバッ クアップ中に故障し

た （あるいはまった く起動しなかった） 場合、 Microsoft SQL Server のバッ クアップがハング

する可能性があ り ます。
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対策

デバイスの同時処理数を 1に設定するか、 故障したメディアを交換します。

復元に関する問題

• 復元を実行できない場合 :

— 問題の発生しているク ライアン トのファ イルシステム  バッ クアップに異常がないかど う

かをチェッ ク します。 ファ イルシステム バッ クアップに対して ト ラブルシューティング

を行う方がはるかに容易です。

— Microsoft SQL Server サービスが実行中であるこ とを確認します。

— sql_bar.exeがシステムにインス トールされているかど うかをチェッ ク します。

— Data Protector ク ラ イアン ト と して機能している Microsoft SQL Server システム上の

<Data_Protector_home>\log\debug.logに記録されているシステム エラーを調べ

ます。

さ らに、 同じシステム上の <MSSQL>\logディレク ト リに書き込まれている errorlog

ファ イルおよび VDI.log ファ イルをチェッ ク します。

• SQL 文の実行中に次のエラーが発生 :

エラー メ ッセージ : Microsoft SQL-DMO (ODBC SQLState: 01000)?15[152:5] 1646 
[Microsoft][ODBC SQL Server Driver][SQL Server]The master database has been 
successfully restored.SQL Server をシャッ トダウンしています。

SQL Server がこのプロセスを終了中です。

シングル ユーザー モードでマスター データベースを復元する と きに生じる結果であ り、 こ

のメ ッセージはエラーとみなさないでください。

オブジェク ト  コピーからの復元がハングする

問題

オブジェク ト  コピーからの復元がハングする

対策

復元を再開する前に以下を実行します。

• 復元に使用されるデバイスの Disk Agent バッファの数を増やします。



Microsoft SQL Server と Data Protector の統合

ト ラブルシューテ ィ ング

第 1 章 51

• バッ クアップのすべてのオブジェク トが IDB に記録されている場合、 以下の手順を実行しま

す。

1. Data Protector GUI の内部データベースのコンテキス トで、 同じバッ クアップに属する

すべてのオブジェク ト を検索します。 オブジェク トは同じバッ クアップ ID で識別されま

す。

2. 別のオブジェク ト  コピー セッシ ョ ンにある各オブジェク ト を別のデバイス ( たとえば

ファイル ラ イブラ リ ) にコピーします。 各オブジェク トについて、 追加不可能メディア 
ポ リ シーを備えた別のメディアを使用します。

3. 新し く作成したコピーを メディア収納場所と して 優先に設定します。

Data Protector モニターに 「Invalid value specified for STOPAT parameter」 という メ ッセー

ジの出力後、 データベースが復旧不可能な状態になる。

問題

「Invalid value specified for STOPAT」 のパラ メータ  メ ッセージが Data Protector モニ

ターに出力される場合、 [データベースを非稼働状態にし、 ト ランザクション ログを復元可能にす

る ]オプシ ョ ンを設定して RESTORE LOG操作を実行したと きのよ うに、 データベースが復旧不

可能な状態になり ます。

対策

Microsoft SQL Query Analyzer を使用するこ とで、 後の時点にデータベースを復旧するこ と

ができます。 データベースを復旧するには、 次の T-SQL コマンドを実行します。

RESTORE DATABASE <database_name> WITH RECOVERY

ただし、 データベースの復元後は、 さ らなる ト ランザクシ ョ ンログを適用するこ とはできませ
ん。

他のクライアン トへの復元

問題

Microsoft SQL Server と と もに使用できるよ うに構成されていない Data Protector セル内の他

のクライアン トに対して、 Microsoft SQL Server データベースの復元ができない。

対策

このク ライアン ト上に Microsoft SQL 用統合ソフ ト ウェアを構成するこ とによ り、 構成ファイル

を作成します。 12 ページの 「統合ソフ ト ウェアの構成」 を参照して ください。
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復元セッシ ョ ンが正常に完了した後、 データベースが復旧不可能な状態になる

問題

RESTORE LOG操作が終了した後に、 [指定時刻で停止 ]の復元オプシ ョ ンの時刻を設定した場

合、 データベースは、 RESTORE LOG操作を [データベースを非稼働状態にし、 ト ランザクション 

ログを復元可能にする ]オプシ ョ ンと と もに実行した場合と同様、 復旧不可能な状態になり ます。

対策

Microsoft SQL Query Analyzer を使用するこ とで、 後の時点にデータベースを復旧するこ と

ができます。 データベースを復旧するには、 次の T-SQL コマンドを実行します。

RESTORE DATABASE <database_name> WITH RECOVERY

ただし、 データベースの復元後は、 さ らなる ト ランザクシ ョ ンログを適用するこ とはできませ
ん。

サポート窓口に連絡する前に

上記のト ラブルシューティング手順をすべて実施しても問題を解決できない場合は、 以下の情報
を収集した上で、 Data Protector のサポート窓口にご連絡ください。

1. ハードウェアと ソフ ト ウェアの構成に関する詳細な情報。 使用しているパッチ、 Microsoft 
SQL Server とサービス  パッ クのバージ ョ ン、 Windows とサービス  パッ クのバージ ョ ンな

どを明記して ください。

2. どのよ うな処理や操作の実行時に問題が発生したか。 バッ クアップに関する問題が発生した

場合は、 バッ クアップ仕様を添付してください。

3. 次のファイルに記録されている情報を入力します。

• <Data_Protector_home>\log\debug.log

• <MSSQL>\log\errorlog

•  <MSSQL>\log\vdi.log

セッシ ョ ンの出力をファイルにコピーします。
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2 Microsoft Exchange Server と Data 
Protector の統合
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本章の内容

この章では、 Data Protector の Microsoft Exchange 用統合ソフ ト ウェアの構成方法および使用方法

を説明します。

本章の構成は、 以下に示すとおりです。

55 ページの 「はじめに」

57 ページの 「前提条件および制限事項」

58 ページの 「統合ソフ ト ウェアの概念」

61 ページの 「統合ソフ ト ウェアの構成」

69 ページの 「Microsoft Exchange Server のバッ クアップ」

72 ページの 「Microsoft Exchange Server データベースの復元」

82 ページの 「 ト ラブルシューティング」
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はじめに

Microsoft Exchange と Data Protector との統合によ り、 Microsoft Exchange Server のオンライン バッ

クアップの実行が可能になり ます。

拡張可能 スト レージ エンジン (ESE 98)

Microsoft Exchange Server では、 拡張可能 スト レージ エンジン (ESE 98) と呼ばれる新しいデータ

ベース技術を情報交換用のス ト レージ システムと して使用します。

Microsoft Exchange Server では、 システム上に存在するどのインスタンスの ESE データベースに

書き込まれたデータについても、 共通したアプリケーシ ョ ン プログラ ミング インタフェース

(API) を通じて一貫した方法でバッ クアップと復元を実行できます。

Exchange Server には、 サーバごとに複数のデータベースを構成できる新機能があ り ます。 データ

ベースは、 スト レージ グループにグループ化されます。 ス ト レージ グループごとに、 1 つのデー

タベース  サーバ インスタンスが稼動します。 4 つまでのス ト レージ グループがサポート されて

おり、 各ス ト レージ グループにはデータベースを 5 つまで含めるこ とができるので、 サーバま

たはク ラスターあた り、 20 個までのデータベースを構成できます。 各ス ト レージ グループで一

度に実行できるバッ クアップ セッシ ョ ンは 1 つだけです。 このため、 ス ト レージ グループ内の

データベースは逐次的にしかバッ クアップできません。

ス ト レージ グループは並行してバッ クアップできます。 データベースには、 メールボッ クス  ス ト

アとパブリ ッ ク  フォルダ ス ト アの 2 種類があ り ます。 ス ト レージ管理用のデータベースは、 イ

ンフォ メーシ ョ ン ストアと呼ばれます。 Exchange 5.5 ディ レク ト リ  サービスをエ ミ ュレートする

こ とで Exchange 5.5 との互換性を確保するサービス と して、 サイ ト  レプリケーシ ョ ン  サービス

があ り ます。 さ らに、 セキュ リ ティ暗号化サービスを提供するサービス と して、 キー マネージ

メン ト  サービスがあ り ます。

Microsoft Exchange Server の詳細については、 『Microsoft Exchange Server Books Online』 を参照し

て ください。

Data Protector の Microsoft Exchange Server 用統合ソフ ト ウェアを使用する と、 Microsoft Exchange 
Server システム上のシングル メールボッ クスをオンラインでバッ クアップおよび復元するこ とが

できます。 シングル メールボッ クスの構成、 バッ クアップ、 復元に関する詳細は、 87 ページの

第 3 章 「Microsoft Exchange Single Mailbox と Data Protector の統合」 を参照して ください。

利点

Data Protector を Microsoft Exchange Server と統合する と、 Windows バッ クアップ ユーティ リ ティ

を Exchange Server と組み合わせて使用する場合に比べ、 以下のよ う な利点が得られます。
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• すべてのバッ クアップ処理の集中管理

管理者はバッ クアップ処理を集中管理できます。

• バッ クアップ管理

バッ クアップ処理中または処理後にバッ クアップ済みデータを複製して、 バッ クアップの
フォールト  ト レランスを向上した り、 データのセキュ リ ティ と可用性を強化、 ボールティン

グの目的で使用できます。

• メディア管理

Data Protector は、 高度なメディア管理システムを備えています。 メディアの使用状況をモニ

ターしたり、 保存データの保護を設定したり、 メディア プール内のデバイスを編成および管

理するこ とができます。

• スケジュール設定

Data Protector には、 バッ クアップを自動で定期的に実行するための管理者用のスケジューラ

が組み込まれています。 Data Protector スケジューラを使用する と、 適切なデバイス と メディ

アが設定されていれば、 バッ クアップを指定した時刻に無人で実行するよ うに構成できま
す。

• デバイスのサポート

Data Protector は、 ファ イル、 スタンドアロン ド ラ イブ、 非常に大きなマルチド ライブ ラ イ

ブラ リ など、 さまざまなデバイスをサポート しています。

• レポート

Data Protector には、 バッ クアップ環境に関する情報のレポート を作成する機能があ り ます。 
レポートは、 特定の時点で生成するよ うにスケジュールするこ と もできれば、 事前定義のイ
ベン ト ( バッ クアップ セッシ ョ ンの終了やマウン ト要求など ) の発生時に生成するよ うに設

定するこ と もできます。

• モニター

Data Protector は、 Data Protector ユーザー インタフェースがインス トールされているシステム

であれば、 どのシステムからでも、 実行中のセッシ ョ ンをモニターした り、 完了したセッ
シ ョ ンを確認する機能を備えています。

これらのログには、 管理者が後からバッ クアップ処理の内容を確認するのに役立つ履歴情報
が格納されます。

サポート されているプラ ッ ト フォームとデバイスの詳細については、 『HP OpenView Storage Data 
Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。
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前提条件および制限事項

• Data ProtectorMicrosoft Exchange 用統合ソフ ト ウェアを使用するには、ライセンスが必要です。

ライセンスの詳細については、 『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライ

センス  ガイ ド』 を参照して ください。

• 統合環境をインス トールする前に、Microsoft Exchange および Data Protector システムがすでに

インス トールされており、 適切に構成されているこ とを確認して ください。 詳細について
は、 以下のドキュ メン ト を参照して ください。

— サポート されているバージ ョ ン、 プラ ッ ト フォーム、 デバイスなどに関する 新情報や

制限事項については、 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト

ウェア ノート  および リ ファレンス』 を参照して ください。

— さまざまなアーキテクチャへの Data Protector のインス トール方法、 および Data Protector 
Microsoft Exchange Server 用統合ソフ ト ウェアのインス トール方法については、 『HP 
OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス  ガイ ド』 を参照して くだ

さい。

— Microsoft Exchange Server のオンライン情報については、『Microsoft Exchange Server Books 
Online』 を参照して ください。

• オブジェク ト固有の実行前コマンド と実行後コマンドには二重引用符 (" ") を使わないでくだ

さい。

• Exchange Server のバッ クアップ セッシ ョ ンおよび復元セッシ ョ ンでは、 プレビューは実行で

きません。

このマニュアルは、 Microsoft Exchange のデータベース管理と Data Protector の基本機能に関して

十分な知識があるユーザーを対象と して作成されています。
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統合ソフ トウェアの概念

Data Protector Microsoft Exchange Server システムには、 Data Protector の実行可能プログラム

ese_bar.exeがインス トールされます。 このプログラムは、 統合ソフ ト ウェアの中心的なコン

ポーネン ト と して、 Microsoft Exchange Server と Data Protector のバッ クアップ / 復元プロセスの

間のアクティ ビテイを制御します。

Microsoft Exchange Server から見た Data Protector は、 メディア管理ソフ ト ウェアと して機能しま

す。 一方、 Data Protector Cell Manager 側では、 Microsoft Exchange Server を Data Protector ク ラ イア

ン ト と して認識します。

バックアップの流れ

Data Protector のバッ クアップ セッシ ョ ンは、 Data Protector GUI からのみ開始できます。

Data Protector Backup Session Manager がバッ クアップ仕様を読み込み、 Microsoft Exchange Server
システム上で ese_bar.exe コマンドを起動します。

ese_bar.exe コマンドは、 Microsoft Exchange Server から読み込んだデータを Data Protector 
General Media Agents に渡します。 

複数のス ト レージ グループが並行してバッ クアップされます。 ス ト レージ グループ内のデータ

ベースは、 逐次的にバッ クアップされます。 バッ クアップ セッシ ョ ンで使うデバイスの 大数

は、 バッ クアップするス ト レージ グループの数と同じになり ます。

Data Protector の Microsoft Exchange 用統合ソフ ト ウェアでサポート されているバッ クアップは、

フル バックアップ と増分バックアップの 2 種類です。

フル バッ クアップでは、 データベース全体とス ト レージ グループのすべてのログ ファ イルが

バッ クアップ対象とな り ます。 前回のバッ クアップ以降に変更されているかど うかに関係な く、

バッ クアップが行われます。 増分バッ クアップでは、 ログ  ファ イルだけがバッ クアップ対象に

なり ます。 フル バッ クアップまたは増分バッ クアップを実行する と、 ログ  ファ イルは削除され

ます。

増分バッ クアップのレベルは 1 つしか存在せず、 一番 後に実行されたフル バッ クアップまた

は増分バッ クアップが増分バッ クアップとみなされます。
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復元の流れ

Data Protector ユーザー インタフェースを使用して、 復元対象のオブジェク トおよびオブジェク

ト  バージ ョ ンを定義します。 Data Protector Restore Session Manager が起動し、 ese_bar.exeが実

行され、 オブジェク ト とバッ クアップ バージ ョ ンに関する情報がバッ クアップ API に渡されま

す。 ese_bar.exeによって General Media Agent が起動され、 メディアからターゲッ トの

Microsoft Exchange Server システムにデータが転送されます。 図 2-1 を参照して ください。

復元セッシ ョ ン中に出力されたメ ッセージが Data Protector Restore Session Manager に送信されま

す。 Restore Session Manager は各セッシ ョ ンのメ ッセージと情報を IDB に書き込みます。

図 2-1 Data Protector Microsoft Exchange 用統合ソフ トウェアの概念

表 2-1 凡例

SM Data Protector Session Manager: バッ クアップ時は Data 
Protector Backup Session Manager、復元時は Data Protector 
Restore Session Manager。

MA Data Protector General Media Agent
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Backup API Microsoft によって定義されているインタフェース。Data 
Protector と Microsoft Exchange Server の間のデータ転送

には、 このインタフェースが使用されます。

ス ト レージ 
グループ

同じログ ファ イルを共有する複数のメールボッ クス  ス
ト アとパブ リ ッ ク  フォルダ ス ト アのコレクシ ョ ン。

Exchange では、 各ス ト レージ グループを別々のサーバ 
プロセスで管理します。

表 2-1 凡例 ( 続き )
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統合ソフ トウェアの構成 

循環ログを無効にする

Microsoft Exchange Server のバッ クアップを実行する前に、 ス ト レージ グループに対して循環ロ

グが無効になっているこ とを確認します。

循環ログは、 Microsoft Exchange のモードです。 このモードでは、 ト ランザクシ ョ ン ログに含ま

れているデータがデータベースに転送された時点で ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イルが自動的に

上書きされます。

このオプシ ョ ンが有効になっている と、 ディ スク  ス ト レージ領域の消費が低減されますが、 増

分バッ クアップは実行できません。

クラスタ対応クライアン ト

アプ リ ケーシ ョ ンがク ラスター対応の場合は、 すべてのク ラスター ノードで循環ログを無効に

します。

Path 環境変数の拡張

初に、 <Exchange_home>\binディレク ト リ を Windows の Path環境変数に追加する必要があ

り ます。

このディ レク ト リ を追加するには、 以下の手順に従います。

1. Microsoft Windows エクスプローラで、[マイ コンピュータ ]を右ク リ ッ ク し、[プロパティ]を

ク リ ッ ク します。

2. [ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、 [詳細 ] タブ、 [環境変数 ]の順にク リ ッ ク します。

3. [環境変数 ]ダイアログ ボッ クスで、[システム環境変数 ] リ ス ト から Pathを選択し、[編集]を

ク リ ッ ク します。

4. [ 変数値 ] テキス トボッ クスに <Exchange_home>\bin を追加して、 [OK] をク リ ッ ク します。

62 ページの図 2-2 を参照して ください。
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クラスタ対応クライアン ト

Microsoft Exchange 用統合ソフ ト ウェアがク ラスター対応の場合は、 すべてのク ラスター ノード

上の Windows の Path環境変数にこのディ レク ト リ を追加します。

図 2-2 Path システム変数

Microsoft Exchange のバックアップの構成

Microsoft Exchange のバッ クアップを構成するには、 以下の手順に従ってください。

1. バッ クアップに使用するデバイスを構成します。 詳しい手順は、 オンライン ヘルプの検索

キーワード 「デバイスの構成」 で表示される内容を参照してください。

2. バッ クアップに使用する メディア プールと メディアを構成します。 構成手順については、 オ

ンライン ヘルプの検索キーワード 「作成 , メディア プール」 で表示される内容を参照して く

ださい。

3. Data Protector Microsoft Exchange Server バッ クアップ仕様を作成します。

バッ クアップ仕様の作成手順は、 次項を参照してください。

バッ クアップ仕様の作成手順は、 次項を参照してください。
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バックアップ仕様の作成

Microsoft Exchange バッ クアップ仕様を作成するには、 以下の手順に従ってください。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。

2. Scoping ペインで、 [バックアップ ]、 [バックアップ仕様 ]の順に展開します。

3.  MS Exchange 2000/2003 Server を右ク リ ッ ク し、[バックアップの追加 ] をク リ ッ ク しま

す。

4. [バックアップの新規作成 ]ダイアログ ボッ クスで、 [Blank Microsoft SQL Server 

Backup]テンプレート を選択し、 [OK] を選択します。

図 2-3 ブランクのテンプレートの選択

5. [ クライアント ] ド ロ ップダウン リ ス ト で、Microsoft Exchange Server システムを選択します。

アプ リ ケーシ ョ ンがク ラスター対応の場合、 Microsoft Exchange リ ソース  グループの仮想

サーバを選択します。
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[アプリケーション データベース ] ド ロ ップダウン  リ ス トで、 以下のいずれかを選択しま

す。

• [Microsoft Exchange Server (Microsoft Information Store)]

インフォ メーシ ョ ン  ス ト アをバッ クアップするには、 この項目を選択します。

• [Microsoft Exchange Server (Microsoft Key Management Service)] （インス

トールされている場合）

キー マネージメン ト  サービスをバッ クアップするには、 この項目を選択します。

• [Microsoft Exchange Server (Microsoft Site Replication Service)] （インス

トールされている場合）

サイ ト  レプ リ ケーシ ョ ン サービスをバッ クアップするには、 この項目を選択します。

[次へ ] をク リ ッ ク します。

図 2-4 クライアン ト名の指定とアプリケーシ ョ ン  データベースの選択
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6. バッ クアップする Microsoft Exchange Server データベースを選択します。

図 2-5 バックアップ オブジェク トの選択

 [次へ ] をク リ ッ ク します。

7. バッ クアップに使用するデバイスを選択します。 [プロパティ ] をク リ ッ ク し、 デバイスの同

時処理数、 メディア プール、 および事前割り当てポ リシーを設定します。 上記オプシ ョ ンの

詳細については、 [ヘルプ ] をク リ ッ ク して参照して ください。

また、 バッ クアップ セッシ ョ ン中にバッ クアップの追加コピー ( ミ ラー ) を作成するかど う

かを指定するこ と もできます。 [ ミ ラーの追加 ] または [ ミ ラーの削除 ] をク リ ッ ク して必

要な数だけ ミ ラーを設定します。 ミ ラーごとに別々のバッ クアップ デバイスを選択します。

オブジェク トの ミ ラー機能の詳細については、 オンライン  ヘルプの検索キーワード 「オブ

ジェク ト  ミ ラー」 で表示される内容を参照して ください。
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注記 デバイスの同時処理数の上限は、 サーバに直接接続されたデバイスの場合は
2、 サーバにリモート接続されたデバイスの場合は 1 とな り ます。

図 2-6 バックアップ デバイスの選択

[次へ ] をク リ ッ ク して先に進みます。

8. バッ クアップ オプシ ョ ンを選択します。

[バックアップ仕様オプション ]および [共通アプリケーション オプション ]については、 オ

ンライン ヘルプを参照して ください。

[アプリケーション固有のオプション ]については、 67 ページの 「Microsoft Exchange 固有の

バッ クアップ オプシ ョ ン」 またはオンライン ヘルプを参照してください。

[次へ ] をク リ ッ ク します。

9. 必要に応じて、 バッ クアップのスケジュールを設定します。 詳細は、 [F1] キーを押して くだ

さい。
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10. バッ クアップ仕様を保存します。

バッ クアップ仕様を保存する と、 [バックアップ開始 ] をク リ ッ クするこ とでバッ クアップ

を開始できます。

バッ クアップの開始については、 69 ページの 「Microsoft Exchange Server のバッ クアップ」

を参照して ください。

Microsoft Exchange 固有のバックアップ オプシ ョ ン

こ こでは、 Data Protector の Microsoft Exchange 用統合ソフ ト ウェアに固有のバッ クアップ オプ

シ ョ ンについて説明します。

これらのオプシ ョ ンはバッ クアップ仕様の [オプション ]プロパティ  ページからアクセスできま

す。 [アプリケーション固有のオプション ]の隣りの [拡張 ]ボタンをク リ ッ ク します。 図 2-7 を

参照して ください。

図 2-7 アプリケーシ ョ ン固有のオプシ ョ ン

このウ ィンド ウで選択できるオプシ ョ ンを以下に示します。
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[ 実行前 ] バッ クアップ前に Microsoft Exchange ク ラ イアン ト上で起動

するコマンドまたはスク リプ ト を指定します。 コマンドの場

合は、 必要な引き数も指定します。 このコマンド / スク リプ

トは Data Protector の ese_bar.exe によって起動されます。

<Data_Protector_home>\binディレク ト リに保存してお

く必要があ り ます。 バッ クアップ仕様には、 ファ イル名のみ
指定してください。

[ 実行後 ] バッ クアップ後に Microsoft Exchange ク ラ イアン ト上で起動

するコマンドまたはスク リプ ト を指定します。 コマンドの場

合は、 必要な引き数も指定します。 このコマンド / スク リプ

トは Data Protector の ese_bar.exeによって起動されます。

<Data_Protector_home>\binディレク ト リに保存してお

く必要があ り ます。 バッ クアップ仕様には、 ファ イル名のみ
指定してください。

[ バックアップ バッファ  サイズ ] Data Protector へのデータ転送時に使用される Microsoft 
Exchange のバッファのサイズを指定します。

注記 実行前および実行後コマンド / スク リプ トは、 Microsoft Exchange Server システム

上の <Data_Protector_home>\binディ レク ト リに格納しておく必要があ り ま

す。
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Microsoft Exchange Server のバックアップ

Microsoft Exchange データベースのオンライン  バッ クアップは、 以下のいずれかの方法で実行で

きます。

バックアップ方法

• Data Protector スケジューラを使って、 既存の Microsoft Exchange バッ クアップ仕様のバッ ク

アップをスケジュール設定します。 

• Data Protector GUI または Data Protector CLI を使用して、 既存の Microsoft Exchange 用バッ ク

アップ仕様の対話型バッ クアップを開始します。

Data Protector コマンド行インタフェースを使用した対話型バッ クアップの開始については、

omnibのマンページを参照して ください。

バックアップ スケジュールの設定

バッ クアップ仕様のスケジュール設定とは、 バッ クアップ時刻、 日程、 種類の設定を意味し、
バッ クアップ仕様内でスケジュール オプシ ョ ンを定義して保存を行った後は、 無人でバッ ク

アップが開始されます。

スケジュール設定の詳細については、 オンライン ヘルプの検索キーワード 「スケジュール バッ

クアップ」 で表示される内容を参照してください。

Microsoft Exchange のバッ クアップをスケジュール設定するには、 以下の手順に従います。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。

2. Scoping ペインで、[バックアップ ]、[バックアップ仕様 ]、[ ファイルシステム ] を順に展開し

ます。

3. スケジュール設定するバッ クアップ仕様をダブルク リ ッ ク し、[スケジュール ] タブをク リ ッ

ク します。

4. [スケジュール]ページでカレンダー上の日付を選択し、[追加]をク リ ッ ク して[バックアップ

のスケジュール ]ダイアログ ボッ クスを開きます。

5. [繰り返し ]、[時間オプション ]、[繰り返しオプション ]および[セッション オプション ]を指

定します。 図 2-8 を参照して ください。
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増分バッ クアップでは、 データベースへの変更を記録する ト ランザクシ ョ ン  ログ ファ イル

(*.LOG) がバッ クアップされます。

transaction log ファ イルをバッ クアップする と、 この元のファ イルは Microsoft Exchange 
Server によって自動的に削除されます。

図 2-8 バックアップのスケジュール設定

[OK] をク リ ッ ク し、 [適用 ] をク リ ッ ク して、 変更内容を保存します。

対話型バックアップの実行

対話型バッ クアップは、 バッ クアップ仕様を作成し、 保存した後であればいつでも実行できま
す。

Microsoft Exchange データベースの対話型バッ クアップを開始するには、 次の手順に従います。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。

2. Scoping ペインで、[バックアップ ]、[バックアップ仕様 ]、[ ファイルシステム ] を順に展開し

ます。
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3. バッ クアップ仕様を右ク リ ッ ク し、 [バックアップ開始 ...] を選択します。

[バックアップ開始 ]ダイアログ ボッ クスで、 [バックアップの種類 ] と [ネッ トワーク負荷

] を選択します。 これらのオプシ ョ ンの詳細については、 [ヘルプ ] をク リ ッ ク して くださ

い。

[OK] をク リ ッ ク します。



Microsoft Exchange Server と Data Protector の統合

Microsoft Exchange Server データベースの復元

第 2 章72

Microsoft Exchange Server データベースの復元

Data Protector GUI または Data Protector CLI を使用して、 Microsoft Exchange Server のデータベー

スを復元できます

重要 復元を実行するには、 データベース （ス ト ア） をアンマウン ト しておく必要があ
り ます。

データベース （ス ト ア） をアンマウン トするには、 Exchange Administration GUI で、 以下の手順

を実施します。

1. [Exchange System Manager] ウ ィンド ウで、 バッ クアップ済みオブジェク ト ([ メールボッ

クス ストア ] または [パブリック フォルダ ストア ]) を右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メ
ニューから [ストアのディスマウント ] を選択します。

図 2-9 データベース （ス トア） のアンマウン ト

2. 警告メ ッセージが表示されます。 [はい ] をク リ ッ ク して次に進みます。

アンマウン トが完了したら、 復元セッシ ョ ンを開始できます。
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ハード復旧後は、 データベースの自動マウン トが可能です。 復元オプシ ョ ンの詳細については、

77 ページの表 2-2 を参照して ください。

注記 ス ト レージ グループのログ ファ イルは、 指定したログ ディレク ト リのサブディ

レク ト リに保存されます。 復元オプシ ョ ンの詳細については、 77 ページの表 2-2
を参照して ください。

GUI を使用した復元

復元手順

Microsoft Exchange Server データベースを復元するには、 以下の手順に従ってください。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[復元 ] コンテキス ト を選択します。

2. Scoping ペインで [復元オブジェク ト ]、[MS Exchange 2000/2003 Server]、復元するオブ

ジェク ト名の順に展開します。
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3. 復元する Microsoft Exchange Server のバッ クアップ済みデータベースを選択します。

図 2-10 復元オブジェク ト

復元対象のバッ クアップ バージ ョ ンを選択するには、 オブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 [プロ

パティ ] をク リ ッ ク します。
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重要 同じス ト レージ グループから複数のデータベースを復元する場合は、 それら

のバッ クアップ バージ ョ ンが同じこ とを確認して ください。 バージ ョ ンに違

いがある場合は、 別々の復元セッシ ョ ンで復元しなければなり ません。

図 2-11 バックアップ バージ ョ ンの選択

なお、 データベースを特定の時点の状態に復元するには、 数段階の復元が必要になるこ とが
よ くあ り ます。 これは、 データを取得するために複数のバージ ョ ンを復元しなければならな
いこ とを意味します。 増分バッ クアップでは、 ス ト レージ グループのト ランザクシ ョ ン  ロ
グ ファ イルのみがバッ クアップされるため （ス ト レージ グループの物理的な場所について

の情報は含まれません）、 まず前回のフル バッ クアップが復元された後、 前回のフル バッ ク

アップ以降に作成された ト ランザクシ ョ ン ログのバッ クアップがすべて復元されます。

重要 データベース ( ス ト ア ) のフル バッ クアップから復元する場合、 同じバー

ジ ョ ンのデータベース  ファ イルと ト ランザクシ ョ ン  ログ ファ イルを選択した

こ とを確認して ください。
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例

例えば、 次のよ う なバッ クアップ シーケンスがある と します。

F T T F T T TT

この例で、 T のマークが付いたバージ ョ ンを復元する場合は、 <éŒëÃ>で示されたバージ ョ

ンをすべて復元します。 つま り、 初のフル バッ クアップと ト ランザクシ ョ ン ログ バッ ク

アップ、 2 番目の ト ランザクシ ョ ン ログ バッ クアップ、 後の ト ランザクシ ョ ン  ログ バッ

クアップを復元します。 後の ト ランザクシ ョ ン ログ バッ クアップは、 [前回の復元セッ ト

(復旧の開始 )]オプシ ョ ンを選択して復元する必要があ り ます。

4. [オプション ]プロパティ  ページで、復元オプシ ョ ンを選択します。 これらのオプシ ョ ンの詳

細については、 77 ページの表 2-2 を参照して ください。

5. デバイスの選択、 デバイス情報の確認、 復元に使用する メディアのプロパティの設定を行う

には、 [デバイス ]、 [ メディア ] を順にク リ ッ ク します。

バッ クアップに使用したデバイス とは別のデバイスを使う こ と もできます。 手順について
は、 オンライン ヘルプの検索キーワード 「選択 , 復元対象のデバイス」 で表示される内容を

参照してください。

重要 バッ クアップに使用したデバイス と異なるデバイスを復元に使用する場合は、
バッ クアップ時と同じ数のデバイスを [デバイス ]プロパティ  ページで選択

して ください。

6. [MS Exchange 2000/2003 Server] をク リ ッ ク します。選択内容を確認したら、[完了 ] を

ク リ ッ ク して復元セッシ ョ ンを開始します。

[復旧後データベースをマウント ]オプシ ョ ンを指定せずに復元を行った場合は、 復元の完了

時に Exchange System Manager を使用してインフォ メーシ ョ ン ス ト アを手動でマウン トする

必要があ り ます。
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表 2-2 Microsoft Exchange の復元オプシ ョ ン

[ 別のクライアン トへ

復元 ]
デフォルトでは、 アプ リケーシ ョ ン  データのバッ ク

アップ元の Microsoft Exchange Server がターゲッ トの

Data Protector Microsoft Exchange ク ラ イアン トにな り ま

す。 その場合でも、 バッ クアップ元以外の Microsoft 
Exchange Server からデータベースを復元するこ とが可

能です。 新しいターゲッ ト Microsoft Exchange Server
は、 Data Protector セルに含まれており、 MS Exchange
用統合ソフ ト ウェア コンポーネン トがインス トールさ

れている必要があ り ます。

[ 一時ログ ファ イル用

ディ レク ト リ ]
このオプシ ョ ンでは、 ログ ファ イル用の一時ディ レク

ト リ を設定します。 Data Protector では、 こ こで指定し

たディ レク ト リにログ ファ イルが復元されます。

Microsoft Exchange Server では、 このディ レク ト リから

データベースを復旧します。 この処理をハード復旧と

呼びます。

[ 前回の復元セッ ト (
復旧の開始 )]

このオプシ ョ ンを設定する と、 復元後にハード復旧が
実行されます。 このオプシ ョ ンは、 前回のファイル 
セッ ト を復元する場合に使用します。 このオプシ ョ ン
を設定しなかった場合は、 ログ ファ イル用の一時ディ

レク ト リから eseutil /cc /t ユーティ リ ティ を実行

して手動で復旧処理を開始する必要があ り ます。

[ 復旧後データベース

をマウン ト ]
このオプシ ョ ンを指定する と、 復元したデータベース
がハード復旧後に自動的にマウン ト されます。

[ 整合性のある 新の

状態 ]
このオプシ ョ ンを設定する と、 データベースは 後に
一貫性があった状態に復元されます。 バッ クアップ後
に作成された 新のログ ファ イルは、 復元処理時に復

元されたデータベースに適用されます。
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図 2-12 復元オプシ ョ ン  

他のクライアン トに対するデータベースの復元

データベースをほかのク ライアン トに復元するには、 以下の手順に従ってください。

1. 復元元の Microsoft Exchange Server と同じバージ ョ ンを復元先の別のシステムにインス トール

します。

注記 システム名は異なっていてもかまいません。

2. 新し く インス トールした Microsoft Exchange Server に、 復元元と同じバージ ョ ンの Microsoft 
Exchange Server Service Pack をインス トールします。

3. 新たにインス トールした Microsoft Exchange Server に、 バッ クアップ元の Microsoft Exchange 
Server にあるス ト レージ グループをすべて作成します。 ス ト レージ グループはすべて、 バッ

クアップ元の Microsoft Exchange Server と同じ名前、 同じ場所、 同じパラ メータにします。
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4. 新たに作成したス ト レージ グループのすべてに、 バッ クアップ元の Microsoft Exchange Server
上の対応するス ト レージ グループ内にあるス ト ア （データベース） をすべて作成します。 ス

ト ア （データベース） を作成する と きは、 バッ クアップ元の Microsoft Exchange Server 上の

対応するス ト ア （データベース） に使用されているのと同じ名前、 同じ場所、 同じパラ メー
タを使用します。

5. このシステムにData ProtectorのMicrosoft Exchange用統合ソフ ト ウェアをインス トールします。

6. Microsoft Exchange Server データベースの前回のフル バッ クアップを復元します。 Data 
Protector GUI で Microsoft Exchange Server データベースを復元する通常の手順に従って作業を

進め、 [オプション ]プロパティ  ページで次のオプシ ョ ンを設定します。

• [別のクライアントへ復元 ] を選択し、 ターゲッ ト  ク ラ イアン ト名を指定します。

• c:\EsseRestoreなど、 ターゲッ ト  ク ラ イアン ト上のログ ファ イル用一時ディレク ト リ

を指定します。

• 前回のファイルセッ ト を復元する場合は、[前回の復元セッ ト (復旧の開始 )] を選択しま

す （前回のフル バッ クアップに対する増分バッ クアップが存在しない場合）。

これらの復元オプシ ョ ンの詳細については、 77 ページの表 2-2 を参照して ください。

7. 以降の増分バッ クアップをすべて復元します。 ターゲッ ト  ク ラ イアン ト上のログ ファ イル

用一時ディレク ト リについては、 前回のフル バッ クアップの復元と同じディ レク ト リ を指定

します。 

後の増分バッ クアップを復元する場合、 [前回の復元セッ ト (復旧の開始 )]オプシ ョ ンを

選択する と、 Microsoft Exchange Server データベースの復元後に Microsoft Exchange Server
データベースのハード復旧が自動で起動されます。 このオプシ ョ ンを設定しなかった場合
は、 ログ ファ イル用の一時ディレク ト リから eseutil /cc /tユーティ リ ティ を実行して

手動で復旧処理を開始する必要があ り ます。 

Microsoft Exchange Server の復元オプシ ョ ンの詳細については、 77 ページの表 2-2 を参照して

ください。

前回のファイル セッ ト を復元した後にハード復旧を開始する場合 ([前回の復元セッ ト (復旧

の開始 )] を選択した場合 )、 復旧が終了する と一時ログ ファ イルは削除されます。

コマンド行インタフェースによる復元

Microsoft Exchange Server データベースを復元するには、 omnir コマンドを使用します。 パラ メー

タ、 制限事項、 前提条件の詳細については、 77 ページの表 2-2 を参照して ください。 以下は、

Microsoft Exchange Server データベースの復元に使用する omnir コマンドの構文です。
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構文

omnir -msese

-barhost <ClientName> [-destination <ClientName>]

-appname <full_application_name> -base <DBName>

-session <SessionID>...

-logpath <Path> [-mount] [-last]

オプシ ョ ン

こ こで、

-mseseは、 復元用の Microsoft Exchange Server データベースを指定します。

-barhost <ClientName>には、バッ クアップがインス トールされている Data Protector Microsoft 
Exchange ク ラ イアン ト を指定します。

-destination <ClientName>には、 復元先のターゲッ ト  ク ライアン ト を指定します。

-appname <full_application_name>には、 復元対象の Microsoft Exchange のインフォ メー

シ ョ ン  ス ト ア、 サイ ト  レプリ ケーシ ョ ン  サービス、 またはキー マネージメン ト  サービスを指定

します。 ス ト ア名 / サービス名 (<full_application_name>) は、 次のよ うに二重引用符で囲む

必要があ り ます。

• インフォ メーシ ョ ン  ス ト アの場合 : [Microsoft Exchange Server (Microsoft 
Information Store)]

• サイ ト  リプ リ ケーシ ョ ン サービスの場合 : "Microsoft Exchange Server (Microsoft 
Site Replication Service)"

• キー マネージメン ト  サービスの場合 : "Microsoft Exchange Server (Microsoft Site 
Replication Service)"

-base <DBName> 復元対象の Microsoft Exchange のス ト アまたはログを指定します。

-session <SessionID>には、 使用するセッシ ョ ンを指定します。 バッ クアップ セッシ ョ ンの

SessionID を入力します。 オブジェク ト  コピーの場合には、 コピー セッシ ョ ン ID ではなく、

オブジェク トのバッ クアップ ID ( オブジェク トのバッ クアップ セッシ ョ ン ID と同じ ) を入力し

ます。
このオプシ ョ ンは、 -baseオプシ ョ ンを指定するたびに設定する必要があ り ます。
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-logpath <Path>。 このオプシ ョ ンを指定するこ とによ り、 Microsoft Exchange のログ ファ イル

用の一時ディ レク ト リ を設定します。 Data Protector では、 こ こで指定したディ レク ト リにログ 
ファ イルが復元されます。 Microsoft Exchange では、 このディ レク ト リからデータベースを復旧

します。 この処理をハード復旧と呼びます。

-mountは、 ソフ ト復旧またはハード復旧の後、 復元された Microsoft Exchange データベースを

自動的にマウン ト します。

-lastは、 Microsoft Exchange Server データベースを復元した後、 ハード復旧を実行します。 こ

のオプシ ョ ンは、 前回のファイル セッ ト を復元する場合に使用します。 このオプシ ョ ンを設定

しなかった場合は、 ログ ファ イル用の一時ディ レク ト リから eseutil /cc /tユーティ リ ティ

を実行して手動で復旧処理を開始する必要があ り ます。 このオプシ ョ ンを指定しない場合、 復元
後にソフ ト復旧が実行されます。

例

セッシ ョ ン ID 2003/07/07-13の Data Protector セッシ ョ ンを使用して、 /First Storage 

Group/STORE/Public Folder Store ス ト アと /First Storage Group/LOGS/Logs ログを持

つ Microsoft Information Store を computer.company.com( バッ クアップ元 ) という名前のシステ

ムに復元する と します。 Microsoft Exchange ログ ファ イルを c:¥tempディレク ト リに復元し、 復

元が完了した後にハード復旧を実行します。 ハード復旧後にデータベースをマウン ト します。 以
下のコマンドを実行します。

omnir -msese -barhost computer.company.com -appname "Microsoft Exchange 
Server (Microsoft Information Store)" -base "/First Storage Group/LOGS/Logs" 
-session "2003/07/07-13" -base "/First Storage Group/STORE/Public Folder 
Store" -session "2003/07/07-13" -logpath c:¥temp -mount -last

コマンドの詳細については、 omnirのマンページを参照してください。
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ト ラブルシューテ ィ ング 
この項では、 一般的なチェッ ク事項と確認事項について記載するほか、 Data Protector Microsoft 
Exchange 用統合ソフ ト ウェアの使用時に発生する可能性がある問題点について説明します。 初

に 83 ページの 「バッ クアップに関する問題」 を一読し、 解決策が見つからない場合には、 一般

的なチェッ ク と確認を行う こ とをお勧めします。

Data Protector の ト ラブルシューティング全般については、 『HP OpenView Storage Data Protector ト
ラブルシューティング ガイ ド』 を参照して ください。

作業を開始する前に

✓ 新の Data Protector パッチがインス トールされているこ とを確認します。 確認方法について

は、 オンライン ヘルプの検索キーワード 「パッチ」 で表示される内容を参照して ください。

✓ Data Protector 全般に関する制限事項、 既知の問題とその回避方法については、 『HP OpenView 
Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレンス』 を参

照して ください。

✓ サポート されているバージ ョ ン、 プラ ッ ト フォームなどに関する 新の情報については、

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html を参照して ください。

チェ ックと確認

• Data Protector を使用せずにバッ クアップと復元のテス ト を行います。 Windows バッ クアップ

を使って、 Microsoft Exchange Server インフォ メーシ ョ ン ス ト アをバッ クアップおよび復元

して ください。

• Data ProtectorCell Manager 上に以下のディレク ト リが存在するかど うかをチェ ッ ク します。

<Data_Protector_home>¥config¥server¥barlists¥msese

<Data_Protector_home>¥config¥server¥barschedules¥msese

• 増分バッ クアップを実行する場合、Microsoft Exchange Server 上で [循環ログを有効にする ]オ

プシ ョ ンが無効になっているこ とを確認します。 このオプシ ョ ンをチェ ッ クするには、
Exchange System Manager を起動し、 バッ クアップ対象のス ト レージ グループから [プロパ

ティ ] を選択します。

• 環境変数パスにも <Exchange_home>\binディ レク ト リが含まれているか確認します。 この手

順については、 57 ページの 「前提条件および制限事項」 を参照して ください。

http://www.hp.com/support/manuals
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バックアップに関する問題

バックアップが失敗する

1. Microsoft Exchange Server のサービスが稼動しているかど うかをチェッ ク します。 どの種類の

バッ クアップ ( メールボッ クス  ス ト アとパブ リ ッ ク  フォルダ ス ト アの一方または両方の

バッ クアップ ) を実行する場合も、 以下のサービスが稼動している必要があ り ます。

✓ Microsoft Exchange System Attendant

✓ Microsoft Exchange Information Store

2. Microsoft Exchange System Manager 上で、 バッ クアップ対象のス ト アがすべてマウン ト されて

いるこ とを確認します。

3. Microsoft Exchange Server ク ラ イアン ト上で Cell Manager が正し く設定されているかど うかを

確認します。 次のレジス ト リ  エン ト リ をチェ ッ ク して ください。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Hewlett-Packard\OpenView\OmniBack II\Site

名前と値が、 それぞれ CellServer と "<Cell Manager hostname>"に設定されている必

要があ り ます。

4. Microsoft Exchange Server バッ クアップ仕様を作成し、 null デバイスまたはファ イル デバイス

へバッ クアップします。 バッ クアップが正常に終了した場合は、 バッ クアップ デバイスに関

連した問題の可能性があ り ます。 デバイスの ト ラブルシューティングについては、 『HP 
OpenView Storage Data Protector ト ラブルシューティング ガイ ド』 を参照して ください。

5. 問題の発生しているク ライアン トのファ イルシステム  バッ クアップに異常がないかど うかを

確認します。 ファ イルシステム  バッ クアップに対して ト ラブルシューティングを行う方がは

るかに容易です。

6. Microsoft Exchange Server 上の <Data_Protector_home>\log\debug.log に記録されてい

るエラーを調べます。

7. Windows イベン ト  ログに記録されたエラーを調べます。 

8. Microsoft Exchange Server を再起動し、 バッ クアップを開始できるかど うかを再度チェ ッ ク し

ます。

復元に関する問題

• Microsoft Exchange Server の次のサービスが稼動しているかど うかをチェ ッ ク します。

1. Microsoft Exchange System Attendant
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2. Microsoft Exchange Information Store

• Exchange System Manager を使って、 復元対象のス ト アがすべてアンマウン ト されているかど

うかをチェ ッ ク します。

• 復元の完了後にス ト レージをマウン トできない場合は、 同じス ト レージ グループの LOGS ス

ト レージも復元されているかど うかをチェッ ク します。

• たとえば、 Second Storage Group を復元するには、

<MS_Exchange_Server_home>\Second Storage Groupディ レク ト リがユーザーのド ライ

ブにある必要があ り ます。

• [ 復元 ] コンテキス トでログ ファ イル用の一時ディ レク ト リ を定義する必要があ り ます。指定

したディ レク ト リが存在するかど うかをチェ ッ ク します。 存在しない場合は、 作成するか、
別の既存ディ レク ト リ を指定します。

• Microsoft Exchange Server ク ラ イアン ト上で Cell Manager が正し く設定されているかど うかを

確認します。 次のレジス ト リ  エン ト リ をチェ ッ ク して ください。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Hewlett-Packard\OpenView\OmniBack II\Site

名前と値が、 それぞれ CellServer と "<Cell Manager hostname>"に設定されている必

要があ り ます。

• 別のシステムに復元する場合は、 復元先のシステムに Microsoft Exchange Server をインス トー

ルし、 復元するサーバと同じ組織名およびサイ ト名を構成しておく必要があ り ます。

• 問題の発生しているク ライアン トのファ イルシステム復元に異常がないかど うかをチェッ ク

します。 ファ イルシステムの復元に関する ト ラブルシューティングを行うほ うがはるかに容
易です。 ファ イルシステム復元のト ラブルシューティングについては、 『HP OpenView 
Storage Data Protector ト ラブルシューティング  ガイ ド』 を参照して ください。

• Microsoft Exchange Server 上の <Data_Protector_home>\log\debug.log に記録されてい

るエラーを調べます。

• Windows イベン ト  ログに記録されたエラーを調べます。

• バックアップ セッシ ョ ンが失敗する。

メ ッセージ

[Critical]

Target Instance, specified for restore, is not found or log files do not match the 
backup set logs.
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説明

このメ ッセージは、 復元対象のログ ファ イルと現在のログ ファ イルのシーケンスが異なる

場合に表示されます。

対策

コマンド  プロンプ トで、 以下に該当するス ト レージ グループの一時ログ ファ イルを保存し

ているディ レク ト リから eseutil ツールを実行します。

— ASCII 文字 (A ～ Z、a ～ z、0 ～ 9、スペース ) だけで構成されているス ト レージ グループ名

の場合は、 <Storage_group_name>サブディ レク ト リから以下のコマンドを実行しま

す。

eseutil /cc /t

— Unicode 文字で構成されているス ト レージ グループ名の場合は、 以下の手順に従います。

1. 一時ログ ファ イルのディ レク ト リにあるサブディ レク ト リの 1 つに、 復元中のス ト

レージ グループ名と同じ名前の空のファイルが含まれています。 そのファイルが保

存されているサブディ レク ト リ を特定します。 サブディ レク ト リ名は、 次のテンプ
レート と同じです。

Storage Group <Number>

2. 以下のコマンドを実行します。

<Drive_letter>:

cd "\<Temporary_log_files_directory_path>\Storage Group <Number>"

eseutil /cc /t
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3 Microsoft Exchange Single Mailbox と
Data Protector の統合
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はじめに

この章では、 Data Protector の MS Exchange Single Mailbox 用統合ソフ ト ウェア (Exchange Single 
Mailbox 用統合ソフ トウェア ) の構成方法および使用方法を説明します。 また、 メールボッ クス

およびパブ リ ッ ク  フォルダのバッ クアップ元および復元先と して Microsoft Exchange Server シス

テムを使用する場合に、 理解しておく必要のある概念と方法を説明します。

電子メール メ ッセージ、 タスク割り当て、 カレンダー スケジュール、 連絡先など (Exchange ア

イテム ) を含め、 メールボッ クスまたはパブリ ッ ク  フォルダの全内容をバッ クアップできます。

また、 異なる メールボッ クスおよびパブリ ッ ク  フォルダから個々のフォルダだけをバッ クアッ

プするこ と も可能です。

Data Protector が Microsoft Exchange Server (Exchange Server) に統合される と、 Exchange アイテム

のバッ クアップと復元がオンラインで実行され、 バッ クアップ セッシ ョ ン中も Exchange Server
をアクティブな状態で使用できます。

Data Protector で提供される対話型バッ クアップと スケジュール設定によるバッ クアップには、 以

下の種類があ り ます。

以下の場所に Exchange アイテムを復元できます。

• 元のフォルダ

• メールボッ クスまたはすべてのパブリ ッ ク  フォルダのルートに作成した新規フォルダ

• 別のメールボッ クス

• 別の Exchange Server システム

この章では、 Data Protector の Exchange Single Mailbox 用統合ソフ ト ウェア固有の内容を説明しま

す。 Data Protector の手順とオプシ ョ ン全般については、 オンライン  ヘルプを参照して ください。

表 3-1 Exchange シングル メールボックスのバックアップの種類

フル 選択されたフォルダをバッ クアップします。

増分 1 前回のフルバッ クアップ以降、 選択したフォルダに加えられた変更を
バッ クアップします。

増分 前回の各種バッ クアップ以降、 選択したフォルダに加えられた変更を
バッ クアップします。
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統合ソフ トウェアの概念

Data Protector Exchange Single Mailbox 用統合ソフ ト ウェアの主要コンポーネン トは、 Exchange 
Server システムにインス トールされる mbx_bar.exeです。 これは、 MAPI インタフェース経由

で Exchange Server と Data Protector Session Manager 間の通信チャネルを開きます。 Data Protector
の Exchange Single Mailbox 用統合ソフ ト ウェアのアーキテクチャを図 3-1 に示します。

図 3-1 Exchange Single Mailbox 用統合ソフ トウェアの概念

表 3-2 凡例 

MAPI Messageing Application Programming Interface。 アプ リ ケーシ ョ ンおよびメ ッ

セージング ク ラ イアン トがメ ッセージング  システムおよび情報システム

と対話します。

SM セッシ ョ ンを管理する Data Protector Session Manager

mbx_bar.exe SM から起動される Data Protector コンポーネン ト 。 MAPI プロファ イルを

通して Exchange Server 管理者のメールボッ クスにログインし、 MAPI
セッシ ョ ンを確立します。 mbx_bar.exeは、 その他すべてのメールボッ

クスにアクセスし、 バッ クアップまたは復元の対象になる各メールボッ

クスにログインした後、 Exchange Server と Data Protector のメディア間で

データ転送を開始します。

MA Data Protector General Media Agent

IDB Data Protector の内部データベース
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Exchange Server 側がディ スクの読み取り処理および書き込み処理を担当し、 Data Protector 側がデ

バイスの読み取りおよび書き込み、 メディアの管理を行います。
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統合ソフ トウェアの構成

バッ クアップ元または復元先と して予定する各 Exchange Server、 それに対応する Exchange Server
ユーザーを構成します。

前提条件

• Exchange Server がすでにインス トールされており、 正し く構成されているこ とを確認して く

ださい。

— サポート されているバージ ョ ン、 プラ ッ ト フォーム、 デバイスなどに関する情報につい

ては、 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  お
よび リ ファレンス』 または http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html を
参照して ください。

— Exchange Server のインス トール、構成、および使用方法については、Exchange Server のマ

ニュアルを参照して ください。

• Data Protector が適切にインス トールされているこ とを確認して ください。 さまざまなアーキ

テクチャへの Data Protector のインス トール方法については、 『HP OpenView Storage Data 
Protector インス トールおよびライセンス  ガイ ド』 を参照して ください。

バッ クアップ元または復元先と して予定する Exchange Server システムには、Data ProtectorMS 
Exchange 2000/2003用統合ソフ トウェア コンポーネン ト をインス トールしている必要があ

り ます。

制限事項

• Data ProtectorExchange Single Mailbox 用統合ソフ ト ウェアは、 Exchange Server システムでのみ

サポート されます。 その他のクライアン ト を Exchange アイテムのバッ クアップ元および復

元先と して使用できません。

作業を開始する前に

✓ Data Protector で使用するデバイス と メディアを構成します。

✓ Exchange Server システムと Cell Manager との通信が正し く行われるかど うかをテス トするた

め、 Exchange Server システムで Data Protector のファイルシステムのバッ クアップと復元を構

成および実行します。

http://www.hp.com/support/manuals
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クラスタ対応クライアン ト

すべてのク ラスタ  ノードで統合ソフ ト ウェアを構成します。

Exchange Server ユーザーの構成

Data Protector adminユーザー グループまたは operatorユーザー グループに Exchange Server 管
理者を追加します。 詳細については、 オンライン ヘルプの検索キーワード 「追加、 ユーザー」 お

よび 「追加、 ユーザー グループ」 で表示される内容を参照してください。

各種接続、 Exchange Server 管理者のロール ( 役割 ) と権限、 セキュ リ ティ事項の詳細については、

Exchange Server のマニュアルを参照してください。

Exchange Server の構成

Exchange Server の構成パラ メータを Data Protector に指定します。

• Exchange Server 管理者の名前

• Exchange Server 管理者のパスワード

• Exchange Server 管理者のド メ イン

Data Protector では、 Exchange Server の構成ファイルが Cell Manager 上に作成され、 Exchange 
Server との接続が検証されます。

重要 Exchange Server 管理者のパスワードを変更するたびに、 Exchange Server を再構成

して ください。

前提条件

• Exchange Server がオンラインであるこ とを確認して ください。

Data Protector Manager を使って Exchange Server を構成します。

1. コンテキス ト  リ ス ト で [バックアップ ] をク リ ッ ク します。

2. Scoping ペインで、[バックアップ仕様 ] を展開し、[MS Exchange シングル メールボックス ]

を右ク リ ッ ク した後、 [バックアップの追加 ] をク リ ッ ク します。

3. [バックアップの新規作成 ]ダイアログ ボッ クスで、 [OK] をク リ ッ ク します。
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4. [ クライアント ]で、Exchange Server システムを選択します。 ク ラスター環境では、 Exchange 
Server リ ソース  グループの仮想サーバを選択します。

[次へ ] をク リ ッ ク します。

5. [シングル メールボックスを構成]ダイアログ ボッ クスで、Exchange Server 管理者のユーザー

名、 パスワード、 およびド メ インを指定します。

図 3-2 Exchange Server の構成

[OK] をク リ ッ ク します。

6. Exchange Server の構成が完了しました。GUI を終了するか、続いて 6 on page 95 の手順に記載

されたバッ クアップ仕様の作成を実行します。

構成のチェ ック

Exchange Server のバッ クアップ仕様を少なく と も 1 つ作成した後であれば、 Exchange Server の構

成をチェッ クできます。

Data ProtectorManager を使って Exchange Server の構成をチェッ ク します。 

1. コンテキス ト  リ ス ト で [バックアップ ] を選択します。

2. Scoping ペインで、[バックアップ仕様 ]、[MS Exchange シングル メールボックス ]の順に展

開します。 バッ クアップ仕様をク リ ッ ク し、 チェッ ク対象の Exchange Server を表示します。

3. Exchange Server を右ク リ ッ ク し、 [構成のチェック ] をク リ ッ ク します。
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バックアップ

統合ソフ ト ウェアで用意されているオンライン  バッ クアップには、 以下の種類があ り ます。

制限事項

• 同一のメールボッ クスをバッ クアップするバッ クアップ セッシ ョ ンは、 同時に実行できませ

ん。

• Data Protector Exchange シングル メールボッ クスのバッ クアップでは、Data Protector Exchange 
Server バッ クアップに比べて、 処理速度が遅く、 メディア スペースの消費が大き くな り ま

す。 Exchange Server の場合、 複数の受信者に送信されたメ ッセージは一度だけ保存され、 す

べての受信者にリ ンク されます。 一方、 Exchange シングル メールボッ クスでは、 メ ッセー

ジ全体が受信者ごとに個別に保存されます。

重要 Data Protector Exchange Server バッ クアップの代わりに Data Protector Exchange 
シングル メールボッ クスのバッ クアップを使用しないでください。 ク ラ ッ

シュしたシステムを復旧するには、 Exchange Server バッ クアップが必要にな

り ます。 詳細は、 “Backing Up Microsoft Exchange Server” on page 127 を参照し

て ください。

バックアップ仕様の作成

Data Protector Manager を使用して、 バッ クアップ仕様を作成します。

1. コンテキス ト  リ ス ト で [バックアップ ] をク リ ッ ク します。

2. Scoping ペインで、[バックアップ仕様 ] を展開し、[MS Exchange シングル メールボックス ]

を右ク リ ッ ク した後、 [バックアップの追加 ] をク リ ッ ク します。

表 3-3 Exchange シングル メールボックスのバックアップの種類

フル 選択されたフォルダをバッ クアップします。

増分 1 前回のフルバッ クアップ以降、 選択したフォルダに加えられた変更
をバッ クアップします。

増分 前回の各種バッ クアップ以降、 選択したフォルダに加えられた変更
をバッ クアップします。
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3. [バックアップの新規作成 ]ダイアログ ボッ クスで、バッ クアップに適用するテンプレート を

選択します。

図 3-3 テンプレートの選択

4. [ クライアント ]で、 Exchange Server システムを選択します。 ク ラスター環境では、 仮想サー

バを選択します。

[次へ ] をク リ ッ ク します。

5. Exchange ServerがData Protectorで使用できるよ うに構成されていない場合は、[シングル メー

ルボックスを構成 ]ダイアログ ボッ クスが表示されます。 92 ページの 「Exchange Server の構

成」 の手順に従って構成します。

6. バッ クアップする Exchange アイテムを選択します。

メールボッ クスはアルファベッ ト順に並べられます。 たとえば、 先頭の文字が Sのメール

ボッ クスは、 S フォルダの下に表示されます。

すべてのメールボッ クスおよびパブリ ッ ク  フォルダをバッ クアップするには、 上部の

Exchange Server システムを選択します。 あるいは、 個々のメールボッ クス とパブリ ッ ク  フォ

ルダ、 各種メールボッ クスおよびパブ リ ッ ク  フォルダにある個々のフォルダなどをブラウズ

して選択できます。
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注記 空のフォルダはバッ クアップされません。

図 3-4 バックアップする Exchange アイテムの選択

[次へ ] をク リ ッ ク します。

7. バッ クアップに使用するデバイスを選択します。

デバイス  オプシ ョ ンを指定するには ( たとえば、 デバイスの同時処理数、 使用する メディア 
プールなど )、 デバイスを右ク リ ッ ク し、 [プロパティ ] をク リ ッ ク します。

[次へ ] をク リ ッ ク します。
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8. バッ クアップ オプシ ョ ンを設定します。 アプ リ ケーシ ョ ン固有のバッ クアップ オプシ ョ ン (
図 3-5) については、 97 ページの表 3-4 を参照して ください。

図 3-5 Exchange シングル メールボックス固有のバックアップ オプシ ョ ン

[次へ ] をク リ ッ ク します。

9. 必要に応じて、 バッ クアップのスケジュールを設定します。 98 ページの 「バッ クアップ仕様

のスケジュール設定」 を参照して ください。

[次へ ] をク リ ッ ク します。

10. 名前およびバッ クアップ仕様グループを指定し、 バッ クアップ仕様を保存します。

ヒン ト 実際に使用する前にバッ クアップ仕様をプレビューして ください。 99 ページの

「バッ クアップ セッシ ョ ンのプレビュー」 を参照して ください。

表 3-4 Exchange シングル メールボックス固有のバックアップ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

実行前、 実行
後

バッ クアップ前 ([実行前 ]) またはバッ クアップ後 ([実行後 ])
に Exchange Server システムで mbx_bar.exeから実行されるコマ

ンドを指定します。 二重引用符を使用しないでください。

コマンド名のみを入力します。 Exchange Server システムの

<Data_Protector_home>\binディ レク ト リにコマンドが存在

するこ とを確認して ください。
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バックアップ仕様の変更

いつでもバッ クアップ仕様を変更できます。 [ バッ クアップ ] コンテキス トの Scoping ペインで名

前をク リ ッ ク し、 該当するタブをク リ ッ ク して変更内容を適用します。

バックアップ仕様のスケジュール設定

指定した時刻、 または定期的に無人でバッ クアップを実行できます。 スケジュール設定の詳細に

ついては、 オンライン ヘルプの検索キーワード 「スケジュール バッ クアップ」 で表示される内

容を参照して ください。

スケジュール設定の例

選択した Exchange アイテムの増分 1 バッ クアップを日曜日の午後 2 時 45 分、 午後 6 時、 および

午後 8 時に実行するには、 以下の手順に従ってください。

1. [スケジュール]ページのカレンダーで開始日を選択し、[追加]をク リ ッ ク して[バックアップ

のスケジュール ]ダイアログ ボッ クスを開きます。

2. [繰り返し ]で、[週単位]を選択します。[時間オプション]で時刻[2]時[45]分を選択します。

[繰り返しオプション ]で、 [日 ] を選択します。 [セッション オプション ]で、 バッ クアッ

プの種類と して [増分 1] を選択します。 図 3-6 を参照して ください。

[OK] をク リ ッ ク します。

3. 手順 1 と 2 を繰り返して、 午後 6 時と午後 8 時のバッ クアップ スケジュールを設定します。
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4. [適用 ] をク リ ッ ク して変更内容を保存します。

図 3-6 バックアップ仕様のスケジュール設定

バックアップ セッシ ョ ンのプレビュー

バッ クアップ セッシ ョ ンをプレビューしてテス ト します。 Data Protector GUI または CLI を使用

できます。

Data Protector GUI の使用

1. コンテキス ト  リ ス ト で [バックアップ ] をク リ ッ ク します。

2. Scoping ペインで、[バックアップ仕様 ]、[MS Exchange シングル メールボックス ]の順に展

開します。 プレビュー対象のバッ クアップ仕様を右ク リ ッ ク し、 [バックアップのプレビュー

] をク リ ッ ク します。

3. [バックアップの種類 ] と [ネッ トワーク負荷 ] を指定します。 [OK] をク リ ッ ク します。

プレビューが正常に終了した時点で、 「セッションは正常に終了しました」 という メ ッセージが表
示されます。
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Data Protector CLI の使用

以下のコマンドを実行します。

omnib -mbx_list <backup_specification_name> -test_bar

プレビュー時にどのような処理が実行されるか

以下の項目がテス ト されます。

• Exchange Server と Data Protector との間の通信

• バッ クアップ仕様の構文

• 使用するデバイスが正し く指定されているかど うか

• 必要なメディアがデバイスに装着されているかど うか

上記のテス ト後、 Exchange Server 側のプレビューが開始され、 選択した Exchange アイテムが

バッ クアップに適した状態であるかど うかがチェッ ク されます。

バックアップ セッシ ョ ンの開始

要求に応じて対話型バッ クアップが実行されます。 対話型バッ クアップは、 緊急バッ クアップま
たは異常終了したバッ クアップの再起動に有効です。

Data Protector GUI または CLI を使用します。

Data Protector GUI の使用

1. コンテキス ト  リ ス ト で [バックアップ ] をク リ ッ ク します。

2. Scoping ペインで、[バックアップ仕様 ]、[MS Exchange シングル メールボックス ]の順に展

開します。 開始するバッ クアップ仕様を右ク リ ッ ク し、 [バックアップ開始 ]] をク リ ッ ク し

ます。

3. [バックアップの種類 ] と [ネッ トワーク負荷 ] を指定します。 [OK] をク リ ッ ク します。

バッ クアップ セッシ ョ ンが正常に終了した時点で、 「セッションは正常に終了しました」 という

メ ッセージが表示されます。

Data Protector CLI の使用

Exchange Server システムで、 以下のコマンドを実行します。

omnib -mbx_list <backup_specification_name> [-barmode< mailbox_mode>] 
[<list_options>]
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こ こで、 <mailbox_mode>は以下の 3 種類のいずれかになり ます。

{ フル |増分 |増分 1}

<list_options>については、 omnibのマンページを参照して ください。

例

バッ クアップ仕様 FIRST を使用し、 データ保護を 5 日に設定して増分バッ クアップを開始する

には、 次のコマンドを実行します。

omnib -mbx_list FIRST -barmode inc -protect 5
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復元

Data Protector GUI または CLI を使用し、 Exchange アイテムを復元します。

作業を開始する前に

✓ 別のメールボッ クスに Exchange アイテムを復元する場合は、 復元先のメールボッ クスが復元

先の Exchange Server 上に存在するこ とを確認して ください。

✓ 別の Exchange Server システムに Exchange アイテムを復元する場合は、 復元先の Exchange 
Server システムに MS Exchange 2000/2003用統合ソフ トウェアコンポーネン トがインス

トールされ、 Exchange Server が Data Protector で使用できるよ うに構成されているこ とを確認

して ください。

Data Protector GUI を使用した復元

1. コンテキス ト  リ ス ト で [復元 ] をク リ ッ ク します。

2. Scoping ペインで、 [MS Exchange シングル メールボックス ] を展開し、 復元対象データの

バッ クアップ元になる ク ライアン ト を展開した後、 [MS Exchange シングル メールボックス

] をク リ ッ ク します。

3. [ ソース ]ページで、 復元対象の Exchange アイテムをブラウズし、 選択します。

すべてのメールボッ クスおよびパブリ ッ ク  フォルダを復元するには、 [ メールボックス ] と

[パブリック 　フォルダ ] を選択します。 あるいは、 個々のメールボッ クス とパブ リ ッ ク  
フォルダ、 各種メールボッ クスおよびパブリ ッ ク  フォルダにある個々のフォルダなどをブラ

ウズして選択できます。

メールボッ クスはアルファベッ ト順に並べられます。 たとえば、 先頭の文字が Sのメール

ボッ クスは、 S フォルダの下に表示されます。
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図 3-7 を参照して ください。

図 3-7 復元する Exchange アイテムの選択

個々のメールボッ クスまたはパブリ ッ ク  フォルダごとにバッ クアップ バージ ョ ン、 使用す

るバッ クアップ チェーン、 および復元先を指定できます。
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デフォルトでは、 前回のバッ クアップ セッシ ョ ンが復元に使用されます。 別のセッシ ョ ンか

ら復元するには、 該当する メールボッ クスまたは [パブリック フォルダ ] を右ク リ ッ ク し、

[プロパティ ] をク リ ッ ク します。 図 3-8 を参照して ください。

図 3-8 バージ ョ ン プロパティ

復元先および使用するバッ クアップ セッシ ョ ンのチェーンを指定するには、 [拡張 ] タブを

ク リ ッ ク します。 図 3-9 を参照して ください。 

図 3-9 拡張プロパテ ィ
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これらのオプシ ョ ンの詳細については、 107 ページの表 3-5 を参照して ください。

注記 結果エリ アに表示されるフォルダは、 選択したバッ クアップ セッシ ョ ンおよ

び [復元チェーン ]オプシ ョ ンに応じて変わり ます。

たとえば、 [ このバックアップのみ復元 ] を選択した場合、 選択したセッシ ョ

ンでバッ クアップされた Exchange アイテムのみが表示されます。 一方、 [

メールボックスの完全復元 ] を選択する と、 バッ クアップ セッシ ョ ンの復元

チェーンでバッ クアップされたすべての Exchange アイテムが表示されます。

デフォルトでは、 [ メールボックスの完全復元 ]オプシ ョ ンおよび [新規フォルダへ復元 ]オ

プシ ョ ンが選択されています。

4. [オプション ]ページで、 復元先の Exchange Server システムを指定します。 デフォルトでは、

元の Exchange Server システムが選択されています。

図 3-10 復元先の Exchange Server システムの選択

5. [デバイス ]ページで、 復元に使用するデバイスを選択します。

6. [復元 ] をク リ ッ ク します。

7. [復元セッションの開始 ]ダイアログ ボッ クスで、 [次へ ] をク リ ッ ク します。

8. [レポート レベル ] と [ネッ トワーク負荷 ] を指定します。

[完了 ] をク リ ッ ク して復元を開始します。
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セッシ ョ ンが正常に終了した時点で、 「セッションは正常に終了しました」 という メ ッセージ
が表示されます。

図 3-11 [ 新規フォルダへ復元 ] オプシ ョ ンを選択して復元したメールボック

スとパブリ ッ ク  フォルダの内容

復元したデータを .pst ファ イルに転送するには、 以下の手順に従ってください。

1. ク ラ イアン ト  システム上に .pst ファ イルを作成します。

2. Exchange Server システムに接続します。
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Data Protector<backup date> <backup time> フォルダまたは Data Protector<backup 

date> <backup time> - public folder フォルダから、 上記で作成した .pst ファ イルに復

元したデータを移動します。

表 3-5 Exchange シングル メールボックスの復元オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

[ このバックアップ

のみ復元 ]

選択したバッ クアップ セッシ ョ ンのデータのみを復元す

る場合に選択します。

[ メールボックスの

完全復元 ]

デフォルトの選択。 選択したバッ クアップ セッシ ョ ンか

らデータが復元されるほか、 新のフル バッ クアップ、

新の増分 1 バッ クアップ ( 存在する場合 )、 後の増分

1 バッ クアップから選択したバージ ョ ンまでの増分バッ ク

アップなどを使用してデータが復元されます。

これらのセッシ ョ ンでバッ クアップされたすべてのフォ
ルダが表示され、 復元用に選択できます。

[元のフォルダへ復

元 ]

Data Protector は、 バッ クアップ元と同じフォルダに

Exchange アイテムを復元します。

[最新メッセージを保持 ] を選択した場合、 復元先のメー

ルボッ クスまたはパブリ ッ ク  フォルダにある既存のメ ッ

セージは、 バッ クアップ バージ ョ ンと異なっていても復

元されません。

[最新メッセージを保持 ] を選択していない場合、 すべて

のメ ッセージが復元され、 現在のバージ ョ ン ( 存在する場

合 ) が置き換えられます。 メールボッ クスまたはパブリ ッ

ク  フォルダに同一メ ッセージで異なるバーシ ョ ンが存在

する場合 ( たとえば、 メ ッセージのコピーが存在する場合

)、 1 つのバージ ョ ンのみがバッ クアップ バージ ョ ンに置

き換えられ、 他のすべてのバージ ョ ンはそのまま保持さ
れます。

指定したバッ クアップ セッシ ョ ン ( またはバッ クアップ 
セッシ ョ ンの復元チェーン ) でバッ クアップされていない

メールボッ クスのメ ッセージは常に、 そのまま保持され
ます。

このオプシ ョ ンは、 デフォルトで選択されません。 
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Data Protector CLI を使用した復元

Exchange Server システムで、 以下のコマンドを実行します。

omnir -mbx -barhost <client_name> [-destination <dest_client_name>] -mailbox 

<mailbox_name> -session <session_ID> [<mailbox_options>] -public -session 

<session_ID> [<Public_Folders_options>]

<mailbox_options> には、 以下の各オプシ ョ ンを指定します。

[新規フォルダへ復

元 ]

デフォルトの選択。 Data Protector は、 メールボッ クスの

ルート ( またはすべてのパブリック フォルダのルート ) に
新しいフォルダを作成し、 そのフォルダに Exchange アイ

テムを復元します。 106 ページの図 3-11 を参照して くださ

い。

メールボッ クスを復元する場合、 フォルダ名は Data 

Protector <backup_date> <backup_time>になり ま

す。 パブリ ッ ク  フォルダを復元する場合、 フォルダ名は

Data Protector <backup_date> <backup_time> - 

public folderになり ます。

同一バッ クアップから複数回の復元を実行した場合は、
フォルダ名に番号が追加されます。 たとえば、 メールボッ

クスの復元セッシ ョ ンが 2 回目の場合、 フォルダ Data 

Protector <backup_date> <backup_time> (1)が作

成されます。

[ メールボックスへ

復元 ]

デフォルトでは、 メールボッ クスの Exchange アイテムが

元のメールボッ クスに復元されます。 復元先と して異な
る メールボッ クスを指定する場合に選択します。 各種
メールボッ クスの Exchange アイテムを同一のメールボッ

クスに復元できます。

プライバシー保護のため、 パブリ ッ ク  フォルダにはメー

ルボッ クスの Exchange アイテムを復元できません。

[別のホストへ復元
]

デフォルトでは、 Exchange アイテムが元の Exchange 
Server システムに復元されます。 復元先と して異なる

Exchange Server システムを指定する場合に選択します。 

表 3-5 Exchange シングル メールボックスの復元オプシ ョ ン  ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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-destMailbox<dest_mailbox_name>
-folder <folder>
-exclude <ex_folder>
-originalfolder {-keep_msg | -overwrite_msg}
-chain

<Public_Folders_options> には、 以下の各オプシ ョ ンから選択して指定します。

-folder <folder>

-exclude <ex_folder>

-originalfolder {-keep_msg | -overwrite_msg}
-chain

注記 復元する メールボッ クス数に相当する回数だけ、 -mailbox <mailbox_name> 

-session <session_ID> [<mailbox_options>] を指定します。

復元するフォルダ数に相当する回数だけ -folder <folder> を指定するか、 復元

から除外するフォルダ数に相当する回数だけ -exclude <ex_folder> を指定し

ます。

パラメータの一覧

<client_name> 元の Exchange Server システム。 復元する Exchange アイテムは、 このシステム

からバッ クアップしました。

<dest_client_name> 復元先の Exchange Server システム。 こ こに Exchange アイテムを復元しま

す ( 元の Exchange Server システムに復元しない場合のみ必要とな り ます )。

<session_ID> バッ クアップ バージ ョ ン ID。 オブジェク トのコピーの場合は、 オブジェク ト

のバッ クアップ ID( オブジェク トのバッ クアップ セッシ ョ ン ID と同じ ) を使

用します。 オブジェク トのコピー セッシ ョ ン ID は指定しないでください。

<mailbox_name> 元のメールボッ クス。 復元する Exchange アイテムは、 こ こからバッ クアップ

しました。 名前にスペースが含まれる場合、 引用符で名前を囲みます。 例 : 
"John Smith"

<dest_mailbox_name> 復元先のメールボッ クス。 こ こにメールボッ クスの Exchange アイテム

を復元します ( 元のメールボッ クスに復元しない場合のみ必要とな り ます )。

<folder> 復元するフォルダ。 メールボッ クスまたはパブリ ッ ク  フォルダのルート  ディ

レク ト リから始まるパス名を指定します。
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パス名にスペースが含まれる場合、 引用符でパス名を囲みます。 例
:"Inbox\My folder"

<ex_folder> メールボッ クスまたはパブリ ッ ク  フォルダの復元から除外するサブフォルダ。

オプシ ョ ンの一覧

-originalfolder このオプシ ョ ンは、 Data Protector GUI オプシ ョ ンの [元のフォルダへ復元 ]

に相当します。 指定しなかった場合、 Data Protector GUI オプシ ョ ンの [] を選

択した場合と同様の結果になり ます。

-chain このオプシ ョ ンは、 Data Protector GUI オプシ ョ ンの [ メールボックスの完全復

元 ]に相当します。 指定しない場合、 Data Protector GUI オプシ ョ ンの [ この

バックアップのみ復元 ] を選択した場合と同様の結果になり ます。

制限事項

• omnir コマンド内で指定する メールボッ クス名やフォルダ名にスラ ッシュ (/)、 バッ クスラ ッ

シュ (\)、 または二重引用符 (") が含まれている と、 復元に失敗します。

復元例

例 1

Exchange Server システムの infinity.ipr.hermesからセッシ ョ ン 2005/01/10-1でバッ ク

アップしたメールボッ クス FIRST を同じ Exchange Server システム上のメールボッ クス TEMPに

ある新規フォルダに復元するには、 次のコマンドを実行します。

omnir -mbx -barhost infinity.ipr.hermes -mailbox FIRST -session 10.01.05-1 
-destMailbox TEMP

例 2

Exchange Server システムの exchange.hp.comからセッシ ョ ン 2005/03/10-18でバッ クアップ

したメールボッ クス User 1の Inbox フォルダを元のフォルダのメ ッセージを上書きせずに復元

するには、 次のコマンドを実行します。

omnir -mbx -barhost exchange.hp.com -mailbox "User 1" -session 2005/03/10-18 
-folder Inbox -originalfolder -keep_msg
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例 3

Exchange Server システムの exchange.hp.comからセッシ ョ ン 2005/03/10-19でバッ クアップ

したメールボッ クス User 2 を元のメールボッ クスの新規フォルダに復元するには ( ただし、

Deleted Items フォルダのメ ッセージは復元しない )、 次のコマンドを実行します。

omnir -mbx -barhost exchange.hp.com -mailbox "User 2" -session 2005/03/10-19 
-exclude "Deleted Items"

例 4

Exchange Server システムの exchange.hp.comからセッシ ョ ン 2005/06/10-19でバッ クアップ

した All Public Foldersのサブフォルダである Administration と Addressesの 2 つのパ

ブリ ッ ク  フォルダと、 メールボッ クス My Mailbox を、 それぞれパブ リ ッ ク  フォルダの新規

フォルダと メールボッ クスの元のフォルダに復元するには、 次のコマンドを実行します。

omnir -mbx -barhost exchange.hp.com -public -session 2005/06/10-19 -folder 

"All Public Folders\Administration" -folder "All Public Folders\Addresses" 
-mailbox "My Mailbox" -originalfolder -keep_msg 
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セッシ ョ ンのモニター

Data Protector GUI で現在実行中のセッシ ョ ンは、 モニターするこ とができます。 対話型バッ ク

アップまたは復元セッシ ョ ンを実行している場合、 モニター ウ ィンド ウにセッシ ョ ンの進行状

況が表示されます。 GUI を閉じてもセッシ ョ ンには影響を与えません。

また、 [ モニター ] コンテキス ト を使用する と、 ユーザー インタフェース コンポーネン ト をイン

ス トールしている任意の Data Protector ク ラ イアン トからセッシ ョ ンをモニターできます。

セッシ ョ ンのモニター方法については、 オンライン  ヘルプの検索キーワード 「表示、 現在実行

中のセッシ ョ ン」 で表示される内容を参照して ください。
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性能の調整

性能の調整とは、 Exchange Server と Data Protector がよ り高い性能 ( パフォーマンス ) でバッ ク

アップと復元を実行できるよ うに各種設定を調整するこ とを意味します。

Data Protector では、 シングル メールボッ クスまたはパブ リ ッ ク  フォルダで選択した Exchange ア

イテムから個別のバッ クアップ オブジェク トが作成されます。 このオブジェク トは、 独立した

データ  ス ト リームと してバッ クアップされます。 mbx_bar.exeでは、 Data Protector バッ クアッ

プ オブジェク トの作成およびメールボッ クスのログ オンやログ オフに時間を要します。 一方、

データ転送が実際に開始されるまで、 Data Protector デバイスはアイ ドル状態で待機します。

複数のバッ クアップ オブジェク トのス ト リームを同じデバイスに同時に処理する と、 バッ ク

アップのパフォーマンスが向上する可能性があ り ます。 一方のス ト リームでバッ クアップ オブ

ジェク トの準備やメールボッ クスのログ オンかログ オフを実行しながら、 他方のバッ クアップ 
オブジェク トのデータをテープに転送し、 デバイスを活用します。

図 3-12 同時処理数 =1 によるバックアップの例
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テス トの結果、 2 つの同時データ  ス ト リームでメールボッ クス とパブリ ッ ク  フォルダをバッ ク

アップする場合、 同時処理数 =2 で 1 台のデバイスを指定するか、 同時処理数 =1 で 2 台のデバイ

スを使用する と、 高のパフォーマンスを達成するこ とが示されました。

図 3-13 同時処理数 =2 によるバックアップの例

注記 Data Protector では、 シングル メールボッ クスまたはパブ リ ッ ク  フォルダの

Exchange アイテムから複数のバッ クアップ オブジェク ト を作成するこ とはできま

せん。
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ト ラブルシューテ ィ ング

この項では、 一般的なチェッ ク事項と確認事項について記載するほか、 Data Protector Exchange 
Single Mailbox 用統合ソフ ト ウェアの使用時に発生する可能性がある問題点について説明します。 

初に 116 ページの 「問題」 を一読し、 解決策が見つからない場合には、 一般的なチェッ ク と確

認を実行するこ とをお勧めします。

Data Protector の ト ラブルシューティング全般については、 『HP OpenView Storage Data Protector ト
ラブルシューティング ガイ ド』 を参照して ください。

作業を開始する前に

✓ 新の Data Protector パッチがインス トールされているこ とを確認します。 確認方法について

は、 オンライン ヘルプの検索キーワード 「パッチ」 で表示される内容を参照して ください。

✓ Data Protector 全般に関する制限事項、 既知の問題とその回避方法については、 『HP OpenView 
Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレンス』 を参

照して ください。

✓ サポート されているバージ ョ ン、 プラ ッ ト フォームなどに関する 新の情報については、

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html を参照して ください。

チェ ックと確認

構成、 バッ クアップ、 または復元に失敗した場合、 以下の確認を行ってください。

✓ Data Protector Cell Manager 上に以下のディ レク ト リが存在しているかど うかを確認します。

<Data_Protector_home>¥config¥server¥barlists¥Mailbox

<Data_Protector_home>¥config¥server¥barschedules¥Mailbox

✓ Exchange Serverシステム上の<Data_Protector_home>\log\debug.logファ イルに記録さ

れているエラーを調べます。

まだ、 バッ クアップまたは復元に失敗する場合、 以下の確認を行ってください。

✓ Exchange Server システムで Cell Managerが正し く指定されているかど うかを確認します。 名前

が CellServer、 データが 「<Cell Manager>」 に設定されているエン ト リが次のキーの下に存

在するかど うかを確認します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Hewlett-Packard\OpenView\OmniBack II\Site

http://www.hp.com/support/manuals
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✓ Windows イベン ト  ログに記録されたエラーを調べます。

まだ、 バッ クアップに失敗する場合、 以下の確認を行ってください。

✓ Data Protector Exchange シングル メールボッ クスのバッ クアップをプレビューします。

Exchange Server 側のプレビューに失敗した場合は、 Exchange Server がオンラインであるかど

うかを確認します。

プレビューで Data Protector 側に異常が見つかった場合は、 以下の確認を行ってください。

— Exchange Server が Data Protector で使用できるよ うに構成されているかど うかを確認しま

す。 92 ページの 「Exchange Server の構成」 を参照して ください。

— Exchange シングル メールボッ クスのバッ クアップ仕様を作成し、 null デバイスまたは

ファイル デバイスにバッ クアップします。

バッ クアップが正常に終了した場合は、 デバイスに関連した問題の可能性があ り ます。
デバイスの ト ラブルシューティングについては、 オンライン  ヘルプを参照してくださ

い。

問題

問題

ユーザー権限が不足していてシステムにログインできない

Exchange Server 上の <Data_Protector_home>\log\debug.log ファ イルに以下のメ ッセージ

のいずれかが記録されます。

エラー = 596

ログオン失敗 :ユーザーはこのコンピュータでは要求されたログオンの種類を許可されていません。

または

[MBX_ImpersonateUser] クライアントが要求された特権を保有していません。

対策

ド メ イン コン ト ローラ  システムにド メ イン  レベルのポ リシー設定が定義されているかど うかを

チェ ッ ク します。 以下の順に選択します。

[スタート ] >[設定 ] > [ コントロール パネル ] > [管理ツール ] > [ ド メイン セキュリティ 

ポリシー ] > [ローカル ポリシー ] > [ユーザー権利の割り当て ]
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また、 [ オペレーティング システムの一部と して機能 ] ユーザー権限および [ サービス と してロ

グオン ] ユーザー権限が [定義済み ]に設定されているかど うかを確認します。

ド メ イン レベルのポ リシー設定が定義されている場合は、 以下の手順に従ってください。

1. ド メ イン コン ト ローラ  システムの場合

a. 以下の順に選択します。

[スタート ]>[設定 ] >[ コントロール パネル ]>[管理ツール ]>[ ド メイン セキュリ

ティ ポリシー ]>[ローカル ポリシー ] >[ユーザー権利の割り当て ]

b. Exchange Server管理者に対して[オペレーティング システムの一部として機能]ユーザー権

限および [サービスとしてログオン ]ユーザー権限を設定します。

c. 以下のコマンドを実行します。

secedit /refreshpolicy machine_policy /enforce

2. Exchange Server システムの場合

a. システムからログオフし、 再び同じユーザー アカウン トでログインします。

b. 以下の順に選択します。

[スタート ] >[設定 ] >[ コントロール パネル ] >[管理ツール ] >[ローカル セキュリ

ティ ポリシー ] > [ローカル ポリシー ] >[ユーザー権利の割り当て ]

c. [ローカルの設定]列と [有効な設定]列の両方で[オペレーティング システムの一部として

機能 ]ユーザー権限および [サービスとしてログオン ]ユーザー権限が Exchange Server
管理者に設定されているこ とを確認します。

d. Data Protector Inetサービスを再開します。

ド メ イン レベルのポ リシー設定が定義されていない場合は、 以下の手順に従って ください。

1. Exchange Server システムにログインします。

2. 以下の順に選択します。

[スタート ] > [設定 ] >[ コントロール パネル ] >[管理ツール ] >[ローカル セキュリティ 

ポリシー ] >[ローカル ポリシー ] >[ユーザー権利の割り当て ]

3. Exchange Server管理者に対して [オペレーティング システムの一部として機能]ユーザー権限

および [サービスとしてログオン ]ユーザー権限を設定します。

4. システムからログオフし、 再び同じユーザー アカウン トでログインします。
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5. Data Protector Inetサービスを再開します。

問題

Exchange Server の構成に失敗する

Exchange Server システム上の <Data_Protector_home>\log\debug.log ファ イルに以下の

メ ッセージが記録されます。

プロファイル管理オブジェク トの作成中にエラーが発生しました。

対策

1. Exchange Server システムにログインします。

2. 適切でない管理者のプロファ イルを削除します。

mbx_bar.exe delete 

3. 新しいプロファ イルを手動で作成します。

mbx_bar.exe create

4. [プロファイルの選択 ]ページで [新規 ] をク リ ッ ク します。

5. セッ ト アップ ウ ィザードに従って作業を進めます。 プロファ イル名に $$$Data Protector

を入力します。 Exchange Server システムおよび Exchange Server 管理者のメールボッ クス名を

指定します。 118 ページの図 3-14 を参照して ください。

図 3-14 Exchange Server 管理者のメールボックスの指定
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問題

別のク ライアン トへの復元が失敗する

対策

Exchange Server と Data Protector MS Exchange シングル メールボックス用統合ソフ トウェア コン

ポーネン トが復元先のシステムにインス トールおよび構成されているかど うかを確認します。

問題

別のメールボックスへの復元に失敗する

対策

復元先のメールボッ クスが復元先の Exchange Server 上に存在しているかど うかを確認します。
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本章の内容

この章では、 HP Data Protector Microsoft Volume Shadow Copy 用統合ソフ ト ウェアの構成方法およ

び使用方法を説明します。

本章の構成は、 以下に示すとおりです。

123 ページの 「はじめに」

127 ページの 「前提条件および制限事項」

129 ページの 「統合ソフ ト ウェアの概念」

133 ページの 「統合ソフ ト ウェアの構成」

136 ページの 「ラ イターに関する特記事項」

142 ページの 「ラ イターのデータのバッ クアップ」

153 ページの 「ラ イターのデータの復元」

164 ページの 「VSS のバッ クアップ セッシ ョ ンおよび復元セッシ ョ ンのモニター」

167 ページの 「 ト ラブルシューティング」
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はじめに

従来型のバッ クアップ プロセスでは、 バッ クアップ アプリ ケーシ ョ ンとバッ クアップされる側

のアプリ ケーシ ョ ンが互いに直接通信するこ とが前提となっています。 このバッ クアップ方式で
は、 バッ クアップ アプリ ケーシ ョ ンがバッ クアップ対象のアプリ ケーシ ョ ンのそれぞれに対応

した個別のインタフェースを使用する必要があ り ます。

市販のアプ リ ケーシ ョ ンの数は常に増え続けています。 アプリ ケーシ ョ ン固有の機能を扱いなが
らバッ クアップ、 復元、 および保存の各処理を行うのには困難が伴います。 この問題は、 バッ ク
アップ プロセス と復元プロセスの間で仲介役と して機能するソフ ト ウェアを導入するこ とで効

果的に解決できます。 

Volume Shadow Copy Service

Volume Shadow Copy Service (VSS) は、 Windows オペレーティング システム上で稼動する

Microsoft のソフ ト ウェア サービスです。 このサービスは、 バッ クアップ アプリ ケーシ ョ ン、

バッ クアップ対象のアプ リ ケーシ ョ ン、 シャ ド ウ  コピー プロバイダ、 およびオペレーティング 
システム カーネルと連携して、 ボ リ ューム  シャ ド ウ  コピーおよびシャ ド ウ  コピー セッ トの管理

を実現します。 

HP OpenView Storage Data Protector では、 Microsoft Volume Shadow Copy Service (VSS) との統合を

サポート しています。 

Data Protector Volume Shadow Copy 用統合ソフ ト ウェアは、 任意のアプリ ケーシ ョ ンのバッ クアッ

プと復元をそのアプリ ケーシ ョ ンの機能に関係なく取り ま とめる統一通信インタフェースを提供
します。 このアプローチによ り、 バッ クアップ アプ リ ケーシ ョ ンがバッ クアップ対象の各アプ

リ ケーシ ョ ンを個別に処理する必要がなくな り ます。 ただし、 本稼動アプリ ケーシ ョ ンは、 バッ
クアップ アプリ ケーシ ョ ン同様、 VSS の仕様に準拠している必要があ り ます。
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図 4-1 と図 4-2 は、 Data Protector MS Volume Shadow Copy 用統合ソフ ト ウェアによるバッ クアッ

プ モデルが従来型のバッ クアップ モデルとどのよ うに異なっているかを示しています。 
図 4-1 従来型のバックアップ モデル

図 4-2 Data Protector の VSS 用統合ソフトウェアによるバックアップ モデル
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Volume Shadow Copy Service を使用しない場合、 Data Protector はバッ クアップ対象の各アプリ

ケーシ ョ ンと個別に通信する必要があ り ます。 Data Protector の VSS 用統合ソフ ト ウェアは、

バッ クアップおよび復元用の統一インタフェースを提供し、 バッ クアップ プロセス と復元イン

タフェースに関与するソフ ト ウェアの間の統合管理を実現します。 

利点

Data Protector MS Volume Shadow Copy 用統合ソフ ト ウェアを使用するこ とには、 以下のよ うな利

点があ り ます。

• すべてのバッ クアップ処理の集中管理

管理者はバッ クアップ処理を集中管理できます。

• メディア管理

Data Protector は、 高度なメディア管理システムを備えています。 メディアの使用状況をモニ

ターしたり、 保存データの保護を設定したり、 メディア プール内のデバイスを編成および管

理するこ とができます。

• バッ クアップ管理

バッ クアップ処理中または処理後にバッ クアップ済みデータを複製して、 バッ クアップの
フォールト  ト レランスを向上した り、 データのセキュ リ ティ と可用性を強化、 ボールティン

グの目的で使用できます。

• スケジュール設定

Data Protector には、 バッ クアップを自動で定期的に実行するための管理者用のスケジューラ

が組み込まれています。 Data Protector スケジューラを使う と、 適切なデバイス と メディアが

設定されていれば、 バッ クアップを指定した時刻に無人で実行できます。

• デバイスのサポート

Data Protector は、 ファ イル、 スタンドアロン ド ラ イブ、 非常に大きなマルチド ライブ ラ イ

ブラ リ など、 さまざまなデバイスをサポート しています。

• レポート

Data Protector には、 バッ クアップ環境に関する情報のレポート を作成する機能があ り ます。

レポートは、 特定の時間に生成されるよ うにスケジュール設定するこ と もできれば、 事前定
義のイベン ト ( バッ クアップ セッシ ョ ンの終了やマウン ト要求など ) に関連付けて設定する

こ と もできます。

• モニター
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Data Protector は、 Data Protector GUI がインス トールされているシステムであれば、 どのシス

テムからでも、 実行中のセッシ ョ ンをモニターしたり、 完了したセッシ ョ ンを確認する機能
を備えています。

これらのログには、 管理者が後からバッ クアップ処理の内容を確認するのに役立つ履歴情報
が格納されます。
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前提条件および制限事項

Data Protector MS Volume Shadow Copy 用統合ソフ ト ウェアの前提条件および制限事項は、 以下に

示すとおりです。

前提条件

• 統合化を開始する前に、 Data Protector、 ラ イター、 およびシャ ド ウ  コピー プロバイダがすで

にインス トールされており、 正し く構成されているこ とを確認して ください。 詳細について
は、 以下のドキュ メン ト を参照して ください。

— サポート されているバージ ョ ン、 プラ ッ ト フォーム、 デバイスなどに関する 新情報や

制限事項については、 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト

ウェア ノート  および リ ファレンス』 を参照して ください。 

— 各種アーキテクチャへのData Protectorのインス トール手順およびData Protector MS Volume 
Shadow Copy 用統合ソフ ト ウェアのインス トール手順については、 『HP OpenView Storage 
Data Protector インス トールおよびライセンス  ガイ ド』 を参照して ください。 

— ライターとシャ ド ウ  コピー プロバイダをシステム上にインス トールして構成する手順に

ついては、 ラ イターおよびプロバイダのドキュ メン ト を参照して ください。 

制限事項

Data Protector 全般に関する制限事項の一覧については、 『HP OpenView Storage Data Protector 
Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレンス』 を参照して ください。 この統

合ソフ ト ウェアに固有の制限事項は、 以下のとおりです。

• ボ リ ュームあたりのシャ ド ウ  コピー数の上限は 64 です。 ボ リ ュームあたりのシャ ド ウ  コ
ピー数の上限は、 システム  リ ソースに依存します。

• VSS 用統合ソフ ト ウェア バッ クアップを実行するには、 ライターのデータが NTFS ファ イル

システムに存在している必要があ り ます。

• ネッ ト ワーク共有ボ リ ュームにデータを保存するライターの VSS用統合ソフ ト ウェア バッ ク

アップはサポート されていません。

• Data Protector の MS VSS 用統合ソフ ト ウェアには、カスタム復元を要求するライターに対応し

た復元方法は用意されていません。 Data Protector では、 これらのライターはデフォルトでは

存在しません。
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ライターによってカスタム復元方法が指定されている場合、 Data Protector では、 そのライ

ターのデータをプレーン  ファ イルと してのみ復元するこ とが可能です。 カスタム復元は、 手

動で実行できます。 復元方法の詳細については、 ライターのドキュ メン ト を参照して くださ
い。

• プレビューは、 VSS ファ イルシステムのバッ クアップ セッシ ョ ンでのみ使用できます。
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統合ソフ トウェアの概念

Data Protector を MS Volume Shadow Copy Service と統合する と、 認証済みの VSS ラ イターが完全

にサポート されるよ うにな り ます。 VSS ライターの自動検出やバッ クアップ / 復元機能がこのサ

ポートに含まれます。

サポート されている VSS ラ イターおよびプロバイダの全リ ス トについては、

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html にある 新のサポート一覧を参照して

ください。

この統合ソフ トウェアを使用することによる利点

Data Protector の VSS 用統合ソフ ト ウェアを使用するこ とには、 以下のよ うな利点があ り ます。

• ライターを備えるすべてのアプ リ ケーシ ョ ンに対して、 統一されたバッ クアップ インタ

フェースが提供されます。

• ライターがアプリ ケーシ ョ ン レベルのデータ整合性を提供します。 バッ クアップ アプ リ

ケーシ ョ ンからの介入は不要です。

VSSBAR エージェン ト

Data Protector を MS Volume Shadow Copy Service と リ ンクする VSSBAR エージェン トが統合ソフ

ト ウェアの中心的なコンポーネン ト とな り ます。 Data Protector MS Volume Shadow Copy 用統合ソ

フ ト ウェアでは、 VSS 対応ライターの自動ブラウズとバッ クアップ / 復元の管理に VSSBAR
エージェン ト を使用します。 VSSBAR エージェン トは、 以下の処理を受け持ちます。

• VSS ラ イターを検出する

• ライター メ タデータ  ドキュ メン ト (WMD) をチェ ッ ク / 分析する

注記 各ライターは、 Writer Metadata Document (WMD) と呼ばれる メ タデータを提

供します。 このメ タデータによってライターが識別され、 バッ クアップ対象
のデータ と復元方法がバッ クアップ アプリ ケーシ ョ ンに対して指示されます。

Data Protector では、 ライター側で指定されている必要条件に従って、 バッ ク

アップ対象のボ リ ュームと復元方法を選択します。 

• シャ ド ウ  コピーの作成を要求する

• ライター データを メディアにバッ クアップする

http://www.hp.com/support/manuals
http://www.hp.com/support/manuals
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• 復元セッシ ョ ンの開始を調整する

• ライター メ タデータ  ドキュ メ ン ト を復元する

• ライターのデータをメディアから復元する

バックアップ

Data Protector の VSS 用統合ソフ ト ウェア バッ クアップの実行中、 Data Protector は各ライターと

直接には通信せず、 VSS インタフェースを経由して通信します。 バッ クアップ プロセスは、

VSSBAR エージェン トによって調整されます。 データ整合性は、 ライター レベルで確保され、

Data Protector の機能に依存しません。 VSS 対応ライターのバッ クアップ プロセスは、 以下の段

階を通じて行われます。

1. ライターを選択してバッ クアップ対象のコンポーネン ト を指定し、 VSS 用統合ソフ ト ウェア 
バッ クアップを開始する と、 Data Protector が Volume Shadow Copy Service ( バッ クアップ 
コーディネータ ) と通信し、 バッ クアップの開始を通知します。

2. コーディネータは、 VSS 機能をサポート しているすべてのライターを識別し、 使用可能なラ

イターとそれらの特性のリ ス ト ( ラ イター メ タデータ  ドキュ メン ト ) を Data Protector に返し

ます。

3. Data Protector は、 ライター メ タデータをチェ ッ ク し、 バッ クアップ対象のデータが格納され

ているボ リ ュームを識別します。 さ らに、 VSS から使用可能なライターに対して、 どのコン

ポーネン トが選択されているかが通知されます。

4. Data Protector は、 整合性のある状態にする必要があるボ リ ューム ( シャ ド ウ  コピー セッ ト ）

の リ ス ト を作成してコーディネータに返し、 シャ ド ウ  コピーを準備させます。 

5. VSSBAR エージェン トからライターに対し、 シャ ド ウ  コピーの作成が通知されます。 シャ ド

ウ  コピーの作成中は、 VSS メカニズムによ り、 そのボ リ ュームに対する書き込みが禁止され

ます。 

注記 VSSBAR エージェン トは、 ボ リ ュームのシャ ド ウ  コピーを作成する と きに、

同じボ リ ュームから別のシャ ド ウ  コピーが同時に作成されるこ とがないよ う

に、 そのボ リ ュームにマークを付けます。 ボ リ ューム  ロ ッ クからデッ ド ロ ッ

クが生じるのを防止するために、 シャ ド ウ  コピー セッ ト を定義できる

VSSBAR エージェン トは常に 1 つだけに制限されます。

6. ライターが整合性のあるシャ ド ウ  コピー バッ クアップを作成するための準備が完全に整う

と、 VSSBAR エージェン トがシャ ド ウ  コピー プロバイダにシャ ド ウ  コピーの作成を要求し

ます。
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7. シャ ド ウ  コピーが作成される と、 VSS サービスが関連情報を Data Protector に返します。

8. Data Protector バッ クアップは、 シャ ド ウ  コピーのデータを メディアにバッ クアップし、 シャ

ド ウ  コピーの解放が可能であるこ とを VSS サービスに通知します。 VSS はシャ ド ウ  コピー 
プロバイダにコマンドを発行し、 既にバッ クアップされたシャ ド ウ  コピーを破棄させます。

図 4-3 で、 ローカルまたはネッ ト ワーク経由での VSS バッ クアップ機能の関係を示します。

図 4-3 ローカルまたはネッ トワーク経由での VSS バックアップ

復元

Data Protector では、 以下の 2 種類の復元モードが提供されています。 

• VSS サービスを使用したコンポーネン トの復元

• VSS の代わりに DMA サービスを使用したファイルの復元

Data Protector のデフォルトでは、 VSS サービスを使用して、 ラ イター コンポーネン トが復元さ

れます。 

また、 Data Protector の VSS 用統合ソフ ト ウェア内では、 インスタン ト  リ カバリ も使用できます。

この機能には、 VDS ハード ウェア プロバイダが必要です。
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コンポーネン トの復元

復元手順の実行中、 Data Protector VSS 用統合ソフ ト ウェアは、 Data Protector と ラ イターの間の通

信を調整します。 復元処理では、 復元を準備して、 コンポーネン ト を復元し、 アプ リ ケーシ ョ ン  
ライターに復元完了を通知します。 VSS 対応ライターの復元プロセスは、 以下の段階を通じて行

われます。

1. Data Protector が、 まず 初にバッ クアップ中に収集されたライター メ タデータを復元しま

す。 それらのメ タデータをチェ ッ ク してバッ クアップ コンポーネン ト を識別し、 復元方法を

確定します。 特定のボ リ ュームへの復元が可能かど うかもチェッ ク されます。

2. Data Protector がコーディネータ (VSS サービス ) に接続して復元の開始を通知し、 ラ イターと

通信します。 また、 Data Protector バッ クアップ メディアからバッ クアップ メ タデータで指定

されている場所にデータを復元します。 復元処理中、 Data Protector はライターの指示に従

い、 ライター メ タデータ  ドキュ メン ト (WMD) で付加的なチェ ッ クや処理が指定されていれ

ば、 それらを実行します。

3. Data Protector は、 バッ クアップ メディアからデータを正常に復元し終える と、 復元の完了を

コーディネータに通知します。 この通知は、 ライターが新しい復元データにアクセスして内

部処理 （たとえば復元） を開始できるこ とを意味します。

ファイルの復元

VSS コンポーネン トの復元が正常に終了する と、 このコンポーネン ト を構成するすべてのファイ

ルが復元されたこ とにな り ます。 単一ファイルの復元に失敗する と、 コンポーネン ト全体の復元
も正常に終了しません。 Data Protector では、 こ う した問題を解決するため、 Volume Shadow Copy 
Service を使用せずに単一ファイルを復元する復元モードが追加提供されています。 また、 復元

先が VSS をサポート していないシステムまたは VSS ラ イターをインス トールしていないシステ

ムの場合に、 このモードを使用できます。

ファ イルまたはファイル群の復元時に DMA が起動され、 Data Protector ファ イルシステム標準復

元手順でファイルが復元されます。

重要 ファ イル復元モードでは VSS サービスが利用されないため、 コンポーネン トの復

元後 ( データベースの復元など ) に起動する追加タスクは実行されません。 アプ

リ ケーシ ョ ン  データは整合性のない状態で残るこ とがあ り、 アプ リ ケーシ ョ ンの

復元前に追加の手順を手動で実行する必要がある場合があ り ます。
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統合ソフ トウェアの構成

Data Protector MS Volume Shadow Copy 用統合ソフ ト ウェアでは、 ク ラスター対応の Data Protector 
VSS 用統合ソフ ト ウェアを構成するのでない限り、 Data Protector 側とアプリ ケーシ ョ ン側のどち

らについても特別な構成作業は不要です。

VSS ラ イターには、 Windows オペレーティング システムに付属しているものと、 アプ リ ケー

シ ョ ンに付属しているものがあ り ます。 Data Protector で VSS バッ クアップ仕様を作成して登録

する と、 ラ イターが自動的に検出されます。 

システムにどのライターとプロバイダがインス トールおよび登録されているかは、 Windows オペ

レーティング システムに用意されている下記のコマンドでチェッ クできます。

• ライターの リ ス ト を取得するコマンド :VSSadmin list writers

• VSS プロバイダの リ ス ト を取得するコマンド :VSSadmin list providers

• VDS ハード ウェア プロバイダは、 インス トールされているソフ ト ウェアの一覧に表示されま

す。 [ コントロール パネル ] -> [プログラムの追加と削除 ]の順に選択して確認します。

Data Protector の VSS 用統合ソフ トウェアをクラスター対応として構成する

Data Protector の VSS 用統合ソフ ト ウェアをク ラスター対応と して構成する手順は以下のとおり

です。

1. ク ラスター対応の VSS ク ラ イアン ト を構成します。133 ページの「ク ラスター対応の VSS ク ラ

イアン ト を構成する」 を参照して ください。

2. ク ラスター対応の VSS 用統合ソフ ト ウェア バッ クアップを構成します。 詳細は、 134 ページ

の 「ク ラスター対応 VSS ク ラ イアン トに対してバッ クアップを構成する」 を参照して くださ

い。

ク ラスター対応の場合のグローバル構成作業の概要を以下に示します。

クラスター対応の VSS クライアン ト を構成する

Data Protector の VSS 構成ファイルは Cell Manager 上に置かれているので、 ク ラ イアン トの構成

は、 1 つの VSS ク ラ イアン ト ごとに、 ク ラスター ノードのいずれか 1 つを実行する必要があ り

ます。
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クラスター対応 VSS クライアン トに対してバックアップを構成する

ク ラスター対応 VSS ク ラ イアン トに対してバッ クアップを構成するには、 142 ページの 「GUI を
使用したバッ クアップ仕様の作成」 で説明した手順に従って Data Protector の VSS バッ クアップ

仕様を作成します。

MS VSS インフラス ト ラ クチャでは、 ク ラスター リ ソース と して実行されているライター ( ク ラ

スター対応ライターなど ) が認識されません。 そのため、 バッ クアップ仕様の作成時に、 MS 
VSS 用統合ソフ ト ウェア エージェン トはク ラスター対応ライターと ク ラスター非対応ライター

を区別できません。 ク ラスター対応ライターと ク ラスター非対応ライターのそれぞれに対応する
個別のバッ クアップ仕様を構成する必要があ り ます。

ク ラスター対応ライターをバッ クアップする場合 (MSDE ラ イターを介して SQL Server をバッ ク

アップする場合など ) には、 VSS ク ラ イアン ト  システムの名前を特定のライター リ ソース  グ
ループで定義されている仮想サーバ名と して指定する必要があ り ます。 

ク ラスターに対応していないライター ( システム ラ イターやイベン ト  ログ ラ イターなど ) を
バッ クアップする場合は、 VSS ク ライアン ト  システムの名前を物理ノード と して指定します。

例 4-1 VSS クラスターに関する特記事項

ク ラスター対応ライターと ク ラスター非対応ライターのそれぞれに対応する個別のバッ クアップ
仕様を作成する必要があるのは、 下の例に示す理由があるからです。

node_A と node_Bがあ り、 MS Exchange Server 2003 が仮想ホス ト exchsvr上で稼動している と

します。 バッ クアップ仕様の作成時には、 たとえば MS Exchange ライターと イベン ト  ログ ラ イ

ターの 2 つを選択するこ とができます。 バッ クアップ時に Exchange が node_A上で動作してい

る と します。 この 2 つのライターに対してバッ クアップ仕様を 1 つしか作成しなければ、 以下の

よ う な問題が発生します

• ソース  ホス ト と して node_A を選択したのであれば、 イベン ト  ログ ラ イターと Exchange 
Server 2003 が node_Aに関連付けられるこ とにな り ます。 と ころが、 仮想サーバに所属して

いる Exchange Server を、 物理ノードに所属しているイベン ト  ログ ラ イターに関連付けるの

は不正とな り ます。

こ こで、 フェイルオーバーが発生し、 MS Exchange Server 2003 が node_B上で動作する と し

ます。 この状態でデータを node_Aに復元しよ う と しても、 Exchange ディ スクは node_Bに

よって所有されており、 書き込みができないため、 復元は失敗します。 その一方で、 イベン
ト  ログ ラ イターの復元は成功します。

• ソース  ホス ト と して exchsvr を選択したのであれば、 イベン ト  ログ ラ イターと Exchange 
Server が仮想サーバ exchsvr に関連付けられるこ とにな り ます。 と ころが、 物理ノードに

属しているイベン ト  ログ ラ イターを、 仮想サーバに属している Exchange Server 2003 に関連

付けるのは不正な状況とな り ます。
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こ こで、 フェイルオーバーが発生し、 MS Exchange Server 2003 が node_B上で動作する と し

ます。 イベン ト  ログ ラ イターのデータを exchsvr に復元しよ う とする と、 node_A のイベ

ン ト  ログのデータで node_B のイベン ト  ログのデータが上書きされます ( 少なく と も上書き

が試行されます )。 イベン ト  ログ ラ イターの復元は失敗しますが、 Exchange Server の復元は

成功します。
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ライターに関する特記事項

こ こでは、 VSS ラ イターのバッ クアップまたは復元を開始する前に考慮すべき特記事項を述べま

す。

VSS ラ イターは、 Windows オペレーティング システムかアプリ ケーシ ョ ンのどちらかに付属し

ています。 サポート されている VSS ラ イターおよびプロバイダの全リ ス トについては、

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html にある 新のサポート一覧を参照して

ください。

Data Protector の MS VSS 用統合ソフ ト ウェアには、 カスタム復元を要求するライターに対応した

復元方法は用意されていません。 ライターによってカスタム復元方法が指定されている場合、
Data Protector では、 そのライターのデータをプレーン  ファ イルと してのみ復元するこ とが可能

です。 カスタム復元は、 手動で実行できます。 復元方法の詳細については、 ライターのドキュ メ
ン ト を参照して ください。

注記 Data Protector では、 カスタム復元方法が必要なライターは、 デフォルトでは表示

されません。 表示するには、 すべてのライターの omnirc変数

OB2VSS_SHOWALLWRITERSが 1に設定されていなければなり ません。

表 4-1 に各種 VSS ラ イターの一覧を示します。

表 4-1 ライターの一覧

ライター名 説明 復元方法

証明機関 
ライター
(Certificate 
Authority 
Writer)

証明機関 (CA) サービス  データベースの

バッ クアップと復元に使用されるシス
テム  ラ イターです。 CA サービスは、 公

開キー ベースの暗号化技術で使用され

ている証明書の発行、 取り消し、 およ
び管理を行います。

再ブート後に
ファイルを復
元します。

http://www.hp.com/support/manuals
http://www.hp.com/support/manuals
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ク ラスター 
サービス  ラ
イター

Microsoft Cluster Server (MSCS) 上でクラ

スター サービスのバッ クアップと復元

に使用される VSS ラ イターです。 カス

タム API を使用します。 ク ラスター 
サービスは、 Windows サーバのコン

ポーネン トの 1 つです。 ク ラスター 
ノード上のサーバ ク ラスター アクティ

ビティ を制御します。 ク ラスターの運
用に不可欠なサービスです。 

カスタム復元
方法

COM+ 
REGDB ラ イ

ター

COM+ データベース  サービスのバッ ク

アップと復元に使用される VSS ラ イ

ターです。 カスタム API を使用します。

COM+ データベース  サービスは、 サブ

スク ライブしている COM+ コンポーネ

ン トにイベン ト を自動的に配布します。 

カスタム復元
方法

DHCP Jet ラ
イター

DHCP サービス  データベースのバッ ク

アップと復元に使用されるシステム ラ
イターです。 DHCP サービスは、 DHCP 
(Dynamic Host Configuration Protocol) ク

ライアン トに対して動的 IP アドレス割

り当てとネッ ト ワーク構成を提供しま
す。 

再ブート後に
ファイルを復
元します。

イベン ト  ロ
グ ラ イター

イベン ト  ログのバッ クアップと復元に

使用されるシステム ラ イターです。 イ

ベン ト  ログとは、 Windows オペレー

ティング システムがイベン トに関する

情報を書き込むファイルです。 サービス

の開始 / 停止やユーザーのログオン / ロ
グオフなどが記録されます。

再ブート後に
ファイルを復
元します。

表 4-1 ライターの一覧 ( 続き )

ライター名 説明 復元方法
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FRS ライ

ター

ファ イル複製サービスのバッ クアップ
と復元に使用される VSS ラ イターです。 
カスタム API を使用します。 ファ イル

複製サービス (FRS) は、 システム ボ
リ ューム (SYSVOL) に格納されているシ

ステム  ポ リシーと ログオン  スク リプ ト

を複製するマルチスレッ ドの複製エン
ジンです。 このサービスでは、 分散
ファイル システム (DFS) データを複製

したり、 複数のサーバ上の共有ファイ
ル / フォルダを同時にコピー / 維持した

りするこ と もできます。

カスタム復元
方法

IIS メ タベー

ス  ラ イター

Microsoft Internet Information Server (IIS)
のバッ クアップと復元に使用されるシ
ステム  ラ イターです。 IIS は、 複数のプ

ロ ト コルをサポートするネッ ト ワーク  
ファ イル / アプリ ケーシ ョ ン  サーバで

す。 IIS では、 主に、 HTTP (Hypertext 
Transport Protocol) によ り HTML 
(Hypertext Markup Language) ページと し

て情報が転送されます。

再ブート後に
ファイルを復
元します。

MSDE ラ イ

ター

Microsoft SQL Server のバッ クアップと

復元に使用されるライターです。 SQL 
Server は、 SQL 言語で記述された要求

をク ライアン ト  コンピュータから受信

して処理する能力を持つデータベース
管理システムです。 

156 ページの

「MSDE ライ

ターの復元に
関する特記事
項」 を参照し
て ください。

表 4-1 ライターの一覧 ( 続き )

ライター名 説明 復元方法
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Microsoft 
Data 
Protection 
Manager 2006
用ライター

Microsoft Data Protection Manager 2006 の

バッ クアップと復元に使用されるライ
ターです。 Microsoft Data Protection 
Manager は、 ク ラ イアン トの複製を作成

および保存するサーバで、 ク ラ イアン
トのデータの復元に複製が使用されま
す。

161 ページの

「Microsoft 
Data 
Protection 
Manager 2006
用ライターの
復元に関する
特記事項」 を
参照して くだ
さい。

Microsoft 
Exchange 
2003 Server
のライター

Microsoft Exchange Server 2003 のバッ ク

アップと復元に使用されるライターで
す。 Microsoft Exchange Server 2003 は、

メールおよびグループウェア サーバで

す。

158 ページの

「Microsoft 
Exchange 
Server 2003
用ライターの
復元の特記事
項」 を参照し
て ください。

NTDS ラ イ

ター

Windows サーバ上の Microsoft Active 
Directory のバッ クアップと復元に使用

されるシステム ラ イターです。 Active 
Directory サービスは、 Windows サーバ

のディ レク ト リ  サービスです。 ネッ ト

ワーク上の分散型データ構造を管理で
きます。 Active Directory サービスでは、

たとえば、 ユーザー アカウン ト、 パス

ワード、 電話番号、 プロファ イル、 イ
ンス トールされているサービスなどに
関する情報を保存できます。 こ う して
保存したディ レク ト リ  データには、

ネッ ト ワーク  ユーザーおよび管理者が

アクセスするこ とができます。

Active 
Directory を

復元するに
は、 ディ レク
ト リ復元モー
ドでシステム
をブート しま
す。 上書き可
能なファ イル
が復元されま
す。

表 4-1 ライターの一覧 ( 続き )

ライター名 説明 復元方法
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レジス ト リ  
ライター

Windows レジス ト リのバッ クアップと

復元に使用される VSS ラ イターです。 
カスタム API を使用します。 Windows
レジス ト リは、 Windows システムの構

成情報を格納するデータベース  レポジ

ト リです。 

カスタム復元
方法

リモート  ス
ト レージ ラ
イター

リモート  ス ト レージ サービス (RSS) の
バッ クアップと復元に使用されるシス
テム  ラ イターです。 RSS は、 アクセス

頻度の低いファイルを自動的にローカ
ル ス ト レージから リモート  ス ト レージ

に移動します。 開こ う と したファ イル
がリモート  ス ト レージに置かれている

場合は、 そのファイルが自動的に呼び
出されます。 

再ブート後に
ファイルを復
元します。

リ ムーバブル
記憶域の管理
ライター

リ ムーバブル記憶域の管理サービスの
バッ クアップと復元に使用されるシス
テム  ラ イターです。 このサービスは、

リ ムーバブル メディア / ド ラ イブ / ラ イ

ブラ リ を管理します。 

再ブート後に
ファイルを復
元します。

システム ラ
イター

特定の Windows DLL ( ダイナミ ッ ク  リ
ンク  ラ イブラ リ ) をバッ クアップする

システム ラ イターです。

再ブート後に
ファイルを復
元します。

TermServLice
ncing ラ イ

ター

Windows ターミナル サービスをバッ ク

アップするシステム ラ イターです。

Windows ターミナル サービスは、 サー

バ上で実行されている仮想 Windows デ
スク ト ップ セッシ ョ ンと Windows ベー

スのプログラムにク ライアン ト  システ

ムからアクセスできるマルチセッシ ョ
ン環境を提供します。

再ブート後に
ファイルを復
元します。

表 4-1 ライターの一覧 ( 続き )

ライター名 説明 復元方法
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WINS Jet ラ
イター

Windows Internet Name Service (WINS) の
バッ クアップと復元に使用されるシス
テム  ラ イターです。 WINS は、 NetBIOS
名を登録し、 TCP/IP ネッ ト ワーク上で

使用される IP アドレスに解決する能力

を持つ動的複製データベース  サービス

です。

再ブート後に
ファイルを復
元します。

WMI ラ イ

ター

Windows Management Instrumentation 
(WMI) のバッ クアップと復元に使用さ

れるシステム ラ イターです。 WMI は、

Windows 環境ににおいてシステム リ
ソースを管理するための統一管理イン
フラス ト ラ クチャです。

再ブート後に
ファイルを復
元します。

表 4-1 ライターの一覧 ( 続き )

ライター名 説明 復元方法
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ライターのデータのバックアップ

VSS 対応ライターのバッ クアップと復元を実行するには、 Data Protector MS Volume Shadow Copy
用統合ソフ ト ウェア バッ クアップ仕様を構成する必要があ り ます。 

VSS 用統合ソフ ト ウェアによるバッ クアップを構成するには、 以下の手順に従ってください。

構成手順

1. バッ クアップに必要なデバイス、 メディア、 メディア プールを構成します。 手順の詳細は、

オンライン  ヘルプを参照してください。

2. Data Protector VSS バッ クアップ仕様を作成します。 こ こでは、 バッ クアップ対象の VSS コン

ポーネン ト、 データのバッ クアップ先のメディアやデバイス、 バッ クアップ セッシ ョ ンまた

は復元セッシ ョ ンの動作を定義する Data Protector バッ クアップ オプシ ョ ンなどを指定しま

す。

GUI を使用したバックアップ仕様の作成

Data Protector GUI を使用して MS VSS オブジェク ト をバッ クアップする方法を以下に示します。

ライターによっては、 特別な制限がある場合があ り ます。 ラ イターの特別な制限については、 適
切なセクシ ョ ンを参照して ください。

• Microsoft Exchange Server 2003 の特記事項については、 146 ページの 「Microsoft Exchange 
Server 2003 用ライターについて」 を参照して ください。

• Microsoft Data Protection Manager 2006 の特記事項については、 148 ページの 「Microsoft Data 
Protection Manager 2006 用ライターに関する特記事項」 を参照して ください。

ク ラスター対応ライターと ク ラスター非対応ライターのそれぞれに対応する個別のバッ クアップ
仕様を構成する必要があ り ます。 133 ページの 「Data Protector の VSS 用統合ソフ ト ウェアをク ラ

スター対応と して構成する」 を参照して ください。

VSS 用統合ソフ ト ウェアのバッ クアップ仕様を新規作成するには、 以下の手順に従ってくださ

い。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。

2. Scoping ペインで、 [バックアップ ]、 [バックアップ仕様 ]の順に展開します。
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3. [MS ボリューム シャドウ コピー ライター ] を右ク リ ッ ク し、 [バックアップの追加 ] をク

リ ッ ク します。 [バックアップの新規作成 ]ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4. [バックアップの新規作成 ]ダイアログ ボッ クスで、 [Blank Microsoft Volume Shadow 

Copy Backup] をク リ ッ ク してテンプレート を選択します。

図 4-4 テンプレートの選択とローカルまたはネッ トワーク経由でのバック
アップ

バッ クアップの種類に [ローカルまたはネッ トワーク経由でのバックアップ ] を選択します。

5. VSSBAR エージェン トがインス トールされているク ラ イアン ト名を指定します。

ク ラスター対応ライターをバッ クアップする場合 (MSDE ラ イターを介して SQL Server を
バッ クアップする場合など ) には、 VSS ク ラ イアン ト  システムの名前を特定のライター リ
ソース  グループで定義されている仮想サーバ名と して指定する必要があ り ます。

[ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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6. バッ クアップするオブジェク ト を選択します。

図 4-5 バックアップ オブジェク トの選択

上位レベルのオブジェク ト ( ク ラ イアン ト名 ) を選択する と フル クライアン ト  バックアッ

プを指定でき、 下位レベルのオブジェク ト を選択する と単一のライターまたはライター コン

ポーネン トのバッ クアップを指定できます。

フル ク ラ イアン ト  バッ クアップを選択する と、 Data Protector によってどのライターがク ラ

イアン ト上に存在するかがチェ ッ ク され、 それらのライターがすべてバッ クアップの対象と
な り ます。

すべてのコンポーネン トのバッ クアップを必要とするライターの場合は、 ライターよ り下位
のレベルの項目は無効とな り、 これを選択するこ とはできません。 すべてのコンポーネン ト
のバッ クアップを必要とするライターを選択する と、 すべての項目が自動的にバッ クアップ
対象と して選択されます。

バッ クアップすべきコンポーネン トが存在しないライターは、 ラ イターのリ ス トに表示され
ません。 フル ク ラ イアン ト  バッ クアップを選択しても、 このよ うなライターはバッ クアップ

されません。
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7. ウ ィザードの指示に従って、 デバイス とバッ クアップ オプシ ョ ンを選択し、 バッ クアップの

スケジュールを設定します。

バッ クアップに使用するデバイスを選択します。 [プロパティ ] をク リ ッ ク し、 デバイスの同

時処理数、 メディア プール、 および事前割り当てポ リシーを設定します。 上記オプシ ョ ンの

詳細については、 [ヘルプ ] をク リ ッ ク して参照して ください。

また、 バッ クアップ セッシ ョ ン中にバッ クアップの追加コピー ( ミ ラー ) を作成するかど う

かを指定するこ と もできます。 [ ミ ラーの追加 ] または [ ミ ラーの削除 ] をク リ ッ ク して必

要な数だけ ミ ラーを設定します。 ミ ラーごとに別々のバッ クアップ デバイスを選択します。

オブジェク トの ミ ラー機能の詳細については、 オンライン  ヘルプを参照してください。

ヒン ト どのバッ クアップ オプシ ョ ンを選択すべきかはっき り しない場合は、 デフォ

ルト値のままにしておいてください。

すべての Data Protector バッ クアップ仕様に共通のオプシ ョ ンについては、 オンライン  ヘル

プを参照してください。

8. 必要なバッ クアップ オプシ ョ ンの指定とスケジュールの定義が完了したら、 新しいバッ ク

アップ仕様に名前を付けて保存します。

以上の手順によ り、 MS Volume Shadow Copy ラ イター用の新しいバッ クアップ仕様が作成さ

れました。 

9. [バックアップ ] コンテキス トで新規作成してから保存したバッ クアップ仕様は、バッ クアッ

プ仕様のグループを指定するこ とによ り再確認できます。 

10. バッ クアップは、 以下のいずれかの方法で実行できます。

• Data Protector スケジューラを使って、MS Volume Shadow Copy ラ イター用の既存のバッ ク

アップ仕様によるバッ クアップ スケジュールを設定します。 

• MS Volume Shadow Copyラ イター用の既存のバッ クアップ仕様による対話型バッ クアップ

を開始します。

Microsoft Exchange Server 2003 用ライターについて

Microsoft Exchange Server 2003 のライターでは、 以下の種類の Microsoft Exchange バッ クアップが

サポート されています。 

• フル - データベース、 ト ランザクシ ョ ン ログ、 およびチェッ クポイン ト  ファ イルがバッ ク

アップされます。 ト ランザクシ ョ ン ログは縮小されます。



Microsoft Volume Shadow Copy Service と Data Protector の統合

ライターのデータのバックアップ

第 4 章 147

• 増分 - 前回のフル バックアップまたは増分バックアップより後に加えられた変更を記録する

トランザクション ログをバックアップします。 ト ランザクション ログは縮小されます。

Service Pack 1 が必要です。

• 差分 - 増分バッ クアップと同様のバッ クアップです。 ただし、 ト ランザクシ ョ ン ログは縮小

されません。 Service Pack 1 が必要です。

• コピー - フル バッ クアップです。 ただし、 ログは縮小されません。 コピー バッ クアップは、

故障システムの復元用途向きではあ り ません。

制限事項

• VSS スナップシ ョ ッ ト  バッ クアップと増分ス ト リーム  バッ クアップを組み合わせるこ とはで

きません。

• サーバ全体またはすべてのス ト レージ グループのみバッ クアップできます。 単一のス ト アは

バッ クアップできません。 

• 増分バッ クアップと差分バッ クアップは、 単一の復元チェーンに混在して使用できません。

• 循環ログを無効にする必要があ り ます。 有効な場合は、 バッ クアップの完全修復のみが可能

です。

• アプ リ ケーシ ョ ン  ク ラ イアン ト上で一度に実行できる Microsoft Exchange Server 2003 用ライ

ターの VSS バッ クアップ セッシ ョ ンは 1 つだけです。 追加のライターのバッ クアップを開

始しても、 初のセッシ ョ ンが終了するまで待機します。

ロールフォワード  リカバリ

ロールフォワード処理を実行できるよ うにするためには、 ト ランザクシ ョ ン  ログをバッ クアッ

プする必要があ り ます。 

一貫性チェ ック

データベースを正常にバッ クアップできるのは、 複製したデータファ イルの一貫性チェッ クに問
題がなかった場合のみです。
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一貫性チェッ クを無効にするには、 OB2VSS_EXCHANGE_DISABLE_CONSISTENCY_CHECK omnirc
変数を 1に設定します。

図 4-6 Microsoft Exchange Server 2003 スト レージ グループの選択

Microsoft Data Protection Manager 2006 用ライターに関する特記事項

Microsoft Data Protection Manager 2006 (DPM) は、 ク ラ イアン トの複製を作成し、 LAN 経由で同期

をと り、 これらの複製をスナップシ ョ ッ ト と して保存するサーバ アプリ ケーシ ョ ンです。

Data Protection Manager ラ イターは、 次のバッ クアップに使用されます。

• Data Protection Manager データベース と Data Protection Manager Report データベース

• DPM の複製の 新バージ ョ ン
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重要 復元には、 DPM スナップシ ョ ッ トが使用されます。 これらのスナップシ ョ ッ ト

は、 バッ クアップできません。 DPM スナップシ ョ ッ ト を再作成できるよ うにする

ためには、 DPM で新しい複製が作成されるたびに複製のバッ クアップ スケ

ジュールを手動で設定する必要があ り ます。 

2 種類のバッ クアップがサポート されています。

• フル (DPM データベース と複製用 )

• 増分 ( 複製のみ )

バッ クアップをスケジュール設定する と きに、 サポート されていないバッ クアップの種類 ( コ
ピーまたは差分 ) を選択する と、 Data Protector によってバッ クアップが中止され、 エラー メ ッ

セージが表示されます。

前提条件

MSDE ラ イター (DPM データベースのバッ クアップに使用 ) をインス トールする必要があ り ま

す。
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制限事項

• DPM 複製の同期化の実行中は、 バッ クアップを実行しないでください。 バッ クアップの整合

性が保たれないからです。 

図 4-7 Microsoft Data Protection Manager データベースと複製の選択

バックアップ スケジュールの設定

スケジュール設定の詳細については、 オンライン ヘルプの検索キーワード 「スケジュール バッ

クアップ」 で表示される内容を参照してください。

MS Volume Shadow Copy ラ イター用バッ クアップ仕様のスケジュールを設定するには、 Data 
Protector GUI で以下の手順を実施してください。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。

2. Scoping ペインで、[バックアップ ]、[バックアップ仕様 ]の順に展開します。[MS ボリューム 

シャドウ コピー ライター ] をク リ ッ ク します。

使用可能なバッ クアップ仕様のリ ス トが結果エリ アに表示されます。
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3. スケジュール設定するバッ クアップ仕様をダブルク リ ッ ク します。[スケジュール ] タブをク

リ ッ ク して、 [スケジュール ]プロパティ  ページを開きます。 

4. [スケジュール]プロパティ  ページでカレンダー上の日付を選択し、[追加]をク リ ッ ク して [

バックアップのスケジュール ]ダイアログ ボッ クスを開きます。

5. [繰り返し ]、[時間オプション ]、[繰り返しオプション ]および[セッション オプション ]を指

定します。

図 4-8 バックアップ スケジュールの設定

6. [OK] をク リ ッ ク して [スケジュール ]プロパティ  ページに戻り ます。

7. [適用 ] をク リ ッ ク して変更内容を保存します。

対話型バックアップの実行

対話型バッ クアップは、 Data Protector GUI を使って開始できます。 以下の手順に従ってくださ

い。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。
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2. Scoping ペインで、[バックアップ ]、[バックアップ仕様 ]、[MS ボリューム シャドウ コピー 

ライター ]の順に展開します。

3. 実行するバッ クアップ仕様を右ク リ ッ ク し、ポップアップ メニューから [バックアップ開始 ]

をク リ ッ ク します。

[バックアップ開始 ]ダイアログ ボッ クスが表示されます。 

バッ クアップの種類を選択し、 ネッ ト ワーク負荷 {高 |中 |低 } を選択します。 

ネッ ト ワーク負荷の詳細については、 オンライン ヘルプを参照して ください。

4. [OK] をク リ ッ ク します。 バッ クアップ セッシ ョ ンが正常に完了する と、「セッションは正常に

終了しました」 のメ ッセージが表示されます。
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ライターのデータの復元

Data Protector MS Volume Shadow Copy 用統合ソフ ト ウェア オブジェク トは、 Data Protector GUI を
通じて復元できます。 

注記 Data Protector が、 まず 初にバッ クアップ中に収集されたライター メ タデータを

復元します。 このメ タデータには、 バッ クアップ コンポーネン ト と復元方法に関

する情報が格納されています。 Data Protector による復元は、 ライター側で指定さ

れている復元方法に従って行われます。

カスタム復元に関する制限事項

• Data Protector の MS VSS 用統合ソフ ト ウェアでは、カスタム復元を要求するライターに対応し

た復元方法を自動的には提供しません。 ライターによってカスタム復元方法が指定されてい
る場合、 Data Protector のファ イル復元機能では、 そのライターのデータをプレーン  ファ イル

と してのみ復元するこ とが可能です。 [復元先を指定して復元 ]オプシ ョ ンを使用して、 それ

らのプレーン  ファ イルに代替用復元パスを指定します。 その後、 プレーン  ファ イルからカ

スタム復元を手動で実行するこ とができます。 ライターのカスタム復元の詳細については、
ライターのドキュ メン ト を参照して ください。

注記 Data Protector では、 カスタム復元方法が必要なライターは、 デフォルトでは

表示されません。 表示するには、 すべてのライターの omnirc変数

OB2VSS_SHOWALLWRITERSが 1に設定されていなければなり ません。

復元手順

Data Protector GUI を使用して MS VSS コンポーネン ト を復元する方法を以下に示します。 ラ イ

ターによっては、 カスタム復元方法および / または特別な制限がある場合があ り ます。 これらに

ついては、 適切なセクシ ョ ンを参照して ください。

• Microsoft Exchange Server 2003 のライターに関する特記事項については、 158 ページの

「Microsoft Exchange Server 2003 用ライターの復元の特記事項」 を参照して ください。

• MSDE ラ イターに関する特記事項については、156 ページの 「MSDE ラ イターの復元に関する

特記事項」 を参照して ください。
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• Microsoft Data Protection Manager 2006 用ライターに関する特記事項については、 161 ページの

「Microsoft Data Protection Manager 2006 用ライターの復元に関する特記事項」 を参照して くだ

さい。

Data Protector GUI を使用して MS VSS オブジェク ト を復元するには、 以下の手順に従ってくださ

い。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[復元 ] コンテキス ト を選択します。

2. [復元オブジェク ト ] と [MS ボリューム シャドウ コピー ライター] を順に展開し、復元する

データが置かれている ク ラ イアン ト を選択します。 選択したク ライアン トにバッ クアップさ
れているライターのリ ス トが結果エリ アに表示されます。 

3. 復元モードを選択します。 

• Volume Shadow Copy Service を使用して、コンポーネン ト を復元するには、[ コンポーネン

トを復元 ] を選択します。 

• Volume Shadow Copy Service を使用せずに個々のファイルまたはファイル群を復元するに

は、 [ ファイルを復元 ] を選択します。
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4. 結果エリ アで、 ラ イターまたはライターのコンポーネン ト ( コンポーネン トの復元の場合 )、
ファ イルまたはファイル群 ( ファ イルの復元モードの場合 ) を選択します。 

図 4-9 復元オブジェク ト

上位の項目 ( フル ラ イター復元 ) を選択するか、 または特定のコンポーネン トだけを選択

するこ とができます。 一部のコンポーネン トが同じセッシ ョ ンでバッ クアップされていない
ライターに対してフル ラ イター復元を選択した場合、 バッ クアップされていないコンポーネ

ン トは淡色表示され、 選択できません。 

バージ ョ ン ( バッ クアップの日付 ) を選択するには、 オブジェク ト名を右ク リ ッ ク し、 [プロ

パティ ] をク リ ッ ク します。 デフォルトでは、 新のバッ クアップ バージ ョ ンが選択されま

すが、 ド ロ ップダウン リ ス トから異なるバージ ョ ンを選択するこ と もできます。

5. [オプション ]プロパティ  ページで、MS Volume Shadow Copy 固有の復元オプシ ョ ンを選択し

ます。 156 ページの 「復元オプシ ョ ン」 を参照して ください。

6. [デバイス ]プロパティ  ページと [ メディア ]プロパティ  ページでは、復元用のデバイス と メ

ディアが自動的に選択されます。
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復元に使用するデバイスを変更するこ とができます。 したがって、 バッ クアップに使用した
のとは異なるデバイスを復元に使用する場合は、 明示的に指定する必要があ り ます。 手順に

ついては、 オンライン ヘルプの検索キーワード 「選択 , 復元対象のデバイス」 で表示される

内容を参照してください。

7. [復元 ]ボタンをク リ ッ ク します。 選択内容を確認したら、 [完了 ] をク リ ッ ク して復元セッ

シ ョ ンを開始します。

復元セッシ ョ ンのメ ッセージが結果エリアに表示されます。

8. カスタム復元を要求する VSS ラ イターを復元する際には、 カスタム復元がライターに用意さ

れている場合は、 ライター固有の復元方法を使用して、 手動で復元します。 ラ イターのド
キュ メン ト を参照して ください。

復元オプシ ョ ン

Data Protector MS Volume Shadow Copy 用統合ソフ ト ウェアに固有の復元オプシ ョ ンは、 以下のと

おりです。

[ 別のクライアン トへ復元 ] 

デフォルトでは、 アプリ ケーシ ョ ン データのバッ クアップ元のク ライアン ト

にコンポーネン ト またはファイルを復元します。 しかし、 [別のクライアント

へ復元 ]オプシ ョ ンを指定する と、 別の VSS ク ライアン トにデータを復元す

るこ とが可能です。 新し く指定したターゲッ トの MS VSS ク ラ イアン トは、

Data Protector セルに所属している必要があ り ます。 また、 コンポーネン トの復

元の場合、 同一プラ ッ ト フォーム上で動作し、 かつ、 MS Volume Shadow Copy
用統合ソフ ト ウェア コンポーネン トがインス トールされている必要があ り ま

す。 ファ イルの復元の場合、 MS Volume Shadow Copy 用統合ソフ ト ウェア コン

ポーネン トは必要あ り ません。

[ 以下のディ レク ト リへ復元 ] 

デフォルトでは、 バッ クアップ元のディ レク ト リが復元先のディ レク ト リ とな
り ます。 このディ レク ト リは、 元のク ライアン ト上のディ レク ト リか、 選択し

たほかのク ライアン ト上のディ レク ト リです。

しかし、 [以下のディレク ト リへ復元 ]オプシ ョ ンを指定する と、 データを別

のディ レク ト リに復元するこ とができます。 復元先を定義する と き、 データを
復元するディ レク ト リのパスを指定できます。

MSDE ライターの復元に関する特記事項

MSDE ラ イターは、 Microsoft SQL データベースのバッ クアップと復元に使用されます。 
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重要 SQL システム データベース (master、 model、 msdb、 および pub) の復元を開始

する前に、 SQL サービスを停止する必要があ り ます。

図 4-10 MSDE ライター

結果エリ ア内で [MSDE ラ イター ] 項目を展開する と、 すべての Microsoft SQL Server インスタン

スが表示されます。 各インスタンス項目には、 そのインスタンスに関連付けられているすべての
データベースが含まれています。 システム データベース (master、 model、 msdb、 および pub)
が常に含まれます。 

重要 システム データベースを復元する と、 内部データベース全体の構造が変更されま

す。

注記 ポイン ト  イン  タイム復元 ( 特定の時点の状態への復元 ) だけが可能です。 ロール

フォワード  リ カバリはサポート されていません。
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ユーザー データベースは、 ファ イルの上書きが可能な場合にのみ復元されます。 システム  デー

タベースを復元するには SQL サービスを手動で停止する必要があ り ますが、 ユーザー データ

ベースは復元前に MSDE ラ イターによってオフラインにされます。

Microsoft Exchange Server 2003 用ライターの復元の特記事項

Microsoft Exchange Server 2003 用ライターは、 Microsoft Exchange Server 2003 データベース  ファ イ

ルの復元に使用されます。

Microsoft Exchange 2003 のバッ クアップから復元する場合は、 以下の 2 通りのシナリオが考えら

れます。

• 1 つまたは複数のデータベースが破損しているが、 ログファ イルは破損していない。 この場

合、 データベースを復元し、 ト ランザクシ ョ ン  ログを適用します。 158 ページの 「1 つまた

は複数のデータベース損失からのロールフォワード  リ カバリ 」 を参照して ください。

• ログ ファ イルが破損している、 または見つからない。 この場合は、 すべてのデータベース と

ログファ イルを復元する必要があ り ます。 データベースのロールフォワード  リ カバリは実行

できません。 159 ページの 「ログファ イル損失後のポイン ト  イン  タイム復元」 を参照してく

ださい。

制限事項

Microsoft Exchange Server 2003 の復元には、 以下の制限があ り ます。

• シャ ド ウ  コピーをバッ クアップ ク ラ イアン ト上の別の場所へ復元できません。

• 回復用ス ト レージ グループにシャ ド ウ  コピーを復元できません。

• ポイン ト  イン  タイム復元後にロールフォワード  リ カバリ を実行できません。

1 つまたは複数のデータベース損失からのロールフォワード  リカバリ

ロールフォワード  リ カバリの場合

1. Microsoft Exchange System Manager を使用して、ターゲッ ト  ス ト アが保存されているス ト レー

ジ グループからすべてのス ト アをアンマウン ト します。

2. Data Protector GUI で、 [復元 ] コンテキス ト を選択します。 [復元オブジェク ト ] と [MS ボ

リューム シャドウ コピー ライター ] を順に展開し、 復元するデータが置かれているク ラ イ

アン ト を選択します。
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結果エリ アで、 Microsoft Exchange Server 2003 のライターを展開し、 復旧するス ト アを選択

します。 [Logs] コンポーネン トは淡色表示され、 選択できません。 ロールフォワード  リ カ

バリは、 ス ト レージ グループの現在の状態に対してのみ実行されるため、 個々のス ト アの

バージ ョ ンは選択できません。

図 4-11 ロールフォワード  リカバリを実行する Microsoft Exchange Server 
2003 ストアの選択

3. 一般的なVSSラ イターの復元手順に従って作業を行います。 VSSラ イターの一般的な復元手順

については、 153 ページの 「復元手順」 を参照して ください。

4. Exchange System Manager を使用して、 ス ト アが保存されているス ト レージ グループからすべ

てのス ト アをマウン ト します。 選択したス ト アが復元されます。

ログファイル損失後のポイン ト  イン タイム復元

ポイン ト  イン  タイム復元を実行するには、 以下の手順に従ってください。
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1. Exchange System Manager を起動して、 ス ト レージ グループが既にアンマウン ト されているこ

とを確認します。 アンマウン ト されていない場合は、 グループ全体をアンマウン ト します。

2. [復元]コンテキス ト を選択します。[復元オブジェク ト ] と [MS ボリューム シャドウ コピー 

ライター ] を順に展開し、 復元するデータが置かれているク ライアン ト を選択します。

結果エリ アで、 Microsoft Exchange Server 2003 のライターを展開し、 ス ト レージ グループ全

体を選択します。 個々のス ト アは選択しないでください。

図 4-12 ポイン ト  イン タイム復元を実行する Microsoft Exchange Server 
2003 ストアの選択

3. 一般的なVSSラ イターの復元手順に従って作業を行います。 VSSラ イターの一般的な復元手順

については、 153 ページの 「復元手順」 を参照して ください。

4. Exchange System Manager を使用して、ターゲッ ト  ス ト アが保存されているス ト レージ グルー

プからス ト アをマウン ト します。 すべてのス ト アがマウン ト され、 前回に選択されたフル 
バッ クアップ、 増分バッ クアップ、 または差分バッ クアップのいずれかの状態になり ます。
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Microsoft Data Protection Manager 2006 用ライターの復元に関する特記事項

DPM ラ イターを復元する場合、 以下のよ うに復元するこ とが可能です。

• まず DPM サーバを復元し、 次に DPM を使用してク ライアン ト を復元します。

障害の発生によって DPM サーバ全体が消失した場合は、 初に標準の障害復旧手順を実行

し、 続けて DPM サーバを復元します。 161 ページの 「DPM サーバを 初に復元する」 を参

照して ください。

• DPM サーバを使用せずに個々の DPM ク ラ イアン ト を直接復元します ( たとえば、DPM サーバ

を復元できない場合、 または DPM スナップシ ョ ッ ト を再作成する手順を追加したくない場

合 )。 DPM ク ラ イアン ト を直接復元する場合、 コンポーネン トの復元モードまたはファイル

の復元モードのいずれかを選択できます。 163 ページの 「DPM ク ラ イアン ト を直接復元する」

を参照して ください。

注記 Data Protection Manager データベースは、 MSDE ラ イターを使用して復元できます

が、 DPM ライター使用時と異なり DPM が自動でシャ ッ ト ダウンされないため、

MSDE ラ イターを使用する方法は推奨されていません。 MSDE ラ イターをど う し

ても使用する必要がある場合は、 DPM サーバを手動でシャッ ト ダウンして くださ

い。

制限事項

• Data Protection Manager ラ イターでは、 別のサーバへの復元はサポート されていません。

• 異なるク ライアン トに並行して復元するこ とはできません。

DPM サーバを最初に復元する

1. DPM 管理者コンソールを起動し、 ス ト レージ プールにディ スクを追加して、複製を復元する

ための十分な領域を確保します。

DPM ラ イター ( サービス ) が起動しているこ とを確認して ください。

2. Data Protector[復元]コンテキス ト を選択します。[復元オブジェク ト ] と [MS ボリューム シャ

ドウ コピー ライター ] を順に展開し、 復元するデータが置かれているク ライアン ト を選択

します。

3. 結果エリ アで、DPM ラ イターを展開し、 Data Protection Manager データベースのみを選択しま

す。
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一般的な VSS ラ イターの復元手順に従って作業を行います。 VSS ラ イターの一般的な復元手

順については、 153 ページの 「復元手順」 を参照して ください。

4. DPM コマンド DpmSync -Sync を実行して、 複製を再度割り当てます。

5. Data Protector[復元 ] コンテキス ト を選択しなおし、 必要な複製を選択して復元します。

図 4-13 Microsoft Data Protection Manager 2006 クライアン トの復元

6. DPM を使用して、 個々のク ライアン ト を復元します。 

重要 DPM コンソールでは、 新しいスナップシ ョ ッ トや復元されたスナップシ ョ ッ

トは自動的にチェ ッ ク されません。 ク ラ イアン トの復元を開始する前に、
Data Protection Manager で DPM スナップシ ョ ッ ト を再作成する必要があ り ま

す。

a. DPM コンソールで、 [復旧 ] コンテキス ト を開きます。 [ブラウズ ] タブでサーバを選択

し、 復元された複製を右ク リ ッ ク して、 [Create shadow copy now] を選択します。

b. 新しいスナップシ ョ ッ ト を選択して、 ク ライアン トに復元します。
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DPM クライアン ト を直接復元する

1. [復元]コンテキス ト を選択します。[復元オブジェク ト ] と [MS ボリューム シャドウ コピー 

ライター ] を順に展開し、 復元するデータが置かれているク ライアン ト を選択します。 

2. 復元モードを選択します。

• [ コンポーネントを復元 ]

復元先のクライアン トで VSS がサポート されている場合に限り ( たとえば、 Windows 
2003 ク ラ イアン トに復元する場合 )、 このモードを使用します。

復元できるのは複製全体のみになり ます。

• [ ファイルを復元 ]

ク ラ イアン トで VSS をサポートする必要はあ り ません。 個々のフォルダやファ イルを復

元できます。

3. 復元に DPM ラ イターを使用する場合、 復元コンポーネン トのみを選択して ください。 DPM
データベースは選択しないでください。

4. [オプション ] タブをク リ ッ ク し、[別のクライアントへ復元]でターゲッ ト  ク ラ イアン ト名を

入力します。 [次へ ] をク リ ッ ク します。

5. 一般的なVSSラ イターの復元手順に従って作業を行います。 VSSラ イターの一般的な復元手順

については、 153 ページの 「復元手順」 を参照して ください。
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VSS のバックアップ セッシ ョ ンおよび復元セッシ ョ ンのモニター

Data Protector GUI によ り、 現在 ( または以前 ) のバッ クアップ セッシ ョ ンまたは復元セッシ ョ ン

をモニターできます。

復元またはバッ クアップを対話型で開始した場合は、 モニター機能が自動的に起動されます。

現在のセッシ ョ ンのモニター

Data Protector GUI を使用して実行中のセッシ ョ ンをモニターするには、 以下の手順に従ってくだ

さい。

1. コンテキス ト  リ ス ト で [モニター ] をク リ ッ ク します。

結果エリ アに、 現在実行中のすべてのセッシ ョ ンが表示されます。 図 4-14 を参照して くださ

い。

2. モニターしたいセッシ ョ ンをダブルク リ ッ ク します。

図 4-14 現在のセッシ ョ ンをモニターする

セッシ ョ ンのクリア

完了あるいは中断したすべてのセッシ ョ ンを [モニター ] コンテキス トの結果エリ アから削除す

るには、 以下の手順を実行します。

1. Scoping ペインで、 [現在のセッション ] をク リ ッ ク します。

2. [アクション ] メニューで、[セッションのクリア ]を選択します。あるいはツールバーの [セッ

ションのクリア ]アイコンをク リ ッ ク します。
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完了あるいは中断した特定のセッシ ョ ンを現在のセッシ ョ ン  リ ス ト から削除するには、 その

セッシ ョ ンを右ク リ ッ ク して [ リストから削除 ] を選択します。 

注記 Data Protector GUI を再起動した場合、 完了あるいは中断したすべてのセッシ ョ ン

は自動的に [モニター ] コンテキス トの結果エリ アから削除されます。 

完了または中断したセッシ ョ ンの詳細については、 「以前のセッシ ョ ンの表示」 を参照して くだ
さい。

以前のセッシ ョ ンの表示

Data Protector GUI を使用して以前のセッシ ョ ンを表示するには、 以下の手順を実行します。

1. コンテキス ト  リ ス ト で [内部データベース ] をク リ ッ ク します。

2. Scoping ペインで、[セッション ] を展開し、IDB に保存されているすべてのセッシ ョ ンを表示

します。 

セッシ ョ ンは日付でソート されています。 各セッシ ョ ンは、 YY/MM/DD 書式の日付と一意の

番号からなるセッシ ョ ン ID で識別されます。

3. セッシ ョ ンを右ク リ ッ ク して [プロパティ ] を選択し、 セッシ ョ ンの詳細を表示します。
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4. [一般 ]、[ メ ッセージ ]、または [ メディア ] タブをク リ ッ ク して、それぞれセッシ ョ ンについ

ての一般情報、 セッシ ョ ンのメ ッセージ、 またはこのセッシ ョ ンで使われる メディアについ
ての情報を表示します。 図 4-15 を参照して ください。

図 4-15 以前に実行したセッシ ョ ンを表示する
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ト ラブルシューテ ィ ング

こ こでは、 Data Protector Microsoft Volume Shadow Copy 用統合ソフ ト ウェアの使用時に発生の可

能性がある問題を挙げて説明します。

Data Protector の ト ラブルシューティング全般については、 『HP OpenView Storage Data Protector ト

ラブルシューティング ガイ ド』 を参照して ください。

作業を開始する前に

✓ 新の Data Protector パッチがインス トールされているこ とを確認します。 パッチの確認方法

については、 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「パッチ」 で表示される内容を参照してく

ださい。

✓ Data Protector 全般に関する制限事項、 既知の問題とその回避方法については、 『HP OpenView 
Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレンス』 を参

照して ください。

✓ サポート されているバージ ョ ン、 プラ ッ ト フォームなどに関する 新の情報については、

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html を参照して ください。

復元に関する問題

問題

システム ライターの復元が中止された後、 Windows オペレーティング システムを再起動すると

システムが破損する。

システム ラ イターなどの特定のシステム  ラ イターの復元がハードウェア障害、 ソフ ト ウェア障

害、 手動での中止操作などの理由で中止される と、 再起動後に Windows オペレーティング シス

テムが破損するこ とがあ り ます。 たとえば、 GUI や特定のシステム サービスを起動できな くなる

などの問題が生じます。

対策

破損の程度に応じて、 Windows インス トール CD-ROM を使用してオペレーティング システムを

修復するか、 または再インス トールします。

問題

復元セッシ ョ ン中に一部のコンポーネン トが復元されない。

http://www.hp.com/support/manuals
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ライター メ タデータ  ドキュ メ ン トで指定されている復元先がロ ッ ク されているか、 通常の復元

を受け付けないなどの理由によ り、 その復元先にコンポーネン ト を復元できなければ、 そのコン
ポーネン ト をスキップして復元手順が続行されます。

対策

<Data_Protector_home>\omnirc ファ イル内で OB2VSS_DUMPTO環境変数を設定して、 復元

失敗時にスキップされたファイルを リダイレク トする場所を指定します。 omnirc ファ イルに対

する変更を適用するには、 Data Protector サービスを再起動する必要があ り ます。

例

復元中にスキップされたファイルを F:\Restoreディレク ト リにコピーするには、 omnirc ファ

イルに OB2VSS_DUMPTO=F:\Restoreの設定を追加します。 SQL コンポーネン ト Companyが復

元中にスキップされる と、 このコンポーネン トは指定したディ レク ト リに以下のよ うにコピーさ
れます。

F:\Restore\2002-12-09-23\G\SQL\Log\Company.ldf

F:\Restore\2002-12-09-23\G\SQL\Log\Company.mdf

このパス名には、 バッ クアップ セッシ ョ ン ID と本来の復元先のパス名が含まれています。
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ACSLS
(StorageTek 固有の用語 )
Automated Cartridge System Library Server 
の略語。 ACS (Automated Cartridge System: 
自動カート リ ッジ システム ) を管理するソフ

ト ウェア。

Active Directory
(Windows 固有の用語 )
Windows ネッ ト ワークで使用されるディ レク

ト リ  サービス。 ネッ ト ワーク上のリ ソースに

関する情報を格納し、 ユーザーやアプ リ ケー
シ ョ ンからアクセスできるよ うに維持します。
このディ レク ト リ  サービスでは、 サービスが

実際に稼動している物理システムの違いに関
係なく、 リ ソースに対する名前や説明の付加、
検索、 アクセス、 および管理を一貫した方法
で実行できます。 

AML
(EMASS/GRAU 固有の用語 )
Automated Mixed-Media library ( 自動混合

メディア ラ イブラ リ ) の略。

ASR セッ ト

フロ ッピー ディ スク上に保存されたファイル

のコレクシ ョ ン。 交換用ディ スクの適切な再
構成 ( ディ スク  パーティシ ョ ン化と論理ボ

リ ュームの構成 ) およびフル ク ラ イアン ト  
バッ クアップでバッ クアップされた元のシス
テム構成とユーザー データの自動復旧に必要

とな り ます。
これらのファ イルは、 バッ クアップ メディア

上に保存される と共に、 Cell Manager 上の 
<Data_Protector_home>¥Config¥Server

¥dr¥asrディ レク ト リ  (Windows 用 Cell 
Manager の場合 ) または

/etc/opt/omni/server/dr/asr/ディレク

ト リ  (UNIX 用 Cell Manager の場合 ) に保存

されます。 ASR アーカイブ ファ イルは、 障害

発生後に複数のフロ ッピー ディ スクに展開さ

れます。 32 ビッ ト版の Windows XP/.NET で

は 3 枚のフロ ッピー ディ スクに展開され、 64
ビッ ト版の Windows XP/.NET の場合は 4 枚

のフロ ッピー ディ スクに展開されます。 これ

らのフロ ッピー ディ スクは、 ASR の実行時に

必要とな り ます。

BACKINT
(SAP R/3 固有の用語 )
SAP R/3 バッ クアップ プログラムが、 オープ

ン インタフェースへの呼び出しを通じて

Data Protector backint インタフェース ソフ

ト ウェアを呼び出し、 Data Protector ソフ ト

ウェアと通信できるよ うにします。 バッ ク
アップ時および復元時には、 SAP R/3 プログ

ラムが Data Protector backint インタフェー

スを通じてコマンドを発行します。

BC
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
Business Continuance の略。 BC は、 EMC 
Symmetrix 標準デバイスのインスタン ト  コ
ピーに対するアクセスおよび管理を可能にす
るプロセスです。
BCV も参照。

BC
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
Business Copy XP の略。 BC を使う と、 HP 
StorageWorks Disk Array XP LDEV の内部

コピーをデータ  バッ クアップやデータ複製な

どの目的で維持できます。 これらのコピー 
( セカンダ リ  ボ リ ュームまたは S-VOL) は、

プライマ リ  ボ リ ューム (P-VOL) から分離し

て、 バッ クアップや開発などの用途に応じた
別のシステムに接続するこ とができます。
バッ クアップ目的の場合、 P-VOL をアプリ

ケーシ ョ ン システムに接続し、S-VOL ミ ラー 
セッ トのいずれかをバッ クアップ システムに

接続する必要があ り ます。
HP StorageWorks Disk Array XP LDEV、
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CA、 Main Control Unit、 アプリケーシ ョ

ン システム、 およびバックアップ システムも

参照。

BC EVA
(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
Business Copy EVA は、 ローカル複製ソフ ト

ウェア ソ リ ューシ ョ ンです。 EVA ファーム

ウェアのスナップシ ョ ッ ト機能と ク ローン機
能を使用して、 ソース  ボ リ ュームのポイン ト

インタイム コピー ( 複製 ) を作成できます。

 複製、 ソース ボリューム、 スナップシ ョ ッ

ト、 および CA+BC EVA も参照。

BC Process
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
保護されたス ト レージ環境のソ リ ューシ ョ ン。
特別に構成された EMC Symmetrix デバイス

を、 EMC Symmetrix 標準デバイス上でデー

タを保護するために、 ミ ラーと して、 つま り
Business Continuance Volumes と して規定し

ます。
BCV も参照。

BCV
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
Business Continuance Volumes の略。 BCV
デバイスは ICDA 内であらかじめ構成された

専用の SLD です。 ビジネスの継続運用を可能

にするために使用されます。 BCV デバイスに

は、 これらのデバイスによ り ミ ラー化される
SLD のアドレス とは異なる、 個別の SCSI ア

ドレスが割り当てられます。 BCV デバイス

は、 保護を必要とする一次 EMC Symmetrix 
SLD の分割可能な ミ ラーと して使用されま

す。
BC および BC Process も参照。 

BC VA
(HP StorageWorks Virtual Array 固有の用語 )
BC は Business Copy の略。 Business Copy 
VA によ り、 HP StorageWorks Virtual Array 

LUN の内部コピーをデータ  バッ クアップや

データ複写の目的で同じ仮想アレイ内に保持
するこ とができます。 コピー ( 子または

Business Copy LUN) は、 バッ クアップや

データ解析、 開発などさまざまな目的に使用
できます。 バッ クアップ目的で使用される と
きは、 元 ( 親 ) の LUN はアプ リ ケーシ ョ ン 
システムに接続され、 Business Copy ( 子 ) 
LUN はバッ クアップ システムに接続されま

す。
HP StorageWorks Virtual Array LUN、

アプリケーシ ョ ン システム、 およびバック

アップ システムも参照。

BRARCHIVE
(SAP R/3 固有の用語 )
SAP R/3 バッ クアップ ツールの 1 つ。 アーカ

イブ REDO ログ ファ イルをバッ クアップで

きます。 BRARCHIVE では、 アーカイブ プ
ロセスのすべてのログとプロファ イルも保存
されます。
SAPDBA、 BRBACKUP および

BRRESTORE も参照。

BRBACKUP
(SAP R/3 固有の用語 )
SAP R/3 バッ クアップ ツールの 1 つ。 制御

ファイル、 個々のデータ  ファ イル、 またはす

べてのテーブルスペースをオンラインでもオ
フラインでもバッ クアップできます。 また、
必要に応じて、 オンライン REDO ログ ファ

イルをバッ クアップするこ と もできます。
SAPDBA、 BRARCHIVE および

BRRESTORE も参照。

BRRESTORE
(SAP R/3 固有の用語 )
SAP R/3 のツール。 以下の種類のファイルを

復元するために使います。
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• BRBACKUP で保存されたデータベース  
データ  ファ イル、 制御ファイル、 オンラ

イン REDO ログ ファ イル

• BRARCHIVE でアーカイブされた REDO
ログ ファ イル

• BRBACKUP で保存された非データベー

ス  ファ イル

ファイル、 テーブル スペース、 バッ クアップ

全体、 REDO ログ ファ イルのログ シーケン

ス番号、 またはバッ クアップのセッシ ョ ン ID
を指定するこ とができます。
SAPDBA、 BRBACKUP および

BRARCHIVE も参照。

BSM
Data Protector Backup Session Manager の

略。 バッ クアップ セッシ ョ ンを制御します。

このプロセスは、 常に Cell Manager システ

ム上で稼動します。

CA
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
Continuous Access XP の略。 CA では、 デー

タ複製、 バッ クアップ、 および障害復旧など
の目的で HP StorageWorks Disk Array XP 
LDEV のリモート  コピーを作成および維持で

きます。 CA を使用するには、 メ イン ( プライ

マ リ ) ディ スク  アレイ と リモート  ( セカンダ

リ ) ディ スク  アレイが必要です。 オ リジナル

のデータを格納し、 アプ リ ケーシ ョ ン システ

ムに接続されている CA プライマ リ  ボ リ ュー

ム (P-VOL) がメ イン ディ スク  アレイに格納

されます。 リモート  ディ スク  アレイには、

バッ クアップ システムに接続されている CA
セカンダ リ  ボ リ ューム (S-VOL) が格納されま

す。
BC (HP StorageWorks Disk Array XP 固有の

用語 )、 Main Control Unit および HP 
StorageWorks Disk Array XP LDEV も参

照。

CA+BC EVA
(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
Continuous Access (CA) EVA と Business 
Copy (BC) EVA を併用する と、 リモート EVA
上にソース  ボ リ ュームのコピー ( 複製 ) を作

成して保持でき、 その後、 これらのコピーを
その リモート  アレイ上でローカル複製のソー

ス と して使用できます。
 BC EVA、 複製、 ソース ボリュームも参照。

CAP
(StorageTek 固有の用語 ) 
Cartridge Access Port の略。 ライブラ リのド

ア パネルに組み込まれたポートです。 メディ

アの出し入れに使用されます。

CDB
カタログ データベース  (Catalog Database) の
略。 CDB は、 IDB のう ち、 バッ クアップ、 オ

ブジェク ト  コピー、 復元、 メディア管理セッ

シ ョ ンおよびバッ クアップしたデータに関す
る情報を格納する部分。 選択したロギング レ
ベルによっては、 ファ イル名とファ イル バー

ジ ョ ンも格納されます。 CDB は、 常にセルに

対してローカルとな り ます。
MMDB も参照。

CDF ファイル

(UNIX 固有の用語 )
Context Dependent File ( コンテキス ト依存

ファイル ) の略。 CDF ファ イルは、 同じパス

名でグループ化された複数のファイルからな
るファ イルです。 通常、 プロセスのコンテキ
ス トに基づいて、 これらのファ イルのいずれ
かがシステムによって選択されます。 このメ
カニズムによ り、 ク ラスタ内のすべてホス ト
から同じパス名を使って、 マシンに依存する
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実行可能ファイル、 システム データ、 および

デバイス  ファ イルを正し く動作させるこ とが

できます。 

Cell Manager
セル内のメ イン システム。 Data Protector の

運用に不可欠なソフ ト ウェアがインス トール
され、 すべてのバッ クアップおよび復元作業
がこ こから管理されます。 管理タスク用の
GUI は、 異なるシステムにインス トールでき

ます。 各セルは、 1 つの Cell Manager システ

ムによって管理されます。

CMMDB
Data Protector の CMMDB (Centralized 
Media Management Database: メディア集中

管理データベース ) は、 MoM セル内で、 複数

セルの MMDB をマージするこ とによ り生成

されます。 この機能を使用するこ とで、 MoM
環境内の複数のセルの間でハイエンド  デバイ

スやメディアを共有するこ とが可能になり ま
す。 いずれかのセルからロボティ クスを使用
して、 他のセルに接続されているデバイスを
制御するこ と もできます。
CMMDB は MoM Manager 上に置く必要があ

り ます。 MoM セルとその他の Data Protector
セルの間には、 できるだけ信頼性の高いネッ
ト ワーク接続を用意してください。
MoM も参照。

COM+ 登録データベース

(Windows 固有の用語 )
COM+ 登録データベース と Windows レジス

ト リには、 COM+ アプリ ケーシ ョ ンの属性、

ク ラスの属性、 およびコンピュータ  レベルの

属性が格納されます。 これによ り、 これらの
属性間の整合性を確保でき、 これらの属性を
共通の方法で操作できます。

Command View (CV) EVA

(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
HP StorageWorks EVA ス ト レージ システム

を構成、 管理、 モニターするためのユーザー 
インタフェース。 さまざまなス ト レージ管理
作業を行うために使用されます。 たとえば、
仮想ディ スクファ ミ リの作成、 ス ト レージ シ
ステム ハードウェアの管理、 仮想ディ スクの

スナップク ローンやスナップシ ョ ッ トの作成
などに使用されます。 Command View EVA
ソフ ト ウェアは HP OpenView Storage マネ

ジメン ト  アプライアンス上で動作し、 Web ブ

ラウザからアクセスできます。
HP StorageWorks EVA SMI-S Agent も参

照。

CRS
Data Protector Cell Manager 上で実行され

る、 Cell Request Server のプロセス  ( サービ

ス )。 バッ クアップ セッシ ョ ンと復元セッ

シ ョ ンを開始および制御します。 このサービ
スは、 Data Protector が Cell Manager 上に

インス トールされる とすぐに開始されます。
CRS は、 UNIX システムでは root アカウン ト

で実行されます。 Windows では、 いかなるア

カウン トでも実行できます。 デフォルトでは、
インス トール時に使用したユーザー アカウン

トで実行されます。

CSM
Data Protector コピーおよび集約セッシ ョ ン 
マネージャ (Copy and Consolidation Session 
Manager) の略。 このプロセスは、 オブジェ

ク ト  コピー セッシ ョ ンとオブジェク ト集約

セッシ ョ ンを制御し、 Cell Manager システム

上で動作します。

Data Protector イベン ト  ログ

イベン ト  ログには、 Data Protector 関連のす

べての通知が書き込まれます。 デフォルトの
送信方法では、 すべての通知がイベン ト  ログ

に送信されます。
イベン トは、 Cell Manager の
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<Data_Protector_home>¥log¥server¥Ob

2EventLog.txt ファ イルに記録されます。 こ

のイベン ト  ログにアクセスできる Data 
Protector ユーザーは、 Adminユーザー グ
ループに所属しているか、 または 「レポート
と通知」 のユーザー権限が付与されている
Data Protector ユーザーだけです。 イベン ト  
ログに書き込まれているイベン トは、 いずれ
も表示と削除が可能です。

Data Protector ユーザー アカウン ト

Data Protector およびバッ クアップ データに

対する無許可のアクセスを制限するために、
Data Protector ユーザーと して許可を受けた

ユーザーにしか Data Protector を使用できな

いよ うになっています。 Data Protector 管理

者がこのアカウン ト を作成する と きには、
ユーザー ログオン名、 ユーザーのログオン元

と して有効なシステム、 および Data 
Protector ユーザー グループのメンバーシッ

プを指定します。 ユーザーが Data Protector
のユーザー インタフェースを起動するか、 ま

たは特定のタスクを実行する と きには、 この
アカウン トが必ずチェッ ク されます。

Data Replication (DR) グループ

(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
EVA 仮想ディ スクの論理グループ。 共通の性

質を持ち、 同じ CA EVA ログを共有していれ

ば、 大 8 組のコピー セッ ト を含めるこ とが

できます。
コピー セッ ト も参照。

Dbobject
(Informix Server 固有の用語 )
Informix Server の物理的なデータベース  オ
ブジェク ト 。 blobspace、 dbspace、 または論

理ログ ファ イルなどがそれにあたり ます。

DCBF

DCBF (Detail Catalog Binary Files: 詳細カタ

ログ バイナリ  ファ イル ) ディ レク ト リは、

IDB の一部です。 IDB の約 80% を占める

ファ イル バージ ョ ンと属性に関する情報を格

納します。 バッ クアップに使用される Data 
Protector メディアごとに 1 つの DC バイナリ  
ファ イルが作成されます。

DC ディ レク ト リ

詳細カタログ (DC) ディレク ト リは、 詳細カタ

ログ バイナリ  ファ イル (DCBF) で構成されて

おり、 そのファ イルの中にはファイル バー

ジ ョ ンについての情報が保管されています。
これは、 IDB の DCBF 部分を表し、 IDB 全体

の約 80% の容量を占めます。 デフォルトの

DC ディレク ト リは、 dcbfディ レク ト リ と呼

ばれ、 <Data_Protector_home>¥db40ディ

レク ト リ  (Windows 用 Cell Manager の場合 ) 
または /var/opt/omni/server/db40ディレ

ク ト リ  (UNIX 用 Cell Manager の場合 ) に配

置されています。 他の DC ディ レク ト リ を作

成して、 適切な場所に置く こ とができます。 1
つのセルでサポート される DC ディレク ト リ

は 10 個までです。 DC ディ レク ト リのデフォ

ルト 大サイズは 4GB です。

DHCP サーバ
Dynamic Host Configuration Protocol 
(DHCP) を通じて、 DHCP ク ライアン トに IP
アド レスの動的割り当て機能とネッ ト ワーク
の動的構成機能を提供するシステム。

Disk Agent
ク ラ イアン トのバッ クアップと復元を実行す
るためにク ライアン ト  システム上にインス

トールする必要があるコンポーネン トの 1 つ。

Disk Agent は、 ディ スクに対するデータの読

み書きを制御します。 バッ クアップ セッシ ョ

ン中には、 Disk Agent がディ スクからデータ

を読み取って、 Media Agent に送信してデー
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タをデバイスに移動させます。 復元セッシ ョ
ン中には、 Disk Agent が Media Agent から

データを受信して、 ディ スクに書き込みます。 

Disk Agent の同時処理数

1 つの Media Agent に対して同時にデータを

送信できる  Disk Agent の数。 

DMZ
DMZ (Demilitarized Zone) は、 企業のプライ

ベート  ネッ ト ワーク  ( イン ト ラネッ ト ) と外

部のパブリ ッ ク  ネッ ト ワーク  ( インターネッ

ト ) の間に 「中立地帯」 と して挿入された

ネッ ト ワークです。 DMZ によ り、 外部のユー

ザーが企業のイン ト ラネッ ト内のサーバに直
接アクセスするこ とを防ぐこ とができます。 

DNS サーバ

DNS ク ラ イアン ト  サーバ モデルでは、 DNS
サーバにインターネッ ト全体で名前解決を行
うのに必要な DNS データベースに含まれて

いる情報の一部を保持します。 DNS サーバ

は、 このデータベースを使用して名前解決を
要求するク ライアン トに対してコンピュータ
名を提供します。

DR OS
障害復旧オペレーティング システムとは、 障

害復旧を実行するためのオペレーティング シ
ステム環境です。 Data Protector に対して基

本的な実行時環境 ( ディ スク、 ネッ ト ワーク、

テープ、 およびファイルシステムへのアクセ
ス ) を提供します。 Data Protector 障害復旧

を実行する前に、 DR OS をインス トールおよ

び構成しておく必要があ り ます。 DR OS は、

Data Protector 障害復旧プロセスのホス ト と

して機能するだけでなく、 復元後のシステム
の一部にもな り ます。 その場合、 DR OS の構

成データは元の構成データに置き換わり ます。

DR イ メージ

一時障害復旧オペレーティング システム (DR 
OS) のインス トールおよび構成に必要なデー

タ。

EMC Symmetrix Agent (SYMA)
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
Symmetrix Agent (SYMA) を参照。

FC ブリ ッジ

Fibre Channel ブリ ッジを参照。

Fibre Channel
Fibre Channel は、 高速のコンピュータ相互

接続に関する ANSI 標準です。 光ケーブルま

たは銅線ケーブルを使って、 大容量データ  
ファ イルを高速で双方向送信でき、 数 km 離

れたサイ ト間を接続できます。
Fibre Channel は、 ノード間を 3 種類の物理

トポロジー ( ポイン ト  ト ゥ  ポイン ト、 ルー

プ、 スイ ッチ式 ) で接続できます。

Fibre Channel ブリ ッジ

Fibre Channel ブリ ッジ ( マルチプレクサ ) 
は、 RAID アレイ、 ソ リ ッ ド  ステート  ディ ス

ク  (SSD)、 テープ ラ イブラ リ などの既存のパ

ラレル SCSI デバイスを Fibre Channel 環境

に移行できるよ うにします。 ブ リ ッジ ( マル

チプレクサ ) の片側には Fibre Channel イン

タフェースがあ り、 その反対側にはパラレル
SCSI ポートがあ り ます。 このブリ ッジ ( マル

チプレクサ ) を通じて、 SCSI パケッ ト を

Fibre Channel とパラレル SCSI デバイスの

間で移動するこ とができます。

fnames.dat
IDB の fnames.dat ファ イルには、 バッ ク

アップしたファ イルの名前に関する情報が格
納されます。 一般に、 ファ イル名が保存され
ている場合、 それらのファイルは IDB の 20%
を占めます。

GUI
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Data Protector には、 各種プラ ッ ト フォーム 
(HP-UX、 Solaris、 Windows) に対応したグラ

フ ィカル ユーザー インタフェース  (GUI) が用

意されており、 すべての構成タスク、 管理タ
スクおよび処理タスクに容易にアクセスでき
ます。

Holidays ファイル

休日に関する情報を格納するファ イル。 この
ファ イルを通じて、 休日の設定を変更できま
す。 Holidays ファ イルのパスは、

/etc/opt/omni/server/Holidays (UNIX
用 Cell Manager の場合 ) または

<Data_Protector_home>¥Config¥Server

¥holidays (Windows 用 Cell Manager の場

合 ) です。

HP ITO
OVO を参照。

HP OpC
OVO を参照。

HP OpenView SMART Plug-In (SPI)
ド メ イン監視機能を強化する完全に統合され
たソ リ ューシ ョ ンで、 HP OpenView 
Operations に追加するだけですぐに使えま

す。 HP OpenView SMART Plug-In と して実

装される Data Protector 用統合ソフ ト ウェア

を使用して、 ユーザーは HP OpenView 
Operations (OVO) の拡張機能と して任意の数

の Data Protector Cell Manager を監視でき

ます。

HP OVO
OVO を参照。

HP StorageWorks Disk Array XP LDEV
HP StorageWorks Disk Array XP の物理ディ

スクの論理パーティシ ョ ン。 LDEV は、

Continuous Access XP (CA) 構成および

Business Copy XP (BC) 構成で複製するこ と

ができるエンティティで、 スタンドアロンの
エンティティ と しても使用できます。
BC (HP StorageWorks Disk Array XP 固有の

用語 )、CA (HP StorageWorks Disk Array XP 
固有の用語 )、 および複製も参照。

HP StorageWorks EVA SMI-S Agent
Data Protector のソフ ト ウェア モジュール。 
HP StorageWorks Enterprise Virtual Array
用統合ソフ ト ウェアに必要なタスクをすべて
実行します。 EVA SMI-S Agent を使用する

と、 受信した要求と CV EVA 間のやり取り を

制御する HP StorageWorks SMI-S EVA プロ

バイダを通じてアレイを制御できます。
Command View (CV) EVA、 および HP 
StorageWorks SMI-S EVA プロバイダも参

照。

HP StorageWorks SMI-S EVA プロバイダ
HP StorageWorks Enterprise Virtual Array
を制御するために使用されるインタフェース。
SMI-S EVA プロバイダは HP OpenView ス ト

レージ マネジメン ト  アプライアンス  システ

ム上で個別のサービス と して動作し、 受信し
た要求と Command View EVA 間のゲート

ウェイ と して機能します。Data Protector HP 
StorageWorks EVA 用統合ソフ ト ウェアでは、

SMI-S EVA プロバイダは EVA SMI-S Agent
から標準化された要求を受け入れ、
Command View EVA とやり取り して情報ま

たは方法を呼び出し、 標準化された応答を返
します。
HP StorageWorks EVA SMI-S Agent およ

び Command View (CV) EVA も参照。

HP StorageWorks Virtual Array LUN
HP StorageWorks Virtual Array 内の物理

ディ スクの論理パーティシ ョ ン。 LUN は HP 
StorageWorks Business Copy VA 構成で複製

するこ とができるエンティティで、 スタンド
アロンのエンティティ と しても使用できます。
BC VA および複製も参照。
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HP VPO
OVO を参照。

ICDA
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
EMC's Symmetrix の統合キャッシュ  ディ ス

ク  アレイ  (ICDA) は、 複数の物理ディ スク、

複数の FWD SCSI チャネル、内部キャ ッシュ  
メモ リ、 およびマイク ロコード と呼ばれる制
御 / 診断ソフ ト ウェアを備えたディ スク  アレ

イ  デバイスです。

IDB
Data Protector 内部データベースは、 Cell 
Manager 上に維持される埋込み型データベー

スです。 どのデータがどのメディアにバッ ク
アップされるか、 バッ クアップ セッシ ョ ンと

復元セッシ ョ ンがどのよ うに実行されるか、
さ らに、 どのデバイス上やライブラ リ上に構
成されているかについての情報が格納されま
す。

IDB 復旧ファイル

IDB バッ クアップ、 メディア、 バッ クアップ

用デバイスに関する情報を含む IDB ファ イル

(obrindex.dat) 。 この情報によ り、 IDB の復

旧を大幅に簡素化できます。 IDB ト ランザク

シ ョ ン ログと共にこのファイルを他の IDB
ディレク ト リ とは別の物理ディ スクに移動し、
さ らにこのファ イルのコピーを作成するこ と
をお勧めします。

Inet
Data Protector セル内の各 UNIX システムま

たは Windows システム上で動作するプロセ

ス。 このプロセスは、 セル内のシステム間の
通信と、 バッ クアップおよび復元に必要なそ
の他のプロセスの起動を受け持ちます。 シス
テムに Data Protector をインス トールする

と、 Inet サービスが即座に起動されます。

Inet プロセスは、 inetd デーモンによ り開始

されます。

Informix Server
(Informix Server 固有の用語 )
Informix Dynamic Server のこ とです。

Informix Server 用の CMD スクリプ ト

(Informix Server 固有の用語 ) 
Informix Server データベースの構成時に

INFORMIXDIR 内に作成される Windows 
CMD スク リプ ト。 環境変数を Informix 
Server にエクスポートするコマンド一式が含

まれています。

Internet Information Server (IIS)
(Windows 固有の用語 )
Microsoft Internet Information Server は、

ネッ ト ワーク用ファイル / アプリ ケーシ ョ ン 
サーバで、 複数のプロ ト コルをサポート して
います。 IIS では、 主に、 HTTP (Hypertext 
Transport Protocol) によ り HTML 
(Hypertext Markup Language) ページと して

情報が転送されます。

IP アドレス

IP ( インターネッ ト  プロ ト コル ) アドレスは、

ネッ ト ワーク上のシステムを一意に識別する
アドレスで、 数字で表されます。 IP アドレス

は、 ピ リオド  ( ド ッ ト ) で区切られた 4 組の

数字からな り ます。

ISQL
(Sybase 固有の用語 )
Sybase のユーティ リ ティの 1 つ。 Sybase 
SQL Server に対してシステム管理作業を実行

できます。

ITO
OVO を参照。

keychain
 秘密キーを復号化する際、 手動でパスフレー

ズを入力する手間を省く ツール。 セキュア 
シェルを使用して リモート  インス トールを実
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行する場合、 このツールをインス トール サー

バにインス トールして構成する必要があ り ま
す。

LBO
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
Logical Backup Object ( 論理バッ クアップ オ
ブジェク ト ) の略。 LBO は、 EMC 
Symmetrix/Fastrax 環境内で保存 / 取得され

るデータ  オブジェク トです。 LBO は EMC 
Symmetrix によって 1 つのエンティティ と し

て保存 / 取得され、 部分的には復元できませ

ん。

LISTENER.ORA
(Oracle 固有の用語 )
Oracle の構成ファイルの 1 つ。 サーバ上の 1
つまたは複数の TNS リ スナを定義します。

log_full シェル スクリプ ト

(Informix Server UNIX 固有の用語 )
ON-Bar に用意されているスク リプ トの 1 つ

で、 Informix Server で logfull イベン ト警告

が発行された際に、 論理ログ ファ イルのバッ

クアップを開始するために使用できます。
Informix Server の ALARMPROGRAM 構成

パラ メータは、 デフォルトで、
<INFORMIXDIR>/etc/log_full.shに設定さ

れます。 こ こで、 <INFORMIXDIR>は、

Informix Server ホーム ディレク ト リです。

論理ログ ファ イルを継続的にバッ クアップし

た くない場合は、 ALARMPROGRAM 構成パ

ラ メータを <INFORMIXDIR>/etc/no_log.sh

に設定してください。

Lotus C API
(Lotus Domino Server 固有の用語 )
Lotus Domino Server と Data Protector など

のバッ クアップ ソ リ ューシ ョ ンの間でバッ ク

アップ情報および復元情報を交換するための
インタフェース。

LVM
LVM (Logical Volume Manager: 論理ボ

リ ューム マネージャ ) は、 HP-UX システム上

で物理ディ スク  スペースを構造化し、 論理ボ

リ ュームにマッピングするためのサブシステ
ムです。 LVM システムは、 複数のボ リ ューム 
グループで構成されます。 各ボ リ ューム グ
ループには、 複数のボ リ ュームが含まれます。

Main Control Unit (MCU)
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
Continuous Access 構成用のプライマ リ  ボ
リ ュームを含み、 マスター デバイス と しての

役割を果たす HP StorageWorks XP ディ スク  
アレイ。
BC(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の

用語 )、CA (HP StorageWorks Disk Array XP
固有の用語 ) および HP StorageWorks 
Disk Array XP LDEV も参照。 

Manager-of-Managers (MoM)
エンタープライズ Cell Manager を参照。

MAPI
(MS Exchange 固有の用語 )
MAPI (Messaging Application Programming 
Interface) は、 アプリ ケーシ ョ ンおよびメ ッ

セージング ク ラ イアン トがメ ッセージング シ
ステムおよび情報システムと対話するための
プログラ ミ ング インタフェースです。

Media Agent
デバイスに対する読み込み / 書き込みを制御

するプロセス。 制御対象のデバイスはテープ
などのメディアに対して読み込み / 書き込み

を行います。 バッ クアップ セッシ ョ ン中、

Media Agent は Disk Agent からデータを受

信し、 デバイスに送信します。 データを受信
したデバイスはメディアに書き込みます。
Media Agent は、 ライブラ リのロボティ クス

制御も管理します。
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MFS
Migrating Filesystem の略。 MFS は、

HP-UX 11.00 において、 移行能力を持つ標準

的な JFS ファ イルシステムを実現します。

MFS は、 標準ファ イルシステム インタ

フェース  (DMAPI) 経由でアクセスでき、 通常

の HP-UX ファ イルシステムと同様にディレ

ク ト リにマウン ト されます。 MFS では、 スー

パーブロッ ク、
i ノード情報、 および " 拡張属性 " 情報のみが

ハードディ スク上に永続的に保持され、 これ
らが移動されるこ とはあ り ません。
VBFS も参照。 

Microsoft Exchange Server
多様な通信システムへの透過的接続を提供す
るク ライアン ト / サーバ型のメ ッセージング /
ワークグループ システム。 電子メール システ

ムの他、 個人とグループのスケジュール、 オ
ンライン フォーム、 ワークフロー自動化ツー

ルなどをユーザーに提供します。 また、 開発
者に対しては、 情報共有およびメ ッセージン
グ サービス用のカスタム アプ リ ケーシ ョ ン開

発プラ ッ ト フォームを提供します。

Microsoft SQL Server 
分散型ク ライアン ト / サーバ コンピューティ

ングのニーズを満たすよ うに設計されたデー
タベース管理システム。

Microsoft Volume Shadow Copy Service 
(VSS)
VSS 対応アプリ ケーシ ョ ンのバッ クアップと

復元をそのアプリ ケーシ ョ ンの機能に関係な
く統合管理する統一通信インタフェースを提
供するソフ ト ウェア サービスです。 このサー

ビスは、 バッ クアップ アプリ ケーシ ョ ン、 ラ

イター、 シャ ド ウ  コピー プロバイダ、 および

オペレーティング システム カーネルと連携し

て、 ボ リ ューム シャ ド ウ  コピーおよびシャ ド

ウ  コピー セッ トの管理を実現します。

シャ ドウ コピー、 シャ ドウ コピー プロバイ

ダ、 ライターも参照。

Microsoft 管理コンソール (MMC)
(Windows 固有の用語 ) 
Windows 環境における管理モデル。 シンプル

で一貫した統合型管理ユーザー インタフェー

スを提供します。 同じ GUI を通じて、 さまざ

まな MMC 対応アプリ ケーシ ョ ンを管理でき

ます。 

MMD
Media Management Daemon ( メディア管理

デーモン ) の略。 MMD プロセス  ( サービス ) 
は、 Data Protector Cell Manager 上で稼動

し、 メディア管理操作およびデバイス操作を
制御します。 このプロセスは、 Data 
Protector を Cell Manager にインス トールし

たと きに開始されます。

MMDB
Media Management Database ( メディア管理

データベース ) の略。 MMDB は、 IDB の一部

です。 セル内で構成されている メディア、 メ
ディア プール、 デバイス、 ラ イブラ リ、 ラ イ

ブラ リ  デバイス、 スロ ッ トに関する情報と、

バッ クアップに使用されている Data 
Protector メディアに関する情報を格納しま

す。 エンタープライズ バッ クアップ環境で

は、 データベースをすべてのセル間で共有で
きます。
CMMDB および CDB も参照。 

MoM
複数のセルをグループ化して、 1 つのセルか

ら集中管理するこ とができます。 集中管理用
のセルが、 MoM(Manager-of-Managers) ク ラ

イアン トです。 MoM を通じて、 複数のセルを

一元的に構成および管理できます。

MSM
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Media Session Manager ( メディア セッシ ョ

ン マネージャ ) の略。 MSM は、 Cell 
Manager 上で稼動し、 メディア セッシ ョ ン (
メディアのコピーなど ) を制御します。

MU 番号

(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
MU 番号は、 Mirror Unit Number ( ミ ラー ユ
ニッ ト番号 ) の略語。 ファース ト  レベル ミ
ラーを示すために使う整数 (0、 1 または 2) で
す。
ファース ト  レベル ミ ラーも参照。

obdrindex.dat
IDB 復旧ファイルを参照。

OBDR 対応デバイス

ブート可能ディ スクを装填した CD-ROM ド

ライブをエミ ュレートできるデバイス。 バッ
クアップ デバイス と してだけでなく、 障害復

旧用のブート  デバイス と しても使用可能で

す。

OmniStorage
透過的な移行を可能にするソフ ト ウェア。 使
用頻度の高いデータをハード  ディ スク上に残

したまま使用頻度の低いデータを光磁気ライ
ブラ リに移動します。 HP OmniStorage は、

HP-UX システム上で動作します。

ON-Bar
(Informix Server 固有の用語 )
Informix Server のためのバッ クアップと復元

のシステム。 ON-Bar によ り、 Informix 
Server データのコピーを作成し、 後でその

データを復元するこ とが可能になり ます。
ON-Bar のバッ クアップと復元のシステムに

は、 以下のコンポーネン トが含まれます。

• onbar コマンド

• バッ クアップ ソ リ ューシ ョ ンと しての
Data Protector

• XBSA インタフェース

• ON-Bar カタログ テーブル。 これは、

dbobject をバッ クアップし、 複数のバッ

クアップを通して dbobject のインスタン

スを ト ラ ッキングするために使われます。

ONCONFIG
(Informix Server 固有の用語 )
アクティブな ONCONFIG 構成ファイルの名

前を指定する環境変数。 ONCONFIG 環境変

数が存在しない場合、 Informix Server が 
<INFORMIXDIR>¥etc (Windows の場合 )、 ま

たは <INFORMIXDIR>/etc/ (UNIX の場合 ) 
ディ レク ト リの ONCONFIG ファ イルにある

構成値を使います。

OpC
OVO を参照。

OpenSSH
さまざまな認証方式と暗号化方式を採用する
こ とによ り、 リモート  マシンへの安全なアク

セスを提供するネッ ト ワーク接続ツールの
セッ ト。 セキュア シェルを使用して リモート  
インス トールを実行する場合、 インス トール 
サーバと ク ラ イアン トにこれをインス トール
して構成する必要があ り ます。

Oracle Data Guard
(Oracle 固有の用語 ) 
Oracle Data Guard は Oracle の主要な障害復

旧ソ リ ューシ ョ ンです。 プロダクシ ョ ン ( 一
次 ) データベースのリ アルタイム コピーであ

るスタンバイ  データベースを 大 9 個まで保

持するこ とによ り、 破損、 データ障害、 人為
ミ ス、 および災害からの保護を提供します。
プロダクシ ョ ン ( 一次 ) データベースに障害が

発生する と、 フェイルオーバーによ り スタン
バイ  データベースの 1 つを新しい一次データ

ベースにするこ とができます。 また、 プロダ
クシ ョ ン処理を現在の一次データベースから
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スタンバイ  データベースに迅速に切り替えた

り、 元に戻したりできるため、 保守作業のた
めの計画ダウンタイムを縮小するこ とができ
ます。

ORACLE_SID
(Oracle 固有の用語 )
Oracle Server インスタンスの一意な名前。 別

の Oracle Server に切り替えるには、 目的の

<ORACLE_SID> を指定します。 <ORACLE_SID>

は、 TNSNAMES.ORA ファ イル内の接続記述子

の CONNECT DATA 部分と LISTENER.ORA

ファ イル内の TNS リ スナの定義に含まれてい

ます。

Oracle インスタンス

(Oracle 固有の用語 )
1 つまたは複数のシステムにインス トールさ

れた個々の Oracle データベース。 1 つのコン

ピュータ  システム上で、 複数のデータベース  
インスタンスを同時に稼動させるこ とができ
ます。

Oracle ターゲッ ト  データベースへのログイン

情報
(Oracle および SAP R/3 固有の用語 )
ログイン情報の形式は、
<user_name>/<password>@<service>です。

• <user_name>は、 Oracle Server および

その他のユーザーに対して公開される
ユーザー名です。 ユーザー名には必ずパ
スワードが関連付けられます。 各ユー
ザーが Oracle ターゲッ ト  データベースに

接続するには、 ユーザー名とパスワード
の両方を入力しなければなり ません。 こ
のユーザーは Oracle SYSDBA 権限また

は SYSOPER 権限を持っている必要があ

り ます。

• <password>は、 Oracle パスワード  ファ

イル (orapwd) に指定されているパスワー

ドに一致する必要があ り ます。 これは、
データベース管理を行うユーザーの認証
に使用されるファ イルです。

• <service>は、 ターゲッ ト  データベース

の SQL*Net サーバ プロセスを識別する

名前です。

OVO
HP ネッ ト ワーク内の多数のシステムとアプ

リ ケーシ ョ ンの運用管理を強力な機能でサ
ポートする OpenView Operations for Unix の

略称。 Data Protector には、 この管理製品を

使用するための統合ソフ ト ウェアが用意され
ています。 この統合ソフ ト ウェアは、 HP-UX
および Solaris 上の OVO 管理サーバ用の

SMART Plug-In と して実装されています。 以

前のバージ ョ ンの OVO は、 IT/Operation、
Operations Center、 および Vantage Point 
Operations と呼ばれていました。

マージも参照。 

P1S ファイル

P1S ファ イルには、 システムにインス トール

されているすべてのディ スクを高度な自動障
害復旧 (EADR) 中にどのよ うにフォーマッ ト

するかに関する情報が格納されます。 この
ファ イルはフル バッ クアップ中に作成され、

バッ クアップ メディアと Cell Manager に

recovery.p1s という ファ イル名で保存されま

す。 保存場所は、
<Data_Protector_home>¥Config¥Server

¥dr¥p1sディ レク ト リ  (Windows 用 Cell 
Manager の場合 ) または

/etc/opt/omni/server/dr/p1sディ レク ト

リ  (UNIX 用 Cell Manager の場合 ) です。

RAID
Redundant Array of Inexpensive Disks の略。
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RAID Manager XP 
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
RAID Manager XP アプ リケーシ ョ ンには、

CA アプリ ケーシ ョ ンおよび BC アプリ ケー

シ ョ ンのステータスを報告 / 制御するコマン

ドが豊富に用意されています。 これらのコマ
ンドは、 RAID Manager インスタンスを通じ

て、 StorageWorks Disk Array XP Disk 
Control Unit と通信します。 このインスタン

スは、 コマンドを一連の低レベル SCSI コマ

ンドに変換します。

RAID Manager ライブラリ

(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
Solaris システム上の Data Protector では、

RAID Manager ラ イブラ リ を内部的に使用し

て、 HP StorageWorks Disk Array XP の構成

データ、 ステータス  データ、 およびパフォー

マンス  データにアクセスします。 さ らに、 一

連の低レベル SCSI コマンドに変換される関

数呼び出しを通じて、 StorageWorks Disk 
Array XP の主要な機能にアクセスします。

raw ディスクのバックアップ

ディスク  イ メージのバックアップを参照。

RCU
(HP StorageWorks 固有の用語 )
Remote Control Unit (RCU) は、 CA 構成の

中で MCU (Main Contol Unit) のスレーブと

しての役割を果たします。 双方向の構成の中
では、 RCU は MCU と しての役割を果たしま

す。

RDBMS
Relational Database Management System (
リ レーシ ョナル データベース管理システム ) 
の略。

RDF1/RDF2

(EMC Symmetrix 固有の用語 )
SRDF デバイス  グループの一種。 RDF グ
ループには RDF デバイスだけを割り当てるこ

とができます。 RDF1 グループ タイプには

ソース  デバイス  (R1) が格納され、 RDF2 グ
ループ タイプにはターゲッ ト  デバイス  (R2) 
が格納されます。

RDS
Raima Database Server の略。 RDS ( サービ

ス ) は、 Data Protector の Cell Manager 上で

稼動し、 IDB を管理します。 このプロセスは、

Data Protector を Cell Manager にインス

トールしたと きに開始されます。

RecoveryInfo
Windows 構成ファイルのバッ クアップ時、

Data Protector は、 現在のシステム構成に関

する情報 ( ディ スク  レイアウ ト、 ボ リ ューム、

およびネッ ト ワークの構成に関する情報 ) を
収集します。 この情報は、 障害復旧時に必要
になり ます。

Recovery Manager (RMAN)
(Oracle 固有の用語 )
Oracle コマンド行インタフェース。 これによ

り、 Oracle Server プロセスに接続されている

データベースをバッ クアップ、 復元、 および
復旧するための指示が Oracle Server プロセ

スに出されます。 RMAN では、 バッ クアップ

についての情報を格納するために、 リ カバリ  
カタログまたは制御ファイルのいずれかが使
用されます。 この情報は、 後の復元セッシ ョ
ンで使う こ とができます。

REDO ログ

(Oracle 固有の用語 )
各 Oracle データベースには、 複数の REDO 
ログ ファ イルがあ り ます。 データベース用の 
REDO ログ ファ イルのセッ ト をデータベース
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の REDO ログと呼びます。 Oracle では、

REDO ログを使ってデータに対するすべての

変更を記録します。

Remote Control Unit
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
Remote Control Unit (RCU) は、 CA 構成の

中で MCU (Main Contol Unit) のスレーブと

しての役割を果たします。 双方向の構成の中
では、 RCU は MCU と しての役割を果たしま

す。

RMAN

(Oracle 固有の用語 )
Recovery Manager を参照。

RSM
Data Protector Restore Session Manager の

略。 復元セッシ ョ ンを制御します。 このプロ
セスは、 常に Cell Manager システム上で稼

動します。

RSM
(Windows 固有の用語 )
Removable Storage Manager の略。 RSM は、

アプ リ ケーシ ョ ン、 ロボティ クス  チェン

ジャ、 およびメディア ラ イブラ リの間の通信

を効率化する メディア管理サービスを提供し
ます。 これによ り、 複数のアプ リ ケーシ ョ ン
がローカル ロボティ クス  メディア ラ イブラ

リ とテープまたはディ スク  ド ラ イブを共有で

き、 リ ムーバブル メディアを管理できます。

SAPDBA
(SAP R/3 固有の用語 )
BRBACKUP ツール、 BRARCHIVE ツール、

BRRESTORE ツールを統合した SAP R/3
ユーザー インタフェース。

SIBF

サーバレス統合バイナリ  ファ イル (SIBF) は、

IDB のうち、 NDMP の raw メ タデータが格

納される部分です。 これらのデータは、
NDMP オブジェク トの復元に必要です。

SMB
スプリ ッ ト  ミ ラー バックアップを参照。

SMBF
セッシ ョ ン メ ッセージ バイナリ  ファ イル

(SMBF) は、 IDB のうち、 バッ クアップ、 復

元、 オブジェク ト  コピー、 オブジェク ト集

約、 およびメディア管理のセッシ ョ ン中に生
成されたセッシ ョ ン メ ッセージが格納される

部分です。 セッシ ョ ンごとに 1 つのバイナリ  
ファ イルが作成されます。 バイナリ  ファ イル

は、 年と月に基づいて分類されます。

sqlhosts ファイル

(Informix Server 固有の用語 )
Informix Server の接続情報ファイル (UNIX)
またはレジス ト リ (Windows)。 各データベー

ス  サーバの名前の他、 ホス ト  コンピュータ上

のク ライアン トが接続できるエイ リ アスが格
納されます。

SRDF
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
EMC Symmetrix Remote Data Facility の略。

SRDF は、 異なる位置にある複数の処理環境

の間での効率的な リアルタイム データ複製を

実現する Business Continuation プロセスで

す。 同じルート  コンピュータ環境内だけでは

なく、 互いに遠距離にある環境も対象とな り
ます。

SRD ファイル

SRD (System Recovery Data: システム復旧

データ ) ファ イルには、 障害発生時にオペ

レーティング システムをインス トールおよび

構成するために必要なシステム情報が含まれ
ています。 SRD ファ イルは ASCII ファ イル
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で、 CONFIGURATION バッ クアップが

Windows ク ラ イアン ト上で実行され Cell 
Manager に保存される時に生成されます。

SSE Agent
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 ) 
スプ リ ッ ト  ミ ラー バッ クアップの統合に必要

なタスクをすべて実行する Data Protector ソ

フ ト ウェア モジュール。 RAID Manager XP
ユーティ リ ティ  (HP-UX システムおよび

Windows システムの場合 ) または RAID 
Manager ラ イブラ リ  (Solaris システムの場

合 ) を使い、 HP StorageWorks Disk Array 
XP の保管システムと通信します。

sst.conf ファイル

/usr/kernel/drv/sst.conf ファ イルは、 マ

ルチド ライブ ラ イブラ リ  デバイスが接続され

ている Data Protector Sun Solaris ク ラ イア

ン トのそれぞれにインス トールされていなけ
ればならないファイルです。 このファ イルに
は、 ク ライアン トに接続されている各ライブ
ラ リ  デバイスのロボッ ト機構の SCSI アドレ

ス  エン ト リが記述されてなければなり ませ

ん。

st.conf ファイル

/kernel/drv/st.conf ファ イルは、 バッ ク

アップ デバイスが接続されている Data 
Protector Solaris ク ライアン トのそれぞれに

インス トールされていなければならないファ
イルです。 このファ イルには、 ク ライアン ト
に接続されている各バッ クアップ ド ラ イブの

デバイス情報と SCSI アドレスが記述されて

いなければなり ません。 シングルド ライブ デ
バイスについては単一の SCSI エン ト リが必

要で、 マルチド ライブ ラ イブラ リ  デバイスに

ついては複数の SCSI エン ト リが必要です。

StorageTek ACS ライブラリ

(StorageTek 固有の用語 )
ACS (Automated Cartridge System) は、 1 つ

のライブラ リ管理ユニッ ト  (LMU) と、 このユ

ニッ トに接続された 1 ～ 24 個のライブラ リ記

憶域モジュール (LSM) からなるライブラ リ  シ
ステム ( サイロ ) です。

Sybase Backup Server API
(Sybase 固有の用語 )
Sybase SQL Server と Data Protector などの

バッ クアップ ソ リ ューシ ョ ンの間でのバッ ク

アップ情報および復旧情報交換用に開発され
た業界標準インタフェース。

Sybase SQL Server
(Sybase 固有の用語 )
Sybase のク ライアン ト / サーバ アーキテク

チャにおけるサーバ。 Sybase SQL Server は、

複数のデータベース と複数のユーザーを管理
し、 ディ スク上のデータの実位置を追跡しま
す。 さ らに、 物理データ  ス ト レージ域に対す

る論理データ記述のマッピングを維持し、 メ
モ リ内のデータ  キャッシュ とプロシージャ  
キャ ッシュを維持します。

Symmetrix Agent (SYMA)
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
EMC Symmetrix 環境でのバッ クアップ操作

と復元操作を可能にする Data Protector ソフ

ト ウェア モジュール。

System Backup to Tape
(Oracle 固有の用語 )
Oracle がバッ クアップ要求または復元要求を

発行したと きに正しいバッ クアップ デバイス

をロード、 ラベリ ング、 およびアンロードす
るために必要なアクシ ョ ンを処理する Oracle 
インタフェース。

SysVol
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(Windows 固有の用語 )
ド メ インのパブリ ッ ク  ファ イルのサーバ コ
ピーを保存する共有ディレク ト リで、 ド メ イ
ン内のすべてのド メ イン コン ト ローラ間で複

製されます。 

TimeFinder
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
単一または複数の EMC Symmetrix 論理デバ

イス  (SLD) のインスタン ト  コピーを作成する

Business Continuation プロセス。 インスタ

ン ト  コピーは、 BCV と呼ばれる専用の事前構

成 SLD 上に作成され、 システムに対する別個

のプロセスを経由してアクセスできます。

TLU
Tape Library Unit ( テープ ラ イブラ リ  ユ
ニッ ト ) の略。

TNSNAMES.ORA
(Oracle および SAP R/3 固有の用語 )
サービス名にマッピングされた接続記述子を
格納するネッ ト ワーク構成ファイル。 この
ファ イルは、 1 か所で集中的に管理してすべ

てのク ライアン トで使用するこ と も、 また、
ローカルに管理して各クライアン トで個別に
使用するこ と もできます。

TSANDS.CFG ファイル

(Novell NetWare 固有の用語 )
バッ クアップを開始するコンテナの名前を指
定するファイル。 このファ イルはテキス ト  
ファ イルで、 TSANDS.NLMがロード される

サーバの SYS:SYSTEM¥TSAディ レク ト リにあ

り ます。

VBFS
(OmniStorage 固有の用語 )
VBFS (Very Big File System) とは、 HP-UX 
9.x 上の標準 HP-UX ファ イルシステムに対す

る拡張部分を指します。 VBFS は、 通常の

HP-UX ファ イルシステムと同様にディ レク ト

リにマウン ト されます。 VBFS では、 スー

パーブロッ ク、 i ノード情報、 および " 拡張属

性 " 情報のみがハードディ スク上に永続的に

保持され、 これらが移動されるこ とはあ り ま
せん。
MFS も参照。

Virtual Controller Software (VCS)
(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
HSV コン ト ローラを介した Command View 
EVA との通信など、 記憶システムの処理すべ

てを管理するファームウェア。
Command View (CV) EVA も参照。

VOLSER
(ADIC および STK 固有の用語 )
ボ リ ューム シ リ アル (VOLume SERial) 番号

は、 メディア上のラベルで、 大容量ライブラ
リ内の物理テープの識別に使用されます。
VOLSER は、 ADIC/GRAU デバイスおよび

StorageTek デバイス固有の命名規則です。

Volume Shadow Copy サービス

Microsoft Volume Shadow Copy Service
を参照。

VPO
OVO を参照。

VSS
Microsoft Volume Shadow Copy Service
を参照。

VxFS
Veritas Journal Filesystem の略。

VxVM (Veritas Volume Manager)
Veritas Volume Manager は、 Solaris プラ ッ

ト フォーム上でディ スク  スペースを管理する

ためのシステムです。 VxVM システムは、 論
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理ディ スク  グループに編成された 1 つまたは

複数の物理ボリ ュームの任意のグループから
な り ます。

Wake ONLAN
節電モードで動作しているシステムを同じ
LAN 上の他のシステムからのリモート操作に

よ り電源投入するためのサポート。

Web レポート

Data Protector の機能の 1 つ。 バッ クアップ 
ステータス と Data Protector 構成に関するレ

ポート を Web インタフェース経由で表示でき

ます。

Windows CONFIGURATION バックアップ

Data Protector では、 Windows 
CONFIGURATION ( 構成データ ) をバッ ク

アップできます。 Windows レジス ト リ、 ユー

ザー プロファ イル、 イベン ト  ログ、 WINS
サーバ データおよび DHCP サーバ データ  (
システム上で構成されている場合 ) を 1 回の

操作でバッ クアップできます。 

Windows レジスト リ  
オペレーティング システムやインス トールさ

れたアプリ ケーシ ョ ンの構成情報を保存する
ため、 Windows によ り使用される集中化され

たデータベース。

WINS サーバ

Windows ネッ ト ワークのコンピュータ名を

IP アドレスに解決する Windows インター

ネッ ト  ネーム サービス  ソフ ト ウェアを実行

しているシステム。 Data Protector では、

WINS サーバ データを Windows の構成デー

タの一部と してバッ クアップできます。

XBSA インタフェース

(Informix Server 固有の用語 )
ON-Bar と Data Protector の間の相互通信に

は、 X/Open Backup Services Application 
Programmer's Interface (XBSA) が使用され

ます。

XCopy エンジン

( ダイレク ト  バックアップ固有の用語 )
SCSI-3 のコピー コマンド。 SCSI ソース  アド

レスを持つス ト レージ デバイスから SCSI あ

て先アドレスを持つバッ クアップ デバイスに

データをコピーし、 ダイレク ト  バッ クアップ

を可能にします。 XCopy では、 ソース  デバイ

スからデータをブロ ッ ク  ( ディ スクの場合 ) ま
たはス ト リーム ( テープの場合 ) と してあて先

デバイスにコピーします。 これによ り、 デー
タをス ト レージ デバイスから読み込んであて

先デバイスに書き込むまでの一連の処理が、
制御サーバをバイパスして行われます。
ダイレク ト  バックアップも参照。

ZDB
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB) を参

照。

ZDB データベース

(ZDB 固有の用語 )
ソース  ボ リ ューム、 複製およびセキュ リ ティ

情報などの ZDB 関連情報を格納する IDB の

一部。 ZDB データベースは ZDB、 インスタ

ン ト  リ カバリ、 スプ リ ッ ト  ミ ラー復元に使用

されます。
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB) も参

照。

アーカイブ REDO ログ

(Oracle 固有の用語 )
オフライン REDO ログと も呼ばれます。

Oracle データベースが ARCHIVELOG モー

ドで動作している場合、 各オンライン REDO
ログが 大サイズまで書き込まれる と、 アー
カイブ先にコピーされます。 このコピーを
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アーカイブ REDO ログと呼びます。 各データ

ベースに対してアーカイブ REDO ログを作成

するかど うかを指定するには、 以下の 2 つの

モードのいずれかを指定します。

• ARCHIVELOG - 満杯になったオンライ

ン REDO ログ ファ イルは、 再利用される

前にアーカイブされます。 そのため、 イ
ンスタンスやディ スクにエラーが発生し
た場合に、 データベースを復旧するこ と
ができます。
「ホッ ト 」 バッ クアップを実行できるの
は、 データベースがこのモードで稼動し
ている と きだけです。

• NOARCHIVELOG - オンライン REDO
ログ ファ イルは、 満杯になってもアーカ

イブされません。

オンライン REDO ログも参照。

アーカイブ ロギング

(Lotus Domino Server 固有の用語 )
Lotus Domino Server のデータベース  モード

の 1 つ。 ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イルが

バッ クアップされて始めて上書きされるモー
ドです。

アクセス権
ユーザー権限を参照。

アプリケーシ ョ ン エージェン ト

ク ラ イアン ト上でオンライン データベース統

合ソフ ト ウェアを復元およびバッ クアップす
るために必要なコンポーネン ト。
Disk Agent も参照。

アプリケーシ ョ ン システム

(ZDB 固有の用語 )
このシステム上でアプリ ケーシ ョ ンやデータ
ベースが実行されます。 アプリ ケーシ ョ ンま
たはデータベース  データは、 ソース  ボ リ ュー

ム上に格納されています。
バックアップ システムおよびソース ボリュー

ムも参照。

イベン ト  ログ

Windows 上で発生したすべてのイベン ト  
( サービスの停止 / 開始やユーザーのログオン

/ ログオフなど ) が記録されるファ イル。Data 
Protector では、 Windows 構成データ  バッ ク

アップの一部と して Windows イベン ト  ログ

をバッ クアップできます。

インスタン ト  リカバリ

(ZDB 固有の用語 )
ディ スクへの ZDB セッシ ョ ンまたはディ ス

ク / テープへの ZDB セッシ ョ ンで作成された

複製を使用して、 ソース  ボ リ ュームの内容を

複製が作成された時点の状態に復元するプロ
セスです。 これによ り、 テープからの復元を
行う必要がなくな り ます。 関連するアプリ
ケーシ ョ ンやデータベースによってはインス
タン ト  リ カバリだけで十分な場合もあれば、

完全に復旧するために ト ランザクシ ョ ン ログ 
ファ イルを適用するなどその他にも手順が必
要な場合もあ り ます。
複製、 ゼロ ダウンタイム バックアップ 
(ZDB)、 ディスクへの ZDB、 およびディスク

/ テープへの ZDB も参照。

インス トール サーバ

特定のアーキテクチャ用の Data Protector ソ

フ ト ウェア パッケージのレポジ ト リ を保持す

るコンピュータ  システム。 インス トール サー

バから Data Protector ク ラ イアン トの リモー

ト  インス トールが行われます。 混在環境で

は、 UNIX システム用と Windows システム用

の 2 台のインス トール サーバが 低限必要に

なり ます。

インフォ メーシ ョ ン ストア
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(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
記憶域管理を行う Microsoft Exchange Server 
のサービス。 Microsoft Exchange Server のイ

ンフォ メーシ ョ ン ス ト アは、 メールボッ クス  
ス ト アとパブリ ッ ク  フォルダ ス ト アの 2 種類

を管理します。 メールボッ クス  ス ト アは個々

のユーザーに属する メールボッ クスから成り
ます。 パブ リ ッ ク  フォルダ ス ト アには、 複数

のユーザーで共有するパブリ ッ ク  フォルダお

よびメ ッセージがあ り ます。
キー マネージメン ト  サービスおよびサイ ト複

製サービスも参照。

上書き
復元中のファイル名競合を解決するモードの
1 つ。 既存のファ イルの方が新し くても、 す

べてのファイルがバッ クアップから復元され
ます。
マージも参照。 

エクスチェンジャ
SCSI エクスチェンジャ と も呼ばれます。

ライブラリも参照。

エンタープライズ バックアップ環境

複数のセルをグループ化して、 1 つのセルか

ら集中管理するこ とができます。 エンタープ
ライズ バッ クアップ環境には、 複数の Data 
Protector セル内のすべてのク ライアン トが含

まれます。 これらのセルは、 Manager of 
Managers (MoM) のコンセプ トによ り集中管

理用のセルから管理されます。
MoM も参照。

オートチェンジャー
ライブラリを参照。

オート ローダ
ライブラリを参照。

オブジェク ト
バッ クアップ オブジェク ト を参照。

オブジェク ト  ID
(Windows 固有の用語 )
NTFS 5 ファ イルは、 オブジェク ト  ID (OID) 
を通じてアクセスできます。 これによ り、 シ
ステム内でファ イルが実際に置かれている場
所を意識する必要がなくな り ます。 Data 
Protector では、 OID をファ イルの代替ス ト

リームと して扱います。

オブジェク ト  コピー

特定のオブジェク ト  バージ ョ ンのコピー。 オ

ブジェク ト  コピー セッシ ョ ン中またはオブ

ジェク ト  ミ ラーのバッ クアップ セッシ ョ ン中

に作成されます。

オブジェク ト  コピー セッシ ョ ン

異なる メディア セッ ト上にバッ クアップされ

たデータの追加のコピーを作成するプロセス。
オブジェク ト  コピー セッシ ョ ン中に、 選択さ

れたバッ クアップ オブジェク トがソースから

ターゲッ ト  メディアへコピーされます。

オブジェク ト集約
フル バッ クアップと 1 回以上の増分バッ ク

アップから成るバッ クアップ オブジェク トの

復元チェーンを、 新しい集約バージ ョ ンのオ
ブジェク トにマージするプロセス。 このプロ
セスは合成バッ クアップ処理の一部です。 こ
のプロセスの結果、 指定されたバッ クアップ 
オブジェク トの合成フル バッ クアップが生成

されます。

オブジェク ト集約セッシ ョ ン
フル バッ クアップと 1 回以上の増分バッ ク

アップから成るバッ クアップ オブジェク トの

復元チェーンを、 新しい集約バージ ョ ンのオ
ブジェク トにマージするプロセス。

オブジェク トのコピー
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選択されたオブジェク ト  バージ ョ ンを特定の

メディア セッ トにコピーするプロセス。 1 つ

または複数のバッ クアップ セッシ ョ ンからコ

ピーするオブジェク ト を選択できます。

オブジェク トのミ ラーリング
バッ クアップ セッシ ョ ン中に、 同一のデータ

を複数のメディア セッ トに書き込むプロセ

ス。 Data Protector では、 すべてまたは一部

のバッ クアップ オブジェク ト を 1 つまたは複

数のメディア セッ トに ミ ラーできます。

オブジェク ト  ミ ラー

オブジェク トの ミ ラーリ ングを使用して作成
されるバッ クアップ オブジェク トのコピー。

オブジェク トの ミ ラーは通常オブジェク ト  コ
ピーと呼ばれます。

オフライン REDO ログ

アーカイブ REDO ログを参照。 

オフライン バックアップ

実行中はアプリ ケーシ ョ ン データベースがア

プリ ケーシ ョ ンから使用できな くなるバッ ク
アップ。

• 単純なバッ クアップ方法の場合 (ZDB で

はない )、 データベースはバッ クアップ中 
( 数分から数時間 ) オフライン状態とな

り、 バッ クアップ システムからは使用で

きますが、 アプリ ケーシ ョ ン システムか

らは使用できません。 たとえばテープへ
のバッ クアップの場合、 テープへのデー
タ  ス ト リーミ ングが終わるまでの間とな

り ます。

• ZDB の方法を使う と、 データベースはオ

フライン状態になり ますが、 所要時間は
データ複製プロセス中のわずか数秒間で
す。 残りのバッ クアップ プロセスでは、

データベースは通常の稼動を再開できま
す。

ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB) およ

びオンライン バックアップを参照。

オフライン復旧
オフライン復旧は、 ネッ ト ワーク障害などに
よ り Cell Manager にアクセスできない場合

に行われます。 オフライン復旧には、 スタン
ドアロン デバイス と SCSI ラ イブラ リ  デバイ

スだけを使用できます。 Cell Manager の復旧

は、 常にオフラインで行われます。

オンライン REDO ログ

(Oracle 固有の用語 )
まだアーカイブされていないが、 インスタン
スでデータベース  アクテ ィビテ ィを記録する

ために利用できるか、 または満杯になってお
り、 アーカイブまたは再使用されるまで待機
している REDO ログ。

アーカイブ REDO ログも参照。 

オンライン バックアップ

データベース  アプリ ケーシ ョ ンを利用可能な

状態に維持したまま行われるバッ クアップ。
データベースは、 バッ クアップ アプ リ ケー

シ ョ ンが元のデータ  オブジェク トにアクセス

する必要がある間、 特別なバッ クアップ モー

ドで稼動します。 この期間中、 データベース
は完全に機能しますが、 パフォーマンスに多
少影響が出た り、 ログ ファ イルのサイズが急

速に増大した りする場合もあ り ます。

• 単純なバッ クアップ方法の場合 (ZDB で

はない )、 バッ クアップ モードはバッ ク

アップ期間全体 ( 数分から数時間 ) 必要と

な り ます。 たとえばテープへのバッ ク
アップの場合、 テープへのデータ  ス ト

リーミ ングが終わるまでの間とな り ます。
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• ZDB の方法を使う と、 バッ クアップ モー

ドに必要な時間はデータ複製プロセス中
のわずか数秒間です。 残りのバッ クアッ
プ プロセスでは、 データベースは通常の

稼動を再開できます。

場合によっては、 データベースを整合性を
保って復元するために、 ト ランザクシ ョ ン ロ
グもバッ クアップする必要があ り ます。
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB) およ

びオフライン バックアップも参照。

階層スト レージ管理 (HSM)
使用頻度の低いデータを低コス トの光磁気プ
ラ ッ タに移動するこ とで、 コス トの高いハー
ド  ディ スク記憶域を有効利用するための仕組

み。 移動したデータが必要になった場合は、
ハード  ディ スク記憶域に自動的に戻されま

す。 これによ り、 ハード  ディ スクからの高速

読み取り と光磁気プラ ッ タの低コス ト性のバ
ランスが維持されます。

拡張可能 スト レージ エンジン (ESE)
(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
Microsoft Exchange Server で情報交換用の記

憶システムと して使用されているデータベー
ス  テク ノ ロジ。

拡張増分バックアップ
従来の増分バッ クアップでは、 後のバッ ク
アップの後に変更されたファイルがバッ ク
アップされますが、 変更の検出には一定の制
限があ り ます。 拡張増分バッ クアップでは、
従来の増分バッ クアップとは異なり、 属性が
変更されたファイルに加えて、 名前が変更さ
れたファイルや移動されたファイルも確実に
検出され、 バッ クアップされます。

仮想サーバ
仮想マシンとは、 ネッ ト ワーク IP 名および

IP アドレスでド メ イン内に定義されるク ラス

タ環境を意味します。 このアド レスは、 ク ラ
スタ  ソフ ト ウェアによってキャ ッシュされ、

仮想サーバ リ ソースを現在実行している ク ラ

スタ  ノードにマッピングされます。 こ う し

て、 特定の仮想サーバに対するすべての要求
が特定のクラスタ  ノードにキャ ッシュされま

す。

仮想ディスク
(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
HP StorageWorks Enterprise Virtual Array 
のス ト レージ プールから割り当てられる記憶

領域の単位。 仮想ディ スクは、 HP 
StorageWorks Enterprise Virtual Array のス

ナップシ ョ ッ ト機能によ り複製されるエン
ティティです。
ソース ボリュームおよびターゲッ ト  ボリュー

ムも参照。

仮想デバイス インタフェース

(MS SQL Server 固有の用語 )
SQL Server のプログラ ミ ング インタフェー

スの 1 つ。 大容量のデータベースを高速で

バッ クアップおよび復元できます。

仮想フル バックアップ

効率の良い合成バッ クアップのタイプ。 コ
ピーされる代わりに、 ポインタの使用によっ
てデータが集約されます。 すべてのバッ ク
アップ ( フル バッ クアップ、 増分バッ クアッ

プ、 およびその結果生成される仮想フル バッ

クアップ ) を、 配布ファイル メディア形式を

使用する単一のファイル ラ イブラ リに書き込

む場合に実行します。

カタログ保護
バッ クアップ データに関する情報 ( ファ イル

名やファ イル バージ ョ ンなど ) を IDB に維持

する期間を定義します。
データ保護も参照。

キー マネージメン ト  サービス
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(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
セキュ リ ティ強化のための暗号化機能を提供
する Microsoft Exchange Server のサービス。

インフォ メーシ ョ ン ストアおよびサイ ト複製

サービスも参照。

共有ディスク
(Windows 固有の用語 )
システム状態データには、 レジス ト リ、
COM+ ク ラス登録データベース、 システム起

動ファイル、 および証明書サービス  データ

ベース  ( 証明書サーバの場合 ) が含まれます。

サーバがド メ イン コン ト ローラの場合は、

Active Directory ディレク ト リ  サービス と  
Sysvol ディ レク ト リ もシステム状態データに

含まれます。 サーバ上でク ラスタ  サービスが

実行されている場合は、 リ ソース  レジス ト リ  
チェ ッ クポイン ト と、 新のク ラスタ  データ

ベース情報を格納するクォーラム リ ソース回

復ログもシステム状態データに含まれます。

共有ディスク
あるシステム上に置かれた Windows のディ

スクをネッ ト ワーク上の他のシステムのユー
ザーが使用できるよ うに構成したもの。 共有
ディ スクを使用しているシステムは、 Data 
Protector Disk Agent がインス トールされて

いなくてもバッ クアップ可能です。

緊急ブート  ファイル

(Informix Server 固有の用語 )
Informix Server の構成ファイル。

ixbar.<server_id> (<server_id>は

SERVERNUM構成パラ メータの値 ) とい う名前

で <INFORMIXDIR>¥etcディ レク ト リ

(Windows の場合 ) または

<INFORMIXDIR>/etcディレク ト リ (UNIX の

場合 ) に保存されます (<INFORMIXDIR>は

Informix Server のホーム ディ レク ト リ )。 緊

急ブート  ファ イルの各行は、 1 つのバッ ク

アップ オブジェク トに対応します。

クライアン トまたはクライアン ト  システム

セル内で Data Protector の機能を使用できる

よ うに構成された任意のシステム。

クライアン ト  バックアップ

ク ラ イアン トにマウン ト されているすべての
ライターとファ イルシステムのバッ クアップ。
ただし、 バッ クアップ仕様の作成後にク ライ
アン トにマウン ト されたファ イルシステムは、
自動検出されません。

クラスタ対応アプリケーシ ョ ン
ク ラスタ  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング 
インタフェースをサポート しているアプリ
ケーシ ョ ン。 ク ラスタ対応アプリ ケーシ ョ ン
ごとに、 ク リ ティカル リ ソースが宣言されま

す。 これらのリ ソースには、 ディ スク  ボ
リ ューム (Microsoft Cluster Server の場合 )、
ボ リ ューム グループ (MC/ServiceGuard の場

合 )、 アプ リ ケーシ ョ ン サービス、 IP 名およ

び IP アドレスなどがあ り ます。

グループ
(Microsoft Cluster Server 固有の用語 )
特定のク ラスタ対応アプリ ケーシ ョ ンを実行
するために必要な リ ソース  ( ディ スク  ボ
リ ューム、 アプ リ ケーシ ョ ン サービス、 IP 名

および IP アドレスなど ) の集合。

グローバル オプシ ョ ン ファイル

Data Protector をカスタマイズするための

ファイル。 このファ イルでは、 Data 
Protector のさまざまな設定 ( 特に、 タイムア

ウ トや制限 ) を定義でき、 その内容は Data 
Protector セル全体に適用されます。 このファ

イルは、 HP-UX システムおよび Solaris シス

テムでは /etc/opt/omni/server/options 
ディ レク ト リに置かれ、 Windows システムで

は
<Data_Protector_home>¥Config¥Server

¥Optionsディ レク ト リに置かれます。
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検証
指定したメディア上の Data Protector データ

が読み取り可能かど うかをチェ ッ クする機能。
また、 CRC ( 巡回冗長検査 ) オプシ ョ ンをオ

ンにして実行したバッ クアップに対しては、
各ブロ ッ ク内の整合性もチェッ クできます。

合成バックアップ
合成フル バッ クアップを生成するバッ クアッ

プ ソ リ ューシ ョ ン。 データに関しては従来の

フル バッ クアップと同等ですが、 プロダク

シ ョ ン サーバまたはネッ ト ワークに負荷がか

かり ません。 合成フル バッ クアップは、 前回

のフル バッ クアップと任意の数の増分バッ ク

アップから作成されます。

合成フル バックアップ

バッ クアップ オブジェク トの復元チェーンを

新しい合成フル バージ ョ ンのオブジェク トに

マージする、 オブジェク ト集約処理の結果と
して生成されます。 合成フル バッ クアップ

は、 復元速度の点では、 従来のフル バッ ク

アップと同等です。 

コピー セッ ト

(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
ローカル EVA 上にあるソース  ボ リ ュームと

リモート EVA 上にあるその複製とのペア。

 ソース ボリューム、 複製、 および CA+BC 
EVA も参照。

コマンド行インタフェース (CLI)
CLI には、 DOS コマンドや UNIX コマンド

と同じよ うにシェル スク リプ ト内で使用でで

きるコマンドが用意されています。 これらを
使用して、 Data Protector の構成、 バッ ク

アップ、 復元、 管理の各タスクを実行するこ
とができます。

再解析ポイン ト

(Windows 固有の用語 )
任意のディ レク ト リ またはファ イルに関連付
けるこ とができるシステム制御属性。 再解析
属性の値は、 ユーザー制御データをと るこ と
ができます。 このデータの形式は、 データを
保存したアプリ ケーシ ョ ンによって認識され、
データの解釈用にインス トールされており、
該当ファ イルを処理するファ イルシステム 
フ ィルタによっても認識されます。 ファ イル
システムは、 再解析ポイン ト付きのファイル
を検出する と、 そのデータ形式に関連付けら
れているファ イルシステム フ ィルタを検索し

ます。

サイ ト複製サービス
(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
Exchange Server 5.5 ディ レク ト リ  サービス

をエ ミ ュレートするこ とで Exchange 5.5 との

互換性を確保するMicrosoft Exchange Server 
2000/2003 サービス。

インフォ メーシ ョ ン ストアおよびキー マネー

ジメン ト  サービスも参照。

差分同期 ( 再同期 )
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
BCV または SRDF の制御操作の 1 つ。 BCV
制御操作では、 Incremental Establish ( 増分

的確立 ) によ り、 BCV デバイスが増分的に同

期化され、 EMC Symmetrix ミ ラー化メディ

アと して機能します。 EMC Symmetrix デバ

イスは、 事前にペアにしておく必要があ り ま
す。
SRDF 制御操作では、 Incremental Establish 
( 増分的確立 ) によ り、 ターゲッ ト  デバイス  
(R2) が増分的に同期化され、 EMC 
Symmetrix ミ ラー化メディアと して機能しま

す。 EMC Symmetrix デバイスは、 事前にペ

アにしておく必要があ り ます。

差分バックアップ (delta backup)
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差分バッ クアップ (delta backup) では、 前回

の各種バッ クアップ以降にデータベースに対
して加えられたすべての変更がバッ クアップ
されます。
バックアップの種類も参照。 

差分バックアップ (differential backup)
前回のフル バッ クアップよ り後の変更をバッ

クアップする増分バッ クアップ。 このタイプ
のバッ クアップを実行するには、 Incr1 バッ

クアップ タイプを指定します。

増分バックアップを参照。

差分バックアップ (differential backup)
(MS SQL 固有の用語 )
前回のフル データベース  バッ クアップ以降に

データベースに対して加えられた変更だけを
記録するデータベース  バッ クアップ。

バックアップの種類も参照。

差分リス トア
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
BCV または SRDF の制御操作の 1 つ。

BCV 制御操作では、 差分リ ス ト アによ り、

BCV デバイスがペア内の 2 番目に利用可能な

標準デバイスのミ ラーと して再割り当てされ
ます。 これに対し、 標準デバイスの更新時に
は、 オ リジナルのペアの分割中に BCV デバイ

スに書き込まれたデータだけが反映され、 分
割中に標準デバイスに書き込まれたデータは
BCV ミ ラーからのデータで上書きされます。

SRDF 制御操作では、 差分リ ス ト アによ り、

ターゲッ ト  デバイス  (R2) がペア内の 2 番目

に利用可能なソース  デバイス  (R1) のミ ラーと

して再割り当てされます。 これに対し、 ソー
ス  デバイス  (R1) の更新時には、 オ リ ジナルの

ペアの分割中にターゲッ ト  デバイス  (R2) に書

き込まれたデータだけが反映され、 分割中に
ソース  デバイス  (R1) に書き込まれたデータは

ターゲッ ト  ミ ラー (R2) からのデータで上書き

されます。 

システム ディスク

オペレーティング システム ファ イルが入って

いるディ スク。 Microsoft の用語では、 ブート  
プロセスの 初の手順に必要なファ イルが
入っているディ スク と定義されています。

システム データベース

(Sybase 固有の用語 )
Sybase SQL Server を新規インス トールする

と以下の 4 種類のデータベースが生成されま

す。

• マスター データベース  (master)
• 一時データベース  (tempdb)
• システム プロシージャ  データベース  

(sybsystemprocs)
• モデル データベース  (model)

システム パーティシ ョ ン

オペレーティング システム ファ イルが入って

いるパーティシ ョ ン。 Microsoft の用語では、

ブート  プロセスの 初の手順に必要なファ イ

ルが入っているパーティシ ョ ンと定義されて
います。

システム ボリューム / ディスク / パーテ ィ

シ ョ ン
オペレーティング システム ファ イルが格納さ

れているボ リ ューム / ディ スク / パーティシ ョ

ン。 ただし、 Microsoft の用語では、 ブート  
プロセスの開始に必要なファ イルが入ってい
るボ リ ューム / ディ スク / パーティシ ョ ンをシ

ステム ボ リ ューム / ディ スク / パーティシ ョ

ンと呼んでいます。

事前割当てリス ト
メディア プール内のメディアのサブセッ ト を

バッ クアップに使用する順に指定した リ ス ト 。

実行後
オブジェク トのバッ クアップ後、 またはセッ
シ ョ ン全体の完了後にコマンド またはスク リ
プ ト を実行するバッ クアップ オプシ ョ ン。 実
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行後コマンドは、 Data Protector で事前に用

意されているものではあ り ません。 ユーザー
は、 コマンドを独自に作成する必要があ り ま
す。 Windows 上で動作する実行可能ファイル

またはバッチファイル、 UNIX 上で動作する

シェル スク リプ ト などを使用できます。

実行前コマンド も参照。

実行前
オブジェク トのバッ クアップ前、 またはセッ
シ ョ ン全体の開始前にコマンド またはスク リ
プ ト を実行するバッ クアップ オプシ ョ ン。 実

行前コマンドおよび実行後コマンドは、 Data 
Protector で事前に用意されているものではあ

り ません。 ユーザーは、 コマンドを独自に作
成する必要があ り ます。 Windows 上で動作す

る実行可能ファイルまたはバッチファイル、
UNIX 上で動作するシェル スク リプ ト などを

使用できます。
実行後コマンド も参照。

実行前 / 実行後コマンド

実行前コマンドおよび実行後コマンドは、
バッ クアップ セッシ ョ ンまたは復元セッシ ョ

ンの前後に付加的な処理を実行する実行可能
ファイルまたはスク リプ トです。 実行前コマ
ンドおよび実行後コマンドは、 Data 
Protector で事前に用意されているものではあ

り ません。 ユーザーは、 コマンドを独自に作
成する必要があ り ます。 Windows 上で動作す

る実行可能ファイルまたはバッチファイル、
UNIX 上で動作するシェル スク リプ ト などを

使用できます。

自動スト レージ管理 
(Oracle 固有の用語 ) 
自動スト レージ管理は、 Oracle 10g によって

統合された、 Oracle データベース  ファ イルを

管理するファ イルシステムおよびボ リ ューム
のマネージャ機能です。 データ管理および
ディ スク管理の複雑さを軽減し、 パフォーマ
ンスを 適化するス ト ラ イピング機能および
ミ ラー機能を提供します。

シャ ドウ コピー

(MS VSS 固有の用語 )
特定の時点におけるオ リジナル ボ リ ューム 
( 元のボ リ ューム ) の複製を表すボ リ ューム。

オ リ ジナル ボ リ ュームからではなく、 シャ ド

ウ  コピーからデータがバッ クアップされま

す。 オ リジナル ボ リ ュームはバッ クアップ処

理中も更新が可能ですが、 ボ リ ュームのシャ
ド ウ  コピーは同じ内容に維持されます。

Microsoft Volume Shadow Copy Service
も参照。

シャ ドウ コピー セッ ト

(MS VSS 固有の用語 )
同じ時点で作成されたシャ ド ウ  コピーのコレ

クシ ョ ン。
シャ ドウ コピーも参照。

シャ ドウ コピー プロバイダ

(MS VSS 固有の用語 )
ボ リ ューム シャ ド ウ  コピーの作成と表現を行

うエンティティ。 プロバイダは、 シャ ド ウ  コ
ピー データを所有して、 シャ ド ウ  コピーを公

開します。 プロバイダは、 ソフ ト ウェアで実
装するこ と も  ( システム プロバイダなど )、
ハード ウェア ( ローカル ディ スクやディ スク  
アレイ ) で実装するこ と もできます。

シャ ドウ コピーも参照。

ジュークボックス
ライブラリを参照。

ジュークボックス デバイス

光磁気メディアまたはファイル メディアを格

納するために使用する、 複数のスロ ッ トから
なるデバイス。 ファ イル メディアの格納に使

用する場合、 ジュークボッ クス  デバイスは

「ファ イル ジュークボッ クス  デバイス」 と呼

ばれます。

循環ログ
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(Microsoft Exchange Server および Lotus 
Domino Server 固有の用語 )
Microsoft Exchange および Lotus Domino 
Server のデータベース  モードの 1 つ。 ト ラン

ザクシ ョ ン ログ ファ イルは、 対応するデータ

がデータベースにコ ミ ッ ト した後、 定期的に
上書きされます。 循環ログによ り、 ディ スク
記憶領域の消費が低減できます。

障害復旧
ク ラ イアン トのメ イン システム ディ スクを  
( フル ) バッ クアップの実行時に近い状態に復

元するためのプロセスです。

初期化
フォーマッ ト を参照。

所有権
バッ クアップの所有権は、 どのユーザーが
バッ クアップからデータを復元できるかを決
定します。 あるユーザーが対話型バッ クアッ
プを開始する と、 そのユーザーはセッシ ョ ン  
オーナーになり ます。 ユーザーが既存のバッ
クアップ仕様を修正せずにそのまま起動した
場合、 そのバッ クアップ セッシ ョ ンは対話型

とみなされません。 この場合、 バッ クアップ
仕様内でバッ クアップ オーナーが指定されて

いれば、 その指定が継承されます。 バッ ク
アップ仕様内でバッ クアップ オーナーが指定

されていなければ、 バッ クアップを開始した
ユーザーがセッシ ョ ン オーナーになり ます。

スケジューリ ングされたバッ クアップの場合、
UNIX 用 Cell Manager では root.sys@<Cell 
Manager> がデフォルトのセッシ ョ ン オー

ナーとな り、 Windows 用 Cell Manager では、

Cell Manager のインス トール時に指定された

ユーザーがデフォルトのセッシ ョ ン オーナー

とな り ます。 所有権は変更可能なので、 特定
のユーザーをセッシ ョ ン オーナーにするこ と

ができます。

スイッチオーバー
フェイルオーバーを参照。

スキャニング
デバイス内のメディアを識別する機能。 これ
によ り、 MMDB を、 選択した位置 ( たとえ

ば、 ラ イブラ リ内のスロ ッ ト ) に実際に存在

する メディアと同期させるこ とができます。
デバイスに含まれる実際のメディアをスキャ
ンしてチェ ッ クする と、 第三者が Data 
Protector を使用せずにメディアを操作 ( 挿入

または取り出しなど ) していないかど うかな

どを確認できます。

スキャン
デバイス内のメディアを識別する機能。 これ
によ り、 MMDB を、 選択した位置 ( たとえ

ば、 ラ イブラ リ内のスロ ッ ト ) に実際に存在

する メディアと同期させるこ とができます。

スケジューラ
自動バッ クアップの実行タイ ミ ングと頻度を
制御する機能。 スケジュールを設定するこ と
で、 バッ クアップの開始を自動化できます。

スタ ッカー
メディア記憶用の複数のスロ ッ ト を備えたデ
バイス。 通常は、 1 ド ラ イブ構成です。 ス

タ ッカーは、 スタ ッ クからシーケンシャルに
メディアを選択します。 これに対し、 ラ イブ
ラ リはレポジ ト リから メディアをランダムに
選択します。

スタンドアロン ファイル デバイス

ファ イル デバイス とは、 ユーザーがデータの

バッ クアップに指定したディ レク ト リにある
ファ イルのこ とです。

スト レージ グループ

(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
同じ ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イルを共有す

る複数のデータベース  ( ス ト ア ) のコレクシ ョ

ン。 Exchange では、 各ス ト レージ グループ

を個別のサーバ プロセスで管理します。

スト レージ ボリューム
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(ZDB 固有の用語 )
ス ト レージ ボ リ ュームは、 オペレーティング 
システムまたはボ リ ューム管理システム、
ファ イル システム、 または他のオブジェク ト

が存在可能なその他のエンティティに提供可
能なオブジェク ト を表します ( たとえば仮想

化技法 )。 ボ リ ューム管理システム、 ファ イル 
システムはこの記憶域に構築されます。 これ
らは通常、 ディ スク  アレイなどの記憶システ

ム内に作成または存在します。

スナップシ ョ ッ ト
(HP StorageWorks VA および HP 
StorageWorks EVA 固有の用語 )
スナップシ ョ ッ ト作成技法を使用して作成さ
れた複製の形式。 使用するアレイ / 技法に応

じて、 特徴の異なるさまざまな種類のスナッ
プシ ョ ッ トが使用できます。 スナップシ ョ ッ
ト で作成された複製は動的なもので、 スナッ
プシ ョ ッ トの種類や作成時間によって、 ソー
ス  ボ リ ュームの内容に依存する仮想コピー

か、 独立した正確な複製 ( ク ローン ) かのいず

れかになり ます。
複製およびスナップシ ョ ッ ト作成も参照。

スナップシ ョ ッ ト作成
(HP StorageWorks VA および HP 
StorageWorks EVA 固有の用語 )
ソース  ボ リ ュームのコピー ( ス ト レージ仮想

化技法を使用 ) を作成する複製技法。 複製は

ある一時点で作成されたものとみなされ、 事
前構成するこ とな く、 即座に使用できます。
ただし、 通常は複製作成後もコピー プロセス

はバッ クグラウンドで継続されます。
スナップシ ョ ッ ト も参照。

スナップシ ョ ッ ト  バックアップ

(HP StorageWorks VA および HP 
StorageWorks EVA 固有の用語 )
テープへの ZDB、 ディスクへの ZDB、 およ

びディスク / テープへの ZDB を参照。

スパース ファイル

ブロ ッ クが空の部分を含むファイル。 一部の
データにゼロが含まれているマ ト リ ッ クス、
イ メージ アプリ ケーシ ョ ンで作成したファ イ

ル、 高速データベースなどの場合にスパース  
ファ イルが生じます。 スパース  ファ イルの処

理を復元中に有効にしておかないと、 スパー
ス  ファ イルを復元できな くなる可能性があ り

ます。

スプリ ッ ト  ミ ラー

(EMC Symmetrix および HP StorageWorks 
Disk Array XP 固有の用語 )
スプ リ ッ ト  ミ ラー技法を使用して作成された

複製。 複製によ り、 ソース  ボ リ ュームの内容

について独立した正確な複製 ( ク ローン ) が作

成されます。
複製およびスプリ ッ ト  ミ ラー バックアップも

参照。

スプリ ッ ト  ミ ラーの作成

(EMC Symmetrix および HP StorageWorks 
Disk Array XP 固有の用語 )
事前構成したターゲッ ト  ボ リ ュームのセッ ト  
( ミ ラー ) を、 ソース  ボ リ ュームの内容の複製

が必要になるまでソース  ボ リ ュームのセッ ト

と同期化し続ける複製技法。 その後、 同期を
停止 ( ミ ラーを分割 ) する と、 分割時点での

ソース  ボ リ ュームのスプリ ッ ト  ミ ラー複製は

ターゲッ ト  ボ リ ュームに残り ます。

スプリ ッ ト  ミ ラーも参照。

スプリ ッ ト  ミ ラー バックアップ

(EMC Symmetrix 固有の用語 )
テープへの ZDB を参照。

スプリ ッ ト  ミ ラー バックアップ

(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
テープへの ZDB、 ディスクへの ZDB、 およ

びディスク / テープへの ZDB を参照。
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スプリ ッ ト  ミ ラー復元

(EMC Symmetrix および HP StorageWorks 
Disk Array XP 固有の用語 )
テープへの ZDB セッシ ョ ンまたはディ スク /
テープへの ZDB セッシ ョ ンでバッ クアップさ

れたデータをテープ メディアからスプリ ッ ト  
ミ ラー複製へ復元し、 その後ソース  ボ リ ュー

ムに同期させるプロセス。 この方法では、 完
全なセッシ ョ ンを復元するこ と も個々のバッ
クアップ オブジェク ト を復元するこ と も可能

です。
テープへの ZDB、 ディスク / テープへの

ZDB および複製も参照。

スレッ ド
(MS SQL Server 固有の用語 )
単一のプロセスにのみ所属する実行可能エン
ティティ。 プログラム カウンタ、 ユーザー 
モード  スタ ッ ク、 カーネル モード  スタ ッ ク、

および 1 式のレジスタ値からな り ます。 同じ

プロセス内で複数のスレッ ドを同時に実行で
きます。

スロッ ト
ライブラ リ内の機械的位置。 各スロ ッ トがメ
ディア (DLT テープなど ) を 1 つずつ格納し

ます。 Data Protector では、 各スロ ッ ト を番

号で参照します。 メディアを読み取る と きに
は、 ロボッ ト機構がメディアをスロ ッ トから
ド ラ イブに移動します。

制御ファイル
(Oracle および SAP R/3 固有の用語 )
データベースの物理構造を指定するエン ト リ
が格納される Oracle データ  ファ イル。 復旧

に使用するデータベース情報の整合性を確保
できます。

セカンダリ  ボリューム (S-VOL)
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
セカンダ リ  ボ リ ューム (S-VOL) は、 他の

LDEV (P-VOL) のセカンダ リ CA ミ ラーまた

は BC ミ ラーと しての役割を果たす XP 
LDEV。 CA の場合、 S-VOL を MetroCluster
構成内のフェイルオーバー デバイス と して使

う こ とができます。 S-VOL には、 P-VOL に

よって使用されるアドレス とは異なる、 個別
の SCSI アド レスが割り当てられます。

プライマリ  ボリューム (P-VOL) も参照。 

セッシ ョ ン
バックアップ セッシ ョ ン、 メディア管理セッ

シ ョ ンおよび復元セッシ ョ ンを参照。

セッシ ョ ン ID
バッ クアップ、 復元、 オブジェク ト  コピー、

オブジェク ト集約、 またはメディア管理セッ
シ ョ ンの識別子で、 セッシ ョ ンを実行した日
付と一意の番号から構成されます。

セッシ ョ ン キー

実行前スク リプ トおよび実行後スク リプ ト用
の環境変数。 プレビュー セッシ ョ ンを含めた 
Data Protector セッシ ョ ンを一意に識別しま

す。 セッシ ョ ン キーはデータベースに記録さ

れず、 CLI コマンドの omnimnt、 omnistat、
および omniabort のオプシ ョ ン指定に使用さ

れます。

セル
1 台の Cell Manager に管理されているシステ

ムの集合。 セルには、 一般に、 同じ LAN に

接続されたサイ トや組織エンティティ上のシ
ステムが含まれます。 バッ クアップおよび復
元のポ リシーと タスクは、 1 か所から集中管

理できます。 

ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB)
ディ スク  アレイによ り実現したデータ複製技

術を用いて、 アプリ ケーシ ョ ン システムの

バッ クアップ処理の影響を 小限に抑える
バッ クアップ アプローチ。 バッ クアップされ

るデータの複製がまず作成されます。 その後
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のすべてのバッ クアップ処理は、 元のデータ
ではなく複製データを使って実行し、 アプリ
ケーシ ョ ン システムは通常の処理に復帰しま

す。
ディスクへの ZDB、 テープへの ZDB、 ディ

スク / テープへの ZDB、 およびインスタン ト  
リカバリも参照。

増分 1 メールボックス バックアップ

増分 1 メールボッ クス  バッ クアップでは、 前

回のフル バッ クアップ以降にメールボッ クス

に対して行われた変更をすべてバッ クアップ
します。

増分 ZDB
保護されている 後のフル バッ クアップまた

は増分バッ クアップよ り後に変更された部分
のみをバッ クアップする、 ファ イルシステム
のテープへの ZDB セッシ ョ ンまたはディ スク

+ テープへの ZDB セッシ ョ ン。

フル ZDB も参照。

増分バックアップ
前回のバッ クアップよ り後に変更があった
ファイルのみを選択するバッ クアップ。 増分
バッ クアップには、 複数のレベルがあ り、 復
元チェーンの長さを詳細に制御できます。
バックアップの種類も参照。

増分バックアップ
(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
前回のフル バッ クアップまたは増分バッ ク

アップ以降の変更だけをバッ クアップする
Microsoft Exchange Server データのバッ ク

アップ。 増分バッ クアップでは、 バッ クアッ
プ対象はト ランザクシ ョ ン ログだけです。

バックアップの種類も参照。

増分メールボックス バックアップ

増分メールボッ クス  バッ クアップでは、 前回

の各種バッ クアップ以降にメールボッ クスに
対して行われた変更をすべてバッ クアップし
ます。

ソース デバイス (R1)
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
ターゲッ ト  デバイス  (R2) との SRDF 操作に

参加する  EMC Symmetrix デバイス。 このデ

バイスに対するすべての書き込みは、 リモー
ト  EMC Symmetrix ユニッ ト内のターゲッ ト  
デバイス  (R2) にミ ラー化されます。 R1 デバ

イスは、 RDF1 グループ タイプに割り当てる

必要があ り ます。
ターゲッ ト  デバイス (R2) も参照。

ソース ボリューム

(ZDB 固有の用語 )
複製されたデータを含むス ト レージ ボ リ ュー

ム。

ターゲッ ト  システム

( 障害復旧固有の用語 )
障害が発生したシステム。 ターゲッ ト  システ

ムは、 ブート不能な状態になっているこ とが
多く、 そのよ うな状態のシステムを元のシス
テム構成に戻すこ とが障害復旧の目標とな り
ます。 ク ラ ッシュしたシステムがそのまま
ターゲッ ト  システムになるのではなく、 正常

に機能していないハード ウェアをすべて交換
するこ とで、 ク ラ ッシュしたシステムがター
ゲッ ト  システムになり ます。 

ターゲッ ト  データベース

(Oracle 固有の用語 )
RMAN では、 バッ クアップまたは復元対象の

データベースがターゲッ ト  データベース とな

り ます。

ターゲッ ト  デバイス (R2)
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
ソース  デバイス  (R1) との SRDF 操作に参加

する EMC Symmetrix デバイス。 リモート  
EMC Symmetrix ユニッ ト内に置かれます。

ローカル EMC Symmetrix ユニッ ト内でソー

ス  デバイス  (R1) とペアにな り、 ミ ラー化ペア

から、 すべての書き込みデータを受け取り ま
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す。 このデバイスは、 通常の I/O 操作では

ユーザー アプリ ケーシ ョ ンからアクセスされ

ません。 R2 デバイスは、 RDF2 グループ タ
イプに割り当てる必要があ り ます。
ソース デバイス (R1) も参照。

ターゲッ ト  ボリューム

(ZDB 固有の用語 )
データの複製先のス ト レージ ボ リ ューム。

ターミナル サービス

(Windows 固有の用語 )
Windows のターミナル サービスは、 サーバ

上で実行されている仮想 Windows デスク

ト ップ セッシ ョ ンと Windows ベースのプロ

グラムにク ライアン トからアクセスできるマ
ルチセッシ ョ ン環境を提供します。

ダイレク ト  バックアップ

SCSI Extended Copy (Xcopy) コマンドを使用

してディ スクからテープ ( または他の 2 次ス

ト レージ ) へのデータの直接移動を効率化す

る、 SAN ベースのバッ クアップ ソ リ ューシ ョ

ン。 ダイレク ト  バッ クアップは、 SAN 環境内

のシステムへのバッ クアップ I/O 負荷を軽減

します。 ディ スクからテープ ( または他の 2
次ス ト レージ ) へのデータの直接移動を SCSI 
Extended Copy (XCopy) コマンドで効率化し

ます。 このコマンドは、 ブ リ ッジ、 スイ ッチ、
テープ ラ イブラ リ、 ディ スク  サブシステムな

ど、 インフラス ト ラ クチャの各要素でサポー
ト されています。
XCopy エンジンも参照。

チャネル
(Oracle 固有の用語 )
Oracle Recovery Manager のリ ソース割り当

て単位。 チャネルが割り当てられるごとに、
新しい Oracle プロセスが開始され、 そのプロ

セスを通じてバッ クアップ、 復元、 および復

旧が行われます。 割り当てられるチャンネル
の種類によって、 使用する メディアの種類が
決ま り ます。

• DISK タイプ

• SBT_TAPE タイプ

Oracle が Data Protector と統合されており、

指定されたチャネルの種類が SBT_TAPE タ

イプの場合は、 上記のサーバ プロセスが

Data Protector に対してバッ クアップの読み

取り とデータ  ファ イルの書き込みを試行しま

す。

ディスク  イメージ (raw ディスク ) のバック

アップ
ディ スク  イ メージのバッ クアップでは、 ファ

イルがビッ トマップ イ メージと してバッ ク

アップされるので、 高速バッ クアップが実現
します。 ディ スク  イ メージ (raw ディ スク ) 
バッ クアップでは、 ディ スク上のファイルお
よびディ レク ト リの構造はバッ クアップされ
ませんが、 ディ スク  イ メージ構造がバイ ト  レ
ベルで保存されます。 ディ スク  イ メージ バッ

クアップは、 ディ スク全体か、 またはディ ス
ク上の特定のセクシ ョ ンを対象にして実行で
きます。

ディスク  クォータ

コンピュータ  システム上のすべてのユーザー

またはユーザーのサブセッ トに対してディ ス
ク  スペースの消費を管理するためのコンセプ

ト。 このコンセプ トは、 いくつかのオペレー
ティング システム プラ ッ ト フォームで採用さ

れています。

ディスク  グループ

(Veritas Volume Manager 固有の用語 )
VxVM システムにおけるデータ  ス ト レージの

基本単位。 ディ スク  グループは、 1 つまたは

複数の物理ボ リ ュームから作成できます。 同
じシステム上に複数のディ スク  グループを置

く こ とができます。
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ディスク検出
ディ スク検出では、 ク ラ イアン トのバッ ク
アップ中にディ スクを検出します。 このと き
Data Protector が探索 ( 検出 ) するのは、 ク

ライアン ト上に存在するディ スクで、 バッ ク
アップの構成時にシステム上に存在しなかっ
たディ スク も検出の対象に含まれます。 検出
されたディ スクがバッ クアップされます。 こ
の機能は、 構成が頻繁に変更される動的な環
境の場合に特に役立ちます。 ディ スクが展開
される と、 それぞれのディ スクがマスター ク
ライアン ト  オブジェク トのオプシ ョ ンをすべ

て継承します。 実行前コマンド と実行後コマ
ンドは、 1 回しか指定されていなくても、 オ

ブジェク ト ごとに繰り返し起動されるこ とに
な り ます。

ディスク検出によるクライアン トのバック
アップ
ク ラ イアン トにマウン ト されているすべての
ファイルシステムのバッ クアップ。 バッ ク
アップの開始時に、 Data Protector がク ライ

アン ト上のディ スクを自動検出します。 ディ
スク検出による ク ラ イアン ト  バッ クアップで

は、 バッ クアップ構成が単純化され、 ディ ス
クのマウン ト / アンマウン トが頻繁に行われ

るシステムに対するバッ クアップ効率が向上
されます。

ディスク  ステージング

複数のフェーズでデータをバッ クアップする
プロセス。 これによ り、 バッ クアップと復元
のパフォーマンスが改善し、 バッ クアップ 
データの保存コス トが低減し、 復元に対する
データの可用性とアクセス性が向上します。
バッ クアップ ステージは、 初に 1 種類のメ

ディア ( たとえば、 ディ スク ) にデータをバッ

クアップし、 その後データを異なる種類のメ
ディア ( たとえば、 テープ ) にコピーするこ と

から構成されます。

ディスク / テープへの ZDB

(ZDB 固有の用語 )
ゼロ  ダウンタイム バッ クアップの 1 つの形

式。 ディ スクへの ZDB と同様に、 作成された

複製が特定の時点でのソース  ボ リ ュームの

バッ クアップと してディ スク  アレイに保持さ

れます。 ただし、 テープへの ZDB と同様、 複

製データはバッ クアップ メディアにもス ト

リーミ ングされます。 このバッ クアップ方法
を使用した場合、 同じセッシ ョ ンでバッ ク
アップしたデータは、 インスタン ト  リ カバ

リ、 Data Protector 標準のテープからの復元

を使用して復元できます。 スプ リ ッ ト  ミ ラー 
アレイではスプ リ ッ ト  ミ ラー復元が可能で

す。
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB)、
ディスクへの ZDB、 テープへの ZDB、 イン

スタン ト  リカバリ、 複製、 および複製セッ ト  
ローテーシ ョ ンも参照。

ディスクへの ZDB
(ZDB 固有の用語 )
ゼロ  ダウンタイム バッ クアップの 1 つの形

式。 作成された複製が、 特定の時点でのソー
ス  ボ リ ュームのバッ クアップと してディ スク  
アレイに保持されます。 同じバッ クアップ仕
様を使って別の時点で作成された複数の複製
を、 複製セッ トに保持するこ とができます。
テープに ZDB した複製はインスタン ト  リ カ

バリ  プロセスで復元できます。

ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB)、
テープへの ZDB、 ディスク / テープへの

ZDB、 インスタン ト  リカバリ、 および複製

セッ ト  ローテーシ ョ ンも参照。

ディ レク ト リ接合
(Windows 固有の用語 )
ディ レク ト リ接合は、 Windows の再解析ポイ

ン トのコンセプ トに基づいています。NTFS 5 
ディ レク ト リ接合では、 ディ レク ト リ / ファ

イル要求を他の場所にリダイレク トできます。
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データ  スト リーム

通信チャネルを通じて転送されるデータの
シーケンス。

データ  ファイル

(Oracle および SAP R/3 固有の用語 )
Oracle によって作成される物理ファ イル。 表

や索引などのデータ構造を格納します。 デー
タ  ファ イルは、 1 つの Oracle データベースに

のみ所属できます。

データベース サーバ

大規模なデータベース  (SAP R/3 データベース

や Microsoft SQL データベースなど ) が置か

れているコンピュータ。 サーバ上のデータ
ベースへは、 ク ラ イアン トからアクセスでき
ます。

データベースの差分バックアップ
前回のフル データベース  バッ クアップ以降に

データベースに対して加えられた変更だけを
記録するデータベース  バッ クアップ。

データベースの並列処理 ( 数 )
十分な台数のデバイスが利用可能で、 並列
バッ クアップを実行できる場合には、 複数の
データベースが同時にバッ クアップされます。

データベース ライブラリ

Data Protector のルーチンのセッ ト。 Oracle 
Server のよ うなオンライン データベース統合

ソフ ト ウェアのサーバと Data Protector の間

でのデータ転送を可能にします。

データ保護
メディア上のバッ クアップ データを保護する

期間を定義します。 この期間中は、 データが
上書きされません。 保護期限が切れる と、 そ
れ以降のバッ クアップ セッシ ョ ンでメディア

を再利用できるよ うにな り ます。
カタログ保護も参照。

テープへの ZDB

(ZDB 固有の用語 )
ゼロ  ダウンタイム バッ クアップの 1 つの形

式。 作成された複製が、 バッ クアップ メディ

ア ( 通常はテープ ) にス ト リーミ ングされま

す。 このバッ クアップ形式ではインスタン ト  
リ カバリはできませんが、 バッ クアップ終了
後にディ スク  アレイ上に複製を保持する必要

があ り ません。 バッ クアップ データは Data 
Protector 標準のテープからの復元を使用して

復元できます。 スプ リ ッ ト  ミ ラー アレイで

は、 スプ リ ッ ト  ミ ラー復元も使用するこ とが

できます。
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB)、
ディスクへの ZDB、 インスタン ト  リカバリ、

ディスク / テープへの ZDB、 および複製も参

照。

テーブルスペース ( 表領域、 表スペース )
データベース構造の一部。 各データベースは
論理的に 1 つまたは複数の表スペースに分割

されます。 各表スペースには、 データ  ファ イ

ルまたは raw ボ リ ュームが排他的に関連付け

られます。

テープレス バックアップ

(ZDB 固有の用語 )
ディスクへの ZDB を参照。

デバイス
ド ラ イブまたはよ り複雑な装置 ( ラ イブラ リ

など ) を格納する物理装置。

デバイス グループ

(EMC Symmetrix 固有の用語 )
複数の EMC Symmetrix デバイスを表す論理

ユニッ ト。 デバイスは 1 つのデバイス  グルー

プにしか所属できません。 デバイス  グループ

のデバイスは、 すべて同じ  EMC Symmetrix
装置に取り付けられている必要があ り ます。
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デバイス  グループによ り、 利用可能な EMC 
Symmetrix デバイスのサブセッ ト を指定し、

使用するこ とができます。

デバイス スト リーミ ング

デバイスがメディアへ十分な量のデータを継
続して送信できる場合、 デバイスはス ト リー
ミ ングを行います。 そ うでない場合は、 デバ
イスはテープを止めてデータが到着するのを
待ち、 テープを少し巻き戻した後、 テープへ
の書込みを再開します。 言い換える と、 テー
プにデータを書き込む速度が、 コンピュータ  
システムがデバイスへデータを送信する速度
以下の場合、 デバイスはス ト リーミ ングを行
います。 ス ト リーミ ングは、 スペースの使用
効率とデバイスのパフォーマンスを大幅に向
上します。

デバイス チェーン

デバイス  チェーンは、 シーケンシャルに使用

するよ うに構成された複数のスタンドアロン 
デバイスからな り ます。 デバイスチェーンに
含まれるデバイスのメディアで空き容量がな
くなる と、 自動的に次のデバイスのメディア
に切り替えて、 バッ クアップを継続します。 

統合セキュリテ ィ
(MS SQL 固有の用語 )
統合セキュ リ ティは、 Microsoft SQL Server
が Windows の認証メカニズムを使用して、

すべての接続に対する Microsoft SQL Server
ログインの妥当性をチェ ッ クできるよ うにし
ます。 統合セキュ リ ティ を使用していれば、
すべてのユーザーが同じパスワードで 
Windows と Microsoft SQL Server の両方に

ログインできます。 すべてのク ライアン トが
信頼関係接続をサポート している環境では、
統合セキュ リ ティ を使う こ とをお勧めします。
信頼関係接続とは、 Windows Server によっ

て妥当性がチェッ ク され、 Microsoft SQL 
Server に受け付けられた接続を意味します。

信頼関係接続だけが許可されます。

統合ソフ トウェア オブジェク ト

Oracle または SAP DB などの Data Protector
統合ソフ ト ウェアのバッ クアップ オブジェク

ト 。

同時処理数
Disk Agent の同時処理数を参照。

動的 ( ダイナミ ック ) クライアン ト

ディスク検出によるクライアン ト  バックアッ

プを参照。

ド メイン コン ト ローラ

ユーザーのセキュ リ ティ を保護し、 別のサー
バ グループ内のパスワードを検証するネッ ト

ワーク内のサーバ。

ド ライブ
コンピュータ  システムからデータを受け取っ

て、 磁気メディア ( テープなど ) に書き込む物

理装置。 データを メディアから読み取って、
コンピュータ  システムに送信するこ と もでき

ます。

ド ライブのインデックス
ライブラ リ  デバイス内のド ライブの機械的な

位置を識別するための数字。 ロボッ ト機構に
よる ド ラ イブ アクセスは、 この数に基づいて

制御されます。

ト ランザクシ ョ ン
一連のアクシ ョ ンを単一の作業単位と して扱
えるよ うにするためのメカニズム。 データ
ベースでは、 ト ランザクシ ョ ンを通じて、
データベースの変更を追跡します。

ト ランザクシ ョ ン バックアップ

ト ランザクシ ョ ン バッ クアップは、 一般に、

データベースのバッ クアップよ り も必要とす
る リ ソースが少ないため、 データベースの
バッ クアップよ り も よ り高い頻度で実行でき
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ます。 ト ランザクシ ョ ン バッ クアップを適用

するこ とで、 データベースを問題発生以前の
特定の時点の状態に復旧するこ とができます。

ト ランザクシ ョ ン バックアップ

(Sybase および SQL 固有の用語 )
ト ランザクシ ョ ン ログをバッ クアップするこ

と。 ト ランザクシ ョ ン ログには、 前回のフル 
バッ クアップまたはト ランザクシ ョ ン  バッ ク

アップ以降に発生した変更が記録されます。

ト ランザクシ ョ ン ログ

(Data Protector 固有の用語 )
IDB に対する変更を記録します。 IDB 復旧に

必要な ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イル ( 前回

の IDB バッ クアップ以降に作成された ト ラン

ザクシ ョ ン ログ ) が失われるこ とがないよ う

に、 ト ランザクシ ョ ン ログのアーカイブを有

効化しておく必要があ り ます。

ト ランザクシ ョ ン ログ テーブル

(Sybase 固有の用語 )
データベースに対するすべての変更が自動的
に記録されるシステム テーブル。

ト ランザクシ ョ ン ログ バックアップ

ト ランザクシ ョ ン ログ バッ クアップは、 一般

に、 データベースのバッ クアップよ り も必要
とする リ ソースが少ないため、 データベース
のバッ クアップよ り も よ り高い頻度で実行で
きます。 ト ランザクシ ョ ン ログ バッ クアップ

を用いるこ とによ り、 データベースを特定の
時点の状態に復元できます。

ト ランザクシ ョ ン ログ ファイル

データベースを変更する ト ランザクシ ョ ンを
記録するファ イル。 データベースが破損した
場合にフォールト  ト レランスを提供します。

ト ランスポータブル スナップシ ョ ッ ト

(MS VSS 固有の用語 )
アプ リ ケーシ ョ ン システム上に作成される

シャ ド ウ  コピー。 このシャ ド ウ  コピーは、

バッ クアップを実行するバッ クアップ システ

ムに提供できます。
Microsoft Volume Shadow Copy Service 
(VSS) も参照。

ハート ビート
特定のク ラスタ  ノードの動作ステータスに関

する情報を伝達するタイム スタンプ付きのク

ラスタ  データ  セッ ト。 このデータ  セッ ト  ( パ
ケッ ト ) は、 すべてのク ラスタ  ノードに配布

されます。

ハード  リカバリ

(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イルを使用し、

データベース  エンジンによる復元後に実行さ

れる Microsoft Exchange Server のデータ

ベース復旧。

配布ファイル メディア形式

ファ イル ラ イブラ リで提供される メディア 
フォーマッ ト。 仮想フル バッ クアップと呼ば

れる、 容量効率の良い合成バッ クアップをサ
ポート しています。 仮想フル バッ クアップで

はこのフォーマッ トの使用が前提条件とな り
ます。 
仮想フル バックアップも参照。

バックアップ API
Oracle のバッ クアップ / 復元ユーティ リ ティ

とバッ クアップ / 復元メディア管理層の間に

ある Oracle インタフェース。 このインタ

フェースによってルーチンのセッ トが定義さ
れ、 バッ クアップ メディアのデータの読み書

き、 バッ クアップ ファ イルの作成や検索、 削

除が行えるよ うにな り ます。

バックアップ ID
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統合ソフ ト ウェア オブジェク トの識別子で、

統合ソフ ト ウェア オブジェク トのバッ クアッ

プのセッシ ョ ン ID と一致します。 バッ クアッ

プ ID は、 オブジェク トのコピー、 エクスポー

ト、 またはインポート時に保存されます。

バックアップ オーナー

IDB の各バッ クアップ オブジェク トにはオー

ナーが定義されてます。 デフォルトのオー
ナーは、 バッ クアップ セッシ ョ ンを開始した

ユーザーです。

バックアップ オブジェク ト

1 つのディ スク  ボ リ ューム ( 論理ディ スクま

たはマウン ト  ポイン ト ) からバッ クアップさ

れた項目すべてを含むバッ クアップ単位。
バッ クアップ項目は、 任意の数のファイル、
ディ レク ト リ 、 ディ スク全体またはマウン ト  
ポイン トの場合が考えられます。 また、 バッ
クアップ オブジェク トはデータベース  エン

ティティ またはディ スク  イ メージ (raw ディ

スク ) の場合もあ り ます。

バッ クアップ オブジェク トは以下のよ うに定

義されます。

• ク ラ イアン ト名 : バッ クアップ オブジェ

ク トが保存される Data Protector ク ラ イ

アン トのホス ト名

• マウン ト  ポイン ト : バッ クアップ オブ

ジェク トが存在するク ライアン ト上の
ディ レク ト リ構造 (Windows ではド ライ

ブ、 UNIX ではマウン ト  ポイン ト ) にお

けるアクセス  ポイン ト

• 説明 : 同一のク ライアン ト名とマウン ト  
ポイン ト を持つバッ クアップ オブジェク

ト を一意に定義

• 種類 : バッ クアップ オブジェク トの種類 
( たとえば、 ファ イル システムや Oracle
など )

バックアップ システム

(ZDB 固有の用語 )
1 つ以上のアプリ ケーシ ョ ン システムのター

ゲッ ト  ボ リ ュームに接続しているシステム。

典型的なバッ クアップ システムは、 ZDB ディ

スクアレイ  バッ クアップ  デバイスに接続さ

れ、 複製内のデータのバッ クアップを実行し
ます。
アプリケーシ ョ ン システム、 ターゲッ ト  ボ
リュームおよび複製も参照。 

バックアップ仕様
バッ クアップ対象オブジェク ト を、 使用する
デバイスまたはド ライブのセッ ト、 仕様内の
すべてのオブジェク トに対するバッ クアップ 
オプシ ョ ン、 バッ クアップを行いたい日時と
と もに指定した リ ス ト 。 オブジェク ト となる
のは、 ディ スクやボ リ ューム全体、 またはそ
の一部、 たとえばファ イル、 ディ レク ト リ 、
Windows レジス ト リ などです。 インクルード  
リ ス トおよびエクスクルード  リ ス ト を使用し

て、 ファ イルを選択するこ と もできます。

バックアップ世代
1 つのフル バッ クアップとそれに続く増分

バッ クアップを意味します。 次のフル バッ ク

アップが行われる と、 世代が新し くな り ます。

バックアップ セッシ ョ ン

データのコピーを記憶メディア上に作成する
プロセス。 バッ クアップ仕様に処理内容を指
定するこ と も、 対話式に操作を行う こ と もで
きます ( 対話式セッシ ョ ン )。 1 つのバッ ク

アップ仕様の中で複数のク ライアン トが構成
されている場合、 すべてのク ライアン トが同
じバッ クアップの種類 ( フルまたは増分 ) を
使って、 1 回のバッ クアップ セッシ ョ ンで同

時にバッ クアップされます。 バッ クアップ 
セッシ ョ ンの結果、 1 式のメディア にバッ ク
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アップ データが書き込まれます。 これらのメ

ディアは、 バッ クアップ セッ ト またはメディ

ア セッ ト と も呼ばれます。

増分バックアップおよびフル バックアップも

参照。

バックアップ セッ ト

バッ クアップに関連したすべての統合ソフ ト
ウェア オブジェク トのセッ トです。

バックアップ セッ ト

(Oracle 固有の用語 )
RMAN バッ クアップ コマンドを使用して作

成したバッ クアップファ イルの論理グループ。
バッ クアップ セッ トは、 バッ クアップに関連

したすべてのファイルのセッ トです。 これら
のファ イルはパフォーマンスを向上するため
多重化するこ とができます。 バッ クアップ 
セッ トにはデータファ イルまたはアーカイブ 
ログのいずれかを含めるこ とができますが、
両方同時に使用できません。

バックアップ チェーン

復元チェーンを参照。 

バックアップ デバイス

記憶メディアに対するデータの読み書きが可
能な物理デバイスを Data Protector で使用で

きるよ うに構成したもの。 たとえば、 スタン
ドアロン DDS/DAT ド ラ イブやライブラ リ な

どをバッ クアップ デバイス と して使用できま

す。

バックアップの種類
増分バックアップ、 差分バックアップ 
(differential backup)、 ト ランザクシ ョ ン 
バックアップ、 フル バックアップおよび差分

バックアップ (delta backup) を参照。

バックアップ ビュー

Data Protector では、 バッ クアップ仕様の

ビューを切り替えるこ とができます。 [ 種類

別 ] ( デフォルト ) を選択する と、 バッ クアッ

プ / テンプレートで利用できるデータの種類

に基づいたビューが表示されます。 [ グループ

別 ] を選択する と、 バッ クアップ仕様 / テンプ

レートの所属先のグループに基づいたビュー
が表示されます。 [ 名前別 ] を選択する と、

バッ クアップ仕様 / テンプレートの名前に基

づいたビューが表示されます。 [Manager 別 ] 
(MoM の実行時のみ有効 ) を選択する と、

バッ クアップ仕様 / テンプレートの所属先の

Cell Manager に基づいたビューが表示されま

す。

パッケージ
(MC/ServiceGuard および Veritas Cluster 固

有の用語 ) 
特定のク ラスタ対応アプリ ケーシ ョ ンを実行
するために必要な リ ソース  ( ボ リ ューム グ
ループ、 アプリ ケーシ ョ ン サービス、 IP 名お

よび IP アドレスなど ) の集合。 

パブリ ック  フォルダ ストア

(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
インフォ メーシ ョ ン ス ト アのう ち、 パブリ ッ

ク  フォルダ内に情報を維持する部分。 パブ

リ ッ ク  フォルダ ス ト アは、 バイナリ  リ ッチ

テキス ト .edb ファ イルと、 ス ト リーミ ング 
ネイティブ インターネッ ト  コンテンツを格納

する .stm ファ イルから構成されます。

パブリ ック / プライベート  バックアップ デー

タ
バッ クアップを構成する際は、 バッ クアップ 
データをパブリ ッ クまたはプライベートのい
ずれにするかを選択できます。

• パブリ ッ ク  データ  － すべての Data 
Protector ユーザーに対してアクセス と復

元が許可されます。
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• プライベート  データ  － バッ クアップの所

有者および管理者に対してのみ表示と復
元が許可されます。

標準セキュリテ ィ
(MS SQL 固有の用語 )
標準セキュ リ ティでは、 Microsoft SQL 
Server のログイン妥当性チェッ ク  プロセスを

すべての接続に対して使用します。 標準セ
キュ リ ティは、 ネッ ト ワーク内にさまざまな
ク ライアン トが混在しており、 一部のク ライ
アン トでは信頼関係接続がサポート されてい
ない場合に使用できます。 また、 以前のバー
ジ ョ ンの SQL Server との下位互換性を確保

する必要がある場合にも、 標準セキュ リ ティ
を使用できます。
統合セキュリテ ィ も参照。 

ファース ト  レベル ミ ラー

(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
HP StorageWorks Disk Array XP では、 プラ

イマ リ  ボ リ ュームのミ ラー コピーを 大 3 つ

まで作成するこ とができ、 このコピー 1 つに

つきさ らに 2 つのコピーを作成できます。

初の 3 つのミ ラー コピーはファース ト  レベル 
ミ ラーと呼ばれます。
プライマリ  ボリュームおよび MU 番号を参

照。

ファイルシステム
ハード  ディ スク上に一定の形式で保存された

ファイルの集ま り。 ファ イルシステムは、
ファ イル属性とファ イルの内容がバッ クアッ
プ メディアに保存されるよ うにバッ クアップ

されます。

ファイル ジュークボックス デバイス

ファ イル メディアを格納するために使用す

る、 複数のスロ ッ トからなるディ スク上に存
在するデバイス。

ファイル デポ

バッ クアップからファ イル ラ イブラ リ  デバイ

スまでのデータを含むファイル。

ファイル バージ ョ ン

フル バッ クアップや増分バッ クアップでは、

ファ イルが変更されている場合、 同じファ イ
ルが複数回バッ クアップされます。 バッ ク
アップのロギング レベルと して [ すべてログ

に記録 ] を選択している場合は、 ファ イル名

自体に対応する 1 つのエン ト リ とファ イルの

各バージ ョ ンに対応する個別のエン ト リが 
IDB 内に維持されます。

ファイル複製サービス (FRS)
Windows サービスの 1 つ。 ド メ イン コン ト

ローラのス ト ア ログオン スク リプ ト とグルー

プ ポ リシーを複製します。 また、 分散ファ イ

ルシステム (DFS) 共有をシステム間で複製し

たり、 任意のサーバから複製作業を実行する
こ と もできます。

ファイル ライブラリ  デバイス

複数のメディアからなるライブラ リ をエ ミ ュ
レートするディ スク上に存在するデバイス。
ファ イル デポと呼ばれる複数のファ イルが格

納されます。

ブート  ボリューム / ディスク / パーティシ ョ

ン
ブート  プロセスの開始に必要なファ イルが

入っているボ リ ューム / ディ スク / パーティ

シ ョ ン。 ただし、 Microsoft の用語では、 オペ

レーティング システム ファ イルが格納されて

いるボ リ ューム / ディ スク / パーティシ ョ ンを

ブート  ボ リ ューム / ディ スク / パーティシ ョ

ンと呼んでいます。 

ブール演算子
オンライン ヘルプ システムの全文検索には、

AND、 OR、 NOT、 NEAR の各ブール演算子

を使用できます。 複数の検索条件をブール演
算子で組み合わせて指定するこ とで、 検索対
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象をよ り正確に絞り込むこ とができます。 複
数単語の検索に演算子を指定しなければ、
AND を指定したものとみなされます。 たとえ

ば、 「consistency checkmanual disaster 
recovery」 とい う検索条件は、

「consistencymanual AND checkdisaster 
AND recovery」 と同じ結果になり ます。

フェイルオーバー
あるク ラスタ  ノードから別のク ラスタ  ノード

に も重要なク ラスタ  データ  (Windows の場

合はグループ、 UNIX の場合はパッケージ ) 
を転送するこ と。 フェイルオーバーは、 主に、
プライマ リ  ノードのソフ ト ウェア / ハード

ウェア障害発生時や保守時に発生します。

フェイルオーバー
(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
CA+BC EVA 構成におけるソース とあて先の

役割を逆にする操作。
CA+BC EVA も参照 。

フォーマッ ト
メディアを Data Protector で使用できるよ う

に初期化するプロセス。 メディア上の既存
データはすべて消去されます。 メディアに関
する情報 ( メディア ID、 説明、 および位置 ) 
が IDB に保存される と と もに、 メディア自体 
( メディア ヘッダ ) にも書き込まれます。 デー

タが保護されている Data Protector メディア

は、 保護の期限が切れるか、 保護解除 / リサ

イ クルされない限り再フォーマッ ト されませ
ん。

負荷調整
デフォルトでは、 デバイスが均等に使用され
るよ うに、 バッ クアップ用に選択されたデバ
イスの負荷 ( 使用率 ) が自動的に調整されま

す。 負荷調整では、 各デバイスに書き込まれ
るオブジェク トの個数を調整するこ とで、 使
用率を 適化します。 負荷調整はバッ クアッ
プ時に自動的に実行されるので、 データが実
際にどのよ うにバッ クアップされるかを管理

する必要はあ り ません。 使用するデバイスを
指定する必要があるだけです。 負荷調整機能
を使用しない場合は、 バッ クアップ仕様に各
オブジェク トに使用するデバイスを選択でき
ます。 Data Protector は指定された順序でデ

バイスにアクセスします。

復元セッシ ョ ン
バッ クアップ メディアから ク ラ イアン ト シス

テムにデータをコピーするプロセス。

復元チェーン
バッ クアップ オブジェク ト をある時点まで復

元するのに必要なすべてのバッ クアップ。 復
元チェーンは、 オブジェク トのフル バッ ク

アップと任意の数の関連する増分バッ クアッ
プで構成されます。

複製
(ZDB 固有の用語 )
ユーザー指定のバッ クアップ オブジェク ト を

含む、 特定の時点におけるソース  ボ リ ューム

のデータのイ メージ。 イ メージは、 作成する
ハードウェア / ソフ ト ウェアによって、 物理

ディ スク  レベルでの記憶ブロッ クの独立した

正確な複製 ( ク ローン ) になる  ( スプリ ッ ト  
ミ ラーなど ) 場合もあれば、 仮想コピーにな

る  ( スナップシ ョ ッ ト など ) 場合もあ り ます。

ホス トの視点では、 標準的な UNIX または

Windows システムについて、 バッ クアップ 
オブジェク ト を含む物理ディ スク全体が複製
されます。 しかし、 UNIX でボ リ ューム マ
ネージャを使用する と きは、 バッ クアップ オ
ブジェク ト を含むボ リ ューム / ディ スク  グ
ループ全体が複製されます。
スナップシ ョ ッ ト、 スナップシ ョ ッ ト作成、
スプリ ッ ト  ミ ラー、 およびスプリ ッ ト  ミ ラー

の作成も参照。

複製セッ ト
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(ZDB 固有の用語 )
同じバッ クアップ仕様を使って作成される複
製のグループ。
複製および複製セッ ト  ローテーシ ョ ンも参

照。

複製セッ ト  ローテーシ ョ ン

(ZDB 固有の用語 )
通常のバッ クアップ作成のために継続的に複
製セッ ト を使用するこ と。 複製セッ トの使用
を必要とする同一のバッ クアップ仕様が実行
されるたびに、 新規の複製がセッ トの 大数
になるまで作成され、 セッ トに追加されます。
その後、 セッ ト内の も古い複製は置き換え
られ、 セッ ト内の複製の 大数が維持されま
す。
複製および複製セッ ト も参照。

物理デバイス
ド ラ イブまたはよ り複雑な装置 ( ラ イブラ リ

など ) を格納する物理装置。

プライマリ  ボリューム (P-VOL)
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
CA 構成および BC 構成用プライマ リ  ボ
リ ューム (P-VOL) と しての役割を果たす複数

の標準 HP StorageWorks Disk Array XP 
LDEV です。 P-VOL は MCU 内に配置されて

います。
セカンダリ  ボリューム (S-VOL) も参照。

フラ ッシュ  リカバリ領域 
(Oracle 固有の用語 )
フラ ッシュ  リ カバリ領域は、 Oracle 10g で管

理されるディ レク ト リ 、 ファ イル システム、

または自動ス ト レージ管理のディ スク  グルー

プです。 バッ クアップと復旧に関するファ イ
ル ( リ カバリ  ファ イル ) の中央格納領域と し

て機能します。
リカバリ  ファイルも参照。

フリー プール

フ リー プールは、 メディア プール内のすべて

のメディアが使用中になっている場合にメ
ディアのソース と して補助的に使用できる
プールです。 ただし、 メディア プールでフ

リー プールを使用するには、 明示的にフ リー 
プールを使用するよ うに構成する必要があ り
ます。 

フル ZDB
以前に行ったバッ クアップに変更がない場合
でも、 選択したすべてのオブジェク トがテー
プにス ト リーミ ングされる、 テープまたは
ディ スク + テープへの ZDB セッシ ョ ン。

増分 ZDB も参照。

フル データベース バックアップ

後に ( フルまたは増分 ) バッ クアップした後

に変更されたデータだけではなく、 データ
ベース内のすべてのデータのバッ クアップ。
フル データベース  バッ クアップは、 他のバッ

クアップに依存しません。

フル バックアップ

フル バッ クアップでは、 近変更されたかど

うかに関係なく、 選択されたオブジェク ト を
すべてバッ クアップします。
バックアップの種類も参照。

フル メールボックス バックアップ

フル メールボッ クス  バッ クアップでは、 メー

ルボッ クス全体の内容をバッ クアップします。

分散ファイルシステム (DFS)
複数のファイル共有を単一の名前空間に接続
するサービス。 対象となるファ イル共有は、
同じコンピュータに置かれていても、 異なる
コンピュータに置かれていてもかまいません。
DFS は、 リ ソースの保存場所の違いに関係な

く ク ラ イアン トが リ ソースにアクセスできる
よ うにします。

ペア ステータス
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(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
ミ ラー化されたディ スクのペアは、 そのペア
上で実行されるアクシ ョ ンによって、 さまざ
まなステータス値を持ちます。 も重要なス
テータス値は以下の 3 つです。

• コピー - ミ ラー化されたペアは、 現在再同

期中。 データは一方のディ スクからも う
一方のディ スクに転送されます。 2 つの

ディ スクのデータは同じではあ り ません。

• ペア - ミ ラー化されたペアは、 完全に同期

されており、両方のディ スク  ( プライマ リ  
ボ リ ュームと ミ ラー ボ リ ューム ) は全く

同じデータを持ちます。

• 中断 - ミ ラー化されたディ スク間のリ ンク

は中断されています。 両方のディ スクが
別々にアクセスされ、 更新されています。
ただし、 ミ ラー関係はまだ保持されてお
り、 このペアは、 ディ スク全体を転送す
るこ とな く、 再同期するこ とができます。

並列処理 ( 数 )
オンライン データベースから複数のデータ  ス
ト リームを読み取るこ と。

並行復元
1 つの Media Agent からデータを受信する

Disk Agent を複数実行して、 バッ クアップ 
データを複数のディ スクに同時に ( 並行して ) 
復元するこ と。 並行復元を行うには、 複数の
ディ スクまたは論理ボ リ ュームに置かれてい
るデータを選択し、 同時処理数を 2 以上に設

定してバッ クアップを開始し、 異なるオブ
ジェク トのデータを同じデバイスに送信する
必要があ り ます。 並行復元中には、 復元対象
と して選択した複数のオブジェク トがメディ
アから同時に読み取られるので、 パフォーマ
ンスが向上します。

保護
データ保護およびカタログ保護を参照。

ホス ト  システム

Data Protector Disk Agent がインス トールさ

れており、 ディ スク  デリバリーによる障害復

旧に使用される稼動中の Data Protector ク ラ

イアン ト。

ホスト  バックアップ

ディスク検出によるクライアン ト  バックアッ

プを参照。

ボリューム グループ

LVM システムにおけるデータ  ス ト レージ単

位。 ボ リ ューム グループは、 1 つまたは複数

の物理ボリ ュームから作成できます。 同じシ
ステム上に複数のボ リ ューム グループを置く

こ とができます。

ボリューム マウン トポイン ト

(Windows 固有の用語 )
ボ リ ューム上の空のディ レク ト リ を他のボ
リ ュームのマウン トに使用できるよ うに構成
したもの。 ボ リ ューム マウン ト  ポイン トは、

ターゲッ ト  ボ リ ュームへのゲート ウェイ と し

て機能します。 ボ リ ュームがマウン ト されて
いれば、 ユーザーやアプリ ケーシ ョ ンがその
ボ リ ューム上のデータをフル ( マージ ) ファ イ

ルシステム パスで参照できます ( 両方のボ

リ ュームが一体化されている場合 )。

マージ
復元中のファイル名競合を解決するモードの
1 つ。 復元するファ イルと同じ名前のファイ

ルが復元先に存在する場合、 変更日時の新し
い方が維持されます。 既存のファイルと名前
が重複しないファイルは、 常に復元されます。
上書きも参照。

マウン ト  ポイン ト
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ディレク ト リ構造内において、 ディ スクまた
は論理ボ リ ュームにアクセスするためのアク
セス  ポイン ト  (/optや d:など )。 UNIX で

は、 bdf コマンドまたは df コマンドを使って

マウン ト  ポイン ト を表示できます。

マウン ト要求
マウン ト要求時には、 デバイスにメディアを
挿入するよ うに促す画面が表示されます。 必
要なメディアを挿入して確認するこ とでマウ
ン ト要求に応答する と、 セッシ ョ ンが続行さ
れます。

マジック  パケッ ト

Wake ONLAN を参照。

マルチド ライブ サーバ

単一システム上で Media Agent を無制限に使

用できるライセンス。 このライセンスは、
Cell Manager の IP アドレスにバインド され

ており、 新しいバージ ョ ンでは廃止されまし
た。

ミ ラー
(EMC Symmetrix および HP StorageWorks 
Disk Array XP 固有の用語 )
ターゲッ ト  ボリュームを参照。

ミ ラー ローテーシ ョ ン

(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
複製セッ ト  ローテーシ ョ ンを参照。 

無人操作 (lights-out operation または
unattended operation)
オペレータの介在なしで、 通常の営業時間外
に実行されるバッ クアップ操作または復元操
作。 オペレータが手動で操作するこ とな く、
バッ クアップ アプリ ケーシ ョ ンやサービスの

マウン ト要求などが自動的に処理されます。

無人操作 (unattended operation)
無人操作 (lights-out operation) を参照。

メールボックス
(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
電子メールが配信される場所。 管理者がユー
ザーごとに設定します。 電子メールの配信場
所と して複数の個人用フォルダが指定されて
いる場合は、 メールボッ クスから個人用フォ
ルダに電子メールがルーティングされます。

メールボックス ストア

(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
インフォ メーシ ョ ン ス ト アのう ち、 ユーザー 
メールボッ クス内の情報を維持する部分。
メールボッ クス  ス ト アは、 バイナリ  データを

格納する リ ッチテキス ト .edb ファ イルと、

ス ト リーミ ング ネイティブ インターネッ ト  
コンテンツを格納する .stm ファ イルからな

り ます。 

メディア ID
Data Protector がメディアに割り当てる一意

な識別子。 

メディア管理セッシ ョ ン
初期化、 内容のスキャン、 メディア上のデー
タの確認、 メディアのコピーなどのアクシ ョ
ンを メディアに対して実行するセッシ ョ ン。

メディア集中管理データベース (CMMDB)
CMMDB を参照。

メディア状態要素
使用回数のしきい値と上書きのしきい値。 メ
ディアの状態の判定基準とな り ます。 

メディア セッ ト

バッ クアップ セッシ ョ ンでは、 メディア セッ

ト と呼ばれる メディアのグループにデータを
バッ クアップします。 メディアの使用法に
よっては、 複数のセッシ ョ ンで同じ メディア
を共有できます。 

メディアの位置
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バッ クアップ メディアが物理的に収納されて

いる場所を示すユーザー定義の識別子。
"building 4" や "off-site storage" のよ うな文

字列です。

メディアのインポート
メディアに書き込まれているバッ クアップ 
セッシ ョ ン データをすべて再読み込みして、

IDB に取り込むプロセス。 これによ り、 メ

ディア上のデータにすばやく、 簡単にアクセ
スできるよ うにな り ます。
メディアのエクスポート も参照。

メディアのエクスポート
メディアに格納されているすべてのバッ ク
アップ セッシ ョ ン情報 ( システム、 オブジェ

ク ト 、 ファ イル名など ) を IDB から削除する

プロセス。 メディア自体に関する情報やメ
ディアとプールの関係に関する情報も  IDB か

ら削除されます。 メディア上のデータは影響
されません。
メディアのインポート も参照。

メディアの種類
メディアの物理的な種類 (DDSや DLT など )。 

メディアの状態
メディア状態要素から求められる メディアの
品質。 テープ メディアの使用頻度が高く、 使

用時間が長ければ、 読み書きエラーの発生率
が高くな り ます。 状態が [ 不良 ] になったメ

ディアは交換する必要があ り ます。

メディアの使用法
こ こでは、 メディアの使用法と して、 以下の
オプシ ョ ンのいずれかを選択します。 メディ
アの使用法は、 [追加可能 ]、 [追加不可能 ]、

[増分のみ追加可能 ]のいずれかに設定できま

す。

メディアのボールティ ング

メディアを安全な別の場所に収納するこ と。
メディアが復元に必要になった場合や、 今後
のバッ クアップにメディアを再使用する場合
は、 メディアをデータ  センターに戻します。

ボールティング手順は、 会社のバッ クアップ
戦略やデータ保護 / 信頼性ポリシーに依存し

ます。

メディアの割り当て方針
メディアをバッ クアップに使用する順序を決
定します。 [Strict] メディア割り当てポ リシー

では、 特定のメディアに限定されます。
[Loose] ポ リシーでは、 任意の適切なメディア

を使用できます。 [ フォーマッ ト されていない

メディアを先に割り当てる ] ポ リシーでは、

ライブラ リ内に利用可能な非保護メディアが
ある場合でも、 不明なメディアが優先されま
す。 

メディア プール

同じ種類のメディア (DDS) などのセッ ト。 グ

ループと して追跡されます。 フォーマッ ト し
たメディアは、 メディア プールに割り当てら

れます。

メディア ラベル

メディアに割り当てられるユーザー定義の識
別子。 

元のシステム
あるシステムに障害が発生する前に Data 
Protector によってバッ クアップされたシステ

ム構成データ。 

ユーザー アカウン ト

Data Protector を使用するには、 Data 
Protector のユーザー アカウン トが必要です。

Data Protector のユーザー アカウン トは、

Data Protector やバッ クアップされたデータ

に対する無断アクセスを制限します。 Data 
Protector 管理者がこのアカウン ト を作成する

と きには、 ユーザー ログオン名、 ユーザーの
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ログオン元と して有効なシステム、 および
Data Protector ユーザー グループのメンバー

シップを指定します。 ユーザーが Data 
Protector のユーザー インタフェースを起動

するか、 または特定のタスクを実行する と き
には、 このアカウン トが必ずチェッ ク されま
す。

ユーザー グループ

各 Data Protector ユーザーは、 ユーザー グ
ループのメンバーです。 各ユーザー グループ

には 1 式のユーザー権限があ り、 それらの権

限がユーザー グループ内のすべてのユーザー

に付与されます。 ユーザー権限を関連付ける
ユーザー グループの数は、 必要に応じて定義

できます。 Data Protector には、 admin、
operator、 user の 3 つのデフォルト  ユーザー 
グループがあ り ます。

ユーザー権限
特定の Data Protector タスクの実行に必要な

パーミ ッシ ョ ンをユーザー権限またはアクセ
ス権限と呼びます。 主なユーザー権限には、
バッ クアップの構成、 バッ クアップ セッシ ョ

ンの開始、 復元セッシ ョ ンの開始などがあ り
ます。 ユーザーには、 そのユーザーの所属先
ユーザー グループに関連付けられているアク

セス権限が割り当てられます。

ユーザー ディスク割り当て

NTFS のクォータ管理サポートによ り、 追跡

システムが強化されており、 共有ス ト レージ 
ボ リ ュームのディ スク  スペースの使用量を制

御できます。 Data Protector では、 システム

全体とすべての構成済みユーザーを対象に
ユーザー ディ スク  クォータを同時にバッ ク

アップします。

ユーザー プロファイル

(Windows 固有の用語 )
ユーザー別に維持される構成情報。 この情報
には、 デスク ト ップ設定、 画面表示色、 ネッ

ト ワーク接続などが含まれます。 ユーザーが
ログオンする と、 そのユーザーのプロファ イ
ルがロード され、 Windows 環境がそれに応じ

て設定されます。

ライセンス集中管理
Data Protector では、 複数のセルからなるエ

ンタープライズ環境全体にわたってライセン
スの集中管理を構成できます。すべての Data 
Protector ラ イセンスは、 エンタープライズ

Cell Manager システム上にインス トールされ

ます。 ラ イセンスは、 実際のニーズに応じて
エンタープライズ Cell Manager システムか

ら特定のセルに割り当てるこ とができます。
MoM も参照。

ライター
(MS VSS 固有の用語 )
オリ ジナル ボ リ ューム上のデータの変更を開

始するプロセス。 主に、 永続的なデータをボ
リ ューム上に書き込むアプリ ケーシ ョ ンまた
はシステム サービスがライターとな り ます。

ライターは、 シャ ド ウ  コピーの同期化プロセ

スにも参加し、 データの整合性を保証します。

ライブラリ
オートチェンジャー、 ジュークボッ クス、
オート ローダ、 またはエクスチェンジャ と も
呼ばれます。 ライブラ リには、 複数のレポジ
ト リ  スロ ッ トがあ り、 それらにメディアが格

納されます。 各スロ ッ トがメディア 
(DDS/DAT など ) を 1 つずつ格納します。 ス

ロ ッ ト / ド ラ イブ間でのメディアの移動は、

ロボッ ト機構によって制御され、 メディアへ
のランダム アクセスが可能です。 ライブラ リ

には、 複数のド ライブを格納できます。

リカバリ  カタログ

(Oracle 固有の用語 )
Recovery Manager が Oracle データベースに

ついての情報を格納するために使用する
Oracle の表とビューのセッ ト。 この情報は、
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Recovery Manager が Oracle データベースの

バッ クアップ、 復元、 および復旧を管理する
ために使用されます。 リ カバリ  カタログに

は、 以下の情報が含まれます。

• Oracle ターゲッ ト  データベースの物理ス

キーマ
• データ  ファ イルおよび archived log バッ

クアップ セッ ト

• データ  ファ イルのコピー

• アーカイブ REDO ログ

• ス ト アド  スク リプ ト

リカバリ  カタログ データベース

(Oracle 固有の用語 )
リ カバリ  カタログ スキーマを格納する

Oracle データベース。 リ カバリ  カタログは

ターゲッ ト  データベースに保存しないでくだ

さい。

リカバリ  カタログ データベースへのログイン

情報
(Oracle 固有の用語 )
リ カバリ  カタログ データベース  (Oracle) への

ログイン情報の形式は
<user_name>/<password>@<service>で、

ユーザー名、 パスワード、 サービス名の説明
は、 Oracle ターゲッ ト  データベースへの

Oracle SQL*Net V2 ログイン情報と同じで

す。 ただし、 この場合の <service>は

Oracle ターゲッ ト  データベースではなく、 リ

カバリ  カタログ データベースに対するサービ

ス名とな り ます。 

こ こで指定する Oracle ユーザーは、 Oracle
のリ カバリ  カタログのオーナー ( 所有者 ) で
なければならないこ とに注意して ください。

リカバリ  ファイル

(Oracle 固有の用語 )
リ カバリ  ファ イルは、 フラ ッシュ  リ カバリ領

域に置かれる Oracle 10g 固有のファイルで

す。 現在の制御ファイル、 オンライン REDO 
ログ、 アーカイブ REDO ログ、 フラ ッシュ

バッ ク  ログ、 制御ファ イル自動バッ クアッ

プ、 データファ イル コピー、 およびバッ ク

アップ ピースがこれにあたり ます。

フラ ッシュ  リカバリ領域も参照。 

リサイクル
メディア上のすべてのバッ クアップ データの

データ保護を解除して、 以降のバッ クアップ
で上書きできるよ うにするプロセス。 同じ
セッシ ョ ンに所属しているデータのう ち、 他
のメディアに置かれているデータも保護解除
されます。 リサイ クルを行っても、 メディア
上のデータ自体は変更されません。

リムーバブル記憶域の管理データベース
(Windows 固有の用語 )
Windows サービスの 1 つ。 リ ムーバブル メ
ディア ( テープやディ スクなど ) と記憶デバイ

ス  ( ラ イブラ リ ) の管理に使用されます。 リ

ムーバブル記憶域によ り、 複数のアプリ ケー
シ ョ ンが同じ メディア リ ソースを共有できま

す。

ローカル復旧と リモート復旧
リ モート復旧は、 SRD ファ イルで指定されて

いる Media Agent ホス トがすべてアクセス可

能な場合にのみ実行されます。 いずれかのホ
ス トがアクセス不能になっている と、 障害復
旧プロセスがローカル モードにフェイルオー

バーされます。 これは、 ターゲッ ト  システム

にローカル接続しているデバイスが検索され
るこ とを意味します。 デバイスが 1 台しか見

つからない場合は、 そのデバイスが自動的に
使用されます。 複数のデバイスが見つかった
場合は、 デバイスが選択できるプロンプ トが
表示され、 ユーザーが選択したデバイスが復
元に使用されます。 

ロギング レベル
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ロギング レベルは、 バッ クアップ、 オブジェ

ク トのコピー、 またはオブジェク トの集約時
にファイルとディ レク ト リに関する情報をど
の程度まで詳細に IDB に記録するかを示しま

す。 バッ クアップ時のロギング レベルに関係

なく、 データの復元は常に可能です。 Data 
Protector には、 [ すべてログに記録 ]、 [ ディ

レク ト リ  レベルまでログに記録 ]、 [ ファ イル 
レベルまでログに記録 ]、 および [ ログなし ]
の 4 つのロギング レベルがあ り ます。 ロギン

グ レベルの設定によって、 IDB のサイズ増

加、 バッ クアップ速度、 復元対象データのブ
ラウズしやすさが影響を受けます。

ログイン ID
(MS SQL Server 固有の用語 )
ユーザーが Microsoft SQL Server にログオン

するための名前。 Microsoft SQL Server の

syslogin システム テーブル内のエン ト リに対

応するログイン ID が有効なログイン ID とな

り ます。

ロッ ク名
別のデバイス名を使う こ とで同じ物理デバイ
スを違う特性で何度も構成するこ とができま
す。 

そのよ うなデバイス  ( デバイス名 ) が複数同時

に使用された場合に重複を防ぐ目的で、 デバ
イス構成をロ ッ クするためにロ ッ ク名が使用
されます。 ロ ッ ク名はユーザーが指定する文
字列です。 同一の物理デバイスを使用するデ
バイス定義には、 すべて同じロ ッ ク名を使用
します。

論理ログ ファイル

論理ログ ファ イルは、 変更されたデータが

ディ スクにフラ ッシュされる前に書き込まれ
るファ イルです。 オンライン データベース  
バッ クアップの場合に使用されます。 障害発
生時には、 これらの論理ログ ファ イルを使用

するこ とで、 コ ミ ッ ト済みの ト ランザクシ ョ

ンをすべてロールフォワードする と と もに、
コ ミ ッ ト されていないト ランザクシ ョ ンを
ロールバッ クするこ とができます。

ワイルドカード文字
1 文字または複数文字を表すために使用でき

るキーボード文字。 たとえば、 通常、 アスタ
リ スク  (*) は 1 文字以上の文字を表し、 疑問

符 (?) は 1 文字を示します。 ワイルドカード文

字は、 名前によ り複数のファ イルを指定する
ための手段と してオペレーティング システム

で頻繁に使用されます。
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